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発刊にあたって

「『環境首都水俣』に学ぶ水高生から世界への「いのち」の発信」をテーマに取り組ん

できた水俣高校スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）事業も、今年度で５年目の最

終年度となり、今、その指定期間を終えようとしています。

水俣市では、かつて公害による大きな環境被害・健康被害が起こり、市民は多くの苦難

を経験しました。以来、人々は環境保護に力を注ぎ、平成２３年、水俣市は全国初の「日

本の環境首都」となりました。そうした背景の中、水俣高校、そしてその母体である旧水

俣高校及び水俣工業高校においても様々な環境教育や環境保護活動を推進してきました

が、平成２８年度、文部科学省からＳＧＨの指定を受け、それまでの取組をさらに発展さ

せ、この間、世界が直面する環境問題へ提言・議論するグローバル人材の育成を目指し取

組を推進してきました。

本校のＳＧＨ事業は、水俣ＡＣＴⅠとＡＣＴⅡの２つを柱としています。ＡＣＴⅠでは、

水俣病の歴史から現代の世界の環境問題まで幅広く学び、グローバルな視点で事象をとら

える態度を育むとともに、未来への提案を探るための探究活動や課題研究に取り組んでい

ます。ＡＣＴⅡでは、水俣環境アカデミアや国立水俣病総合研究センター等の研究機関、

大学、行政、企業、ＮＰＯ等と幅広く連携交流を図り、共同研究や意見交換をとおして、

現在も深刻化する水銀問題など様々な環境課題に対して能動的に提言ができる態度・能力

の育成に努めています。また、米国モンタナ州やスロベニア等での海外研修を行い、他国

の環境問題の現状や取組に直接触れることで認識を深めてきました。  
こうした取組の成果として、生徒へのアンケート結果では、思考力、表現力、判断力の

向上が見られ、特に「地域への興味関心」「課題発見能力」「コミュニケーション能力」

の値が上昇しています。また、国際機関との連携や外国の若者との交流など英語を活用す

る機会を多く設けることで、海外への興味関心が高まるとともに英語検定の合格者が増加

するなど、英語力向上にも繋がっています。さらに、環境について学んできたことを発展

させ大学で研究を深めたい、または企業等で社会貢献したいと希望する生徒が増え、探究

活動が進路決定においても影響を及ぼしています。

今年度をもって本校のＳＧＨ事業は指定期間を終えますが、真価が問われるのはこれか

らです。これまでの取組をもとに「自然と人間（いのち）の共生」の大切さを共有し、人

権感覚あふれる国際社会の成熟を目指すグローバルリーダーの育成を目指して一層の努力

を重ねてまいる覚悟です。折しも、昨年７月、水俣市は内閣府から「ＳＤＧｓ未来都市」

に選定されました。本校においても、環境問題に留まらずＳＤＧｓに対する認識を深め、

持続可能な社会づくりを目指した活動を推進しているところです。また、水銀に関する水

俣条約は発効から４年目を迎えますが、条約には水銀が人の健康や環境に与えるリスクを

低減するための規則が定められており、その内容についても本校生一人ひとりが理解し、

身近なところから取組を積み重ねていく必要があります。「環境問題はいのちの問題であ

る」ということを積極的に発信できる人材づくりにこれからも邁進してまいります。

結びになりますが、ＳＧＨ事業の推進にあたり、水俣市、国立水俣病総合研究センター

をはじめ、関係各所から多大なる御支援並びに御指導をいただきました。特にこの最終年

度、コロナ禍により多くの計画変更を余儀なくされる中、皆様の御協力により生徒の活動

を大きく停滞させることなく今日の日を迎えることができました。皆様に深く感謝の意を

表しますとともに、引き続き御指導賜りますようお願い申し上げます。また、本書を御覧

いただき、多くの皆様から御意見賜れば幸いです。

令和３年３月

熊本県立水俣高等学校 校長 鶴山 幸樹
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（別紙様式３） 
 

令和３年（２０２１年）年３月 日  
 
 

研究開発完了報告書 
 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 

 
 

住所 熊本県熊本市中央区水前寺６丁目１８番地１号 
管理機関名 熊本県教育委員会 
代表者名 教育長 古閑 陽一   印 

 
 
令和２年度（２０２０年度）スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告書を，

下記により提出します。 
 
 

記 
 
１ 事業の実施期間 

令和２年４月１６日（契約締結日）～令和３年３月３１日 
 
２ 指定校名 

学校名 熊本県立水俣高等学校 
学校長名 鶴山 幸樹 

 
３ 研究開発名 

「環境首都水俣」に学ぶ水高生から世界への「いのち」の発信 
 
４ 研究開発概要 

世界が直面する環境問題に対し，水俣で学んだというバックグラウンドを持って提言・議

論を行えるグローバルリーダーの育成を目指し，以下の取組を行った。 
（１）「水俣 ACTⅠ」（アクティブ・ラーニングを通した水俣病問題や世界の環境問題の学習）

総合的な学習の時間及び長期休業期間や週末を利用して，全学年全学科全クラスで課題研

究のテーマに関する取組を実施した。 
（第１学年）「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」 
（第２学年）「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」 
（第３学年）「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」 

 
（２）「水俣 ACTⅡ」（水俣 ACTⅠの課題研究を踏まえた実践的・発展的学習） 

ア 水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との共同研究 
イ 国立水俣病総合研究センターとの連携 
ウ 東京大学留学生，JICA 研修生との英語によるディスカッション 
エ 持続可能な開発のための教育【ESD】の学習（国内外研修） 
オ 小中学校との交流事業 
カ 水俣環境観光ガイドとして実践演習  
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５ 管理機関の取組・支援実績  
（１）実施日程 

業務項目 
実施日程 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

海外研修支援   募集 選考 
事前

研修 
研修 

       

海外進学支援① 受講

開始 

      
追加

募集 
決定 

受講

開始 
  

受講

終了 

海外進学支援② 
指名     

説明

会 
 

説明

会 
    

     訪問   訪問 訪問 訪問 訪問 

国際理解講座     募集 決定  実施     

国内語学研修       

募集 
選考 
事前

研修 

研修 
事前

研修 

研修 
事後

課題 

事後

課題   

成果発表会         実施    

運営指導委員会      実施     実施  

 
（２）実績の説明 

○海外研修支援 
州立モンタナ大学オンライン学習プログラム 
・熊本県州立モンタナ大学高校生派遣事業に代わるオンラインによる語学研修・異文化

体験研修。現環境下でも最大限に高校生が海外へ目を向ける機運を醸成することを目指

す。参加生徒４０名に対して大学講師２名による集中的な語学研修を実施（８月１７日

（月）～８月２０日（木））。今年度は指定校からの参加はなし。 
○海外進学支援 

①熊本時習館海外大学進学チャレンジ塾 
・公立・私立を問わず，県内すべての中学生・高校生に参加を呼びかけ，生徒の英語力と

海外への進路意識を高めることを目的に２０１３年から実施。英語力や英文でのエッセイ

作成能力等，海外進学等に必要な能力向上，思考力や英語による表現能力養成のための講

座実施の他，海外進学に関する情報の提供，海外大学等に在籍する大学生による進路やキ

ャリアについて考えるためのセミナー等を通して，将来国際化に対応できるグローバル人

材の育成を目指す。今年度は当該塾の卒業生２名が，それぞれ米国，カナダの難関大（世

界大学ランキング５０位以内）に進学した。 
②各県立高校における「海外留学・進学アドバイザー」の指名及び英語教育推進室におけ

る「留学支援員」の配置 
・各県立高校で，海外留学・進学を志す生徒の相談窓口となる「海外留学・進学アドバイ

ザー」（英語教員１名）を指名。海外進学指導力を高める研修を実施（９月２７日（日），

１１月２９日（日））。海外大学入試制度や熊本県の高校交換留学支援制度，大学進学支

援制度等についての研修を実施。 
・令和２年６月より，義務教育課英語教育推進室内に「留学支援員」を配置。学校訪問に

※年 間 を 通 し た 受 講 
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５ 管理機関の取組・支援実績  
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（２）実績の説明 
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（月）～８月２０日（木））。今年度は指定校からの参加はなし。 
○海外進学支援 
①熊本時習館海外大学進学チャレンジ塾 
・公立・私立を問わず，県内すべての中学生・高校生に参加を呼びかけ，生徒の英語力と

海外への進路意識を高めることを目的に２０１３年から実施。英語力や英文でのエッセイ

作成能力等，海外進学等に必要な能力向上，思考力や英語による表現能力養成のための講

座実施の他，海外進学に関する情報の提供，海外大学等に在籍する大学生による進路やキ

ャリアについて考えるためのセミナー等を通して，将来国際化に対応できるグローバル人

材の育成を目指す。今年度は当該塾の卒業生２名が，それぞれ米国，カナダの難関大（世

界大学ランキング５０位以内）に進学した。 
②各県立高校における「海外留学・進学アドバイザー」の指名及び英語教育推進室におけ

る「留学支援員」の配置 
・各県立高校で，海外留学・進学を志す生徒の相談窓口となる「海外留学・進学アドバイ

ザー」（英語教員１名）を指名。海外進学指導力を高める研修を実施（９月２７日（日），
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・令和２年６月より，義務教育課英語教育推進室内に「留学支援員」を配置。学校訪問に

※年 間 を 通 し た 受 講 

よる生徒・保護者・教員を対象とした海外留学関係の説明会及び相談，海外留学関連情報

の発信，知事部局と連携した出前事業における説明会等，海外高校留学等の推進を図った。 
〇国内語学研修 
・熊本県スーパーイングリッシュキャンプ 
県内中高生を対象とした語学研修。発信力の強化，自律した学習者の育成及び海外留学・

進学への意識の醸成を図ることが目的。外国語指導助手（計１３名）が講師となり，プレ

ゼンテーションやディスカッションを指導する。第１回は１１月に対面で実施。参加生徒

１６名。第２回は１２月にオンラインにて実施。参加生徒１３名。熊本県立大学と熊本県

教育委員会の連携協定事業。県立大留学生６名，学生７名が運営に協力。 
○国際理解講座 
・令和 SDGs 熊本 
国際社会及び国際協力について理解を深め，グローバルに活躍する人材育成を目的とし，

県立高校，県立中学校の生徒を対象に熊本県立大学国際教育交流センター田中耕太郎特任

教授，JICA の協力隊員及び関係者を講師として，国際協力や国際理解，グローバル人材の

育成，SDGs 等をテーマに後援を実施。令和２年１１月４日に指定校において，SDGs をテ

ーマに「世界が抱える課題と私たち」という演題で講座を実施。 
○成果発表会 
・本県の SGH 指定校１校，SGH 経験校１校，SSH 指定校４校，SPH 指定校１校，SPH 経

験校１校，地域との協働による高等学校改革推進事業指定校２校，同事業特例校１校，ア

ソシエイト２校，ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業カリキュラム開発拠点校１校，スー

パーグローカルハイスクール（熊本県指定）指定校２校に県内５校を加えた合同研究発表

会を県教委主催で，オンラインで開催（令和２年１２月１５日（火）～令和３年１月１５

日（金）までＨＰ上で公開）。２５５テーマについて発表。 
○運営指導委員会 
・指定校を会場に，授業見学や研究協議会からなる委員会を２回実施（９月２４日（木），

２月１８日（木））。課題研究の成果普及のための取組や事業成果の評価方法等について

指導助言。４名の委員が成果発表会（２月１８日（木））を参観。 
・委員：小嶋 仲夫氏（名城大学名誉教授） 

迫口 明浩氏（崇城大学工学部ナノサイエンス学科教授） 
上妻 博明氏（ハリウッド大学院大学特任教授） 
野田 恭子氏（ＮＧＯ国連女性の地位委員会ニューヨークメンバー，キャリア・
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井芹 道一氏（熊本大学客員教授） 

○その他 
・ＳＧＨ指定校であることから，生徒の英語による発信力向上を目的として，ＡＬＴを常

駐させる人的支援を行うと同時に，ＡＬＴの活用等について指導助言を実施している。  
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６ 研究開発の実績 
（１）実施日程 

業務項目 
実施日程 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

水俣 ACTⅠ 
探究活動 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

成果
発表

◎

講演会・講話 ○ ◎ ◎

水俣 ACTⅡ 
慶應大学との 

連携事業 
○ ○ ◎ ◎

国水研との 
連携事業 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

留学生等との 
交流 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ESD 
国内外研修 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

小中学校との 
交流活動 ×

水俣環境観光 
ガイド ○ ○ ◎

※◎実施 ○準備 ×中止
 
（２）実績の説明 

ア 水俣 ACTⅠ 
（ア）探究活動  

実施規模 
対象 全学年 

参加生徒 １学年全員（１２７名）２学年全員（１３１名） 
３学年全員（１６２名） 

概要 

週１単位の総合的な学習の時間および総合的な探究の時間において，

探究活動を実施した。 
 
１年生のテーマは「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」と設定

しており，以下のようなスケジュールでクラス単位で活動した。 
１学期…水俣病，水銀，水俣市の状況等に関する基礎知識の習得 

『水俣病の教訓と日本の水銀対策（環境省環境保健部環境安全

課作成）』『水俣市産業振興戦略２０１５（水俣市産業振興戦略

策定検討委員会作成）』水俣病と水俣の再生への取組や水銀を取

り巻く現状や対策について基本的な知識を学ぶとともに，必要な

情報を整理する力を習得することを目的として実施した。 
※ただし，新型コロナウイルス感染症拡大防止のための休校期間

中は，ワークシートの一部を家庭で進め，６月からの学校再開

時にスムーズに学習に入れるようにした。再開以降は当初の計

画通りに進めることができた。 
２学期…思考スキル養成のための活動およびポスターの基礎習得 

前半はマインドマップ，ブレインストーミング，三角ロジック

など，探究活動に必要な思考スキルの習得を目指してグループ活

動を実施した。後半は自分の興味のあることについてポスターを

作成することで，ポスター作成のために必要なテンプレートや情

報収集の方法を習得することを目的として実施した。また，作成

したポスターについてグループ内でポスター発表も併せて実施し

た。 
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り巻く現状や対策について基本的な知識を学ぶとともに，必要な

情報を整理する力を習得することを目的として実施した。 
※ただし，新型コロナウイルス感染症拡大防止のための休校期間

中は，ワークシートの一部を家庭で進め，６月からの学校再開

時にスムーズに学習に入れるようにした。再開以降は当初の計

画通りに進めることができた。 
２学期…思考スキル養成のための活動およびポスターの基礎習得 

前半はマインドマップ，ブレインストーミング，三角ロジック

など，探究活動に必要な思考スキルの習得を目指してグループ活

動を実施した。後半は自分の興味のあることについてポスターを

作成することで，ポスター作成のために必要なテンプレートや情

報収集の方法を習得することを目的として実施した。また，作成

したポスターについてグループ内でポスター発表も併せて実施し

た。 

３学期…課題研究のテーマ設定 
２年次に行う課題研究のテーマを設定するために，SWOT 分析，

マッピング，質問・疑問マトリクスなどのシンキングツールを活

用して，テーマの分野を検討した。 
 

２年生のテーマは「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」と設

定し，テーマのカテゴリーごとに学科・コースの枠を超えて１２のグル

ープを編成して調査研究を実施した。それぞれのグループは１０名前後

の生徒で構成されている。調査研究のテーマは，１年次の学習も参考に

して，自分の興味や関心のあるもの〔自己分析・地域・身近なこと・社

会の出来事等〕から疑問に思うことを研究テーマに設定した。また，工

業科の一部は３年生の「課題研究」に参加して，学科・コースの特徴を

いかした研究を進めている。なお，テーマのカテゴリーは以下の通りで

ある。  
○人文科学 ○社会科学 ○理学 ○工学 ○農学

○保健 ○家政 ○芸術 ○総合・新領域

○国水研との共同研究（水俣湾の調査・牡蠣の養殖）

○水銀・水俣条約関連の研究

○機械科・電気コース・建築コースの課題研究

９月下旬には校内でポスターセッションを行い，その後の調査研究に

反映した。 
※ただし，新型コロナウイルス感染症拡大防止のための休校期間中は，

登校日のオリエンテーションにおいて，課題研究を進めるためのワ

ークシートと調査方法マニュアルおよび課題研究のスケジュールを

配付して各家庭で調査を進めた。 
 

３年生のテーマは「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」と

設定し，未来に向かって水俣から発信，提言するために，普通科と商業

科は前年度までの各自の調査研究内容をもとに，SDGs で関連する項目に

おいて課題の解決策を含むレポートを作成した。工業科は前年度から継

続して学科の特色を生かした課題研究を進めた。それぞれの学科および

コースのテーマは以下の通りである。 
機械科 安心安全・低炭素社会構築のものづくり研究 
電気コース 省エネルギー製品の研究・再生可能エネルギーの研究 
建築コース 循環型社会の研究 

１月下旬には３年生のみで各クラスから１名あるいは１グループずつ

発表し，調査研究内容の共有を図った。 
 

（イ）講演会  

実施規模 
対象 全学年 

参加生徒 ①：１学年（１２７名） ②：１学年（１２７名） 
③：３学年機械科（１５名） 

概要 

グローバル人材に必要な素質の把握や目標意識の高揚，また，水俣病

や水銀に関する水俣条約をはじめとする環境問題や様々な社会問題への

見聞を広めることなどを目的として，各分野の専門の方をお招きして各

種講演会を実施した。講師・日程等は以下の通り。 
①９月１６日（水）丸本 倍美氏（国立水俣病総合研究センター 主任研

究員） 
「誰かに水銀について説明できますか？」  

②１１月４日（水）田中 耕太郎 氏（熊本県立大学国際教育交流センタ

ー特任教授）・川畑 達郎 氏（元青年海外協力隊） 
「世界が抱える課題と私たち」 
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上記以外に，探究活動において該当グループ対象の講話を実施している。 
③８月１８日（火）神川 浩一 氏（農林水産省九州農政局農村振興部農

村環境課）・東 和昭 氏（同課）・松山 茂生 氏（鳥獣対策専門官） 
「わな作動通知システム製作について」 

 
その他に校内外で実施された講話に希望生徒が参加している。 
なお，今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，対面での

講演会は例年と比較して減少した。また，②に関しては生徒を校内の４

会場に分け，講師には１会場で講話いただき，その様子を他会場へオン

ラインで中継して実施するなど，新たな試みも行った。 
 

イ 水俣 ACTⅡ 
（ア）水俣環境アカデミアとの連携事業（慶應義塾大学との共同研究） 

実施規模 

対象 １年生・２年生希望者 

参加生徒 

遠隔講義 
第１回：３６名 ２年生１８名[普通・機械・電気] 

１年生１８名[普通・機械] 
第２回：３６名 ２年生１８名[普通・機械・電気] 

１年生１８名[普通・機械] 

概要 

地域が抱える問題に対して実効力ある解決策を提示し得る高等教育及

び研究を促すため，地元住民と大学等研究機関との接点を創り，連携に

よる取組をコーディネートする「水俣環境アカデミア」と共に慶應義塾

大学学生と連携事業を実施した。ICT 機器を用いた遠隔講義では，平成

２９年度から継続したテーマ「環境デジタルアート」について，身の回

りの目に見えないデータをデジタルアートで表現し，地域活性化につな

げる手段について検討してきた。また，夏季と冬季には学生が水俣を訪

問し，それまで協議を重ねてデジタルアート作品を製作するワークショ

ップを行ってきた。しかし，今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため，ワークショップの実施が不可となったため，Minecraft を使っ

てバーチャル空間に水俣を作り，現状の課題を見つけるとともに，将来

に期待するものを検討していくこととした。このプロジェクトは来年度

も継続していく予定である。 
 

（イ）国立水俣病総合研究センターとの連携事業 

実施規模 
対象 ２学年「国水研との共同研究」グループ（１５名） 
参加生徒 ２学年「国水研との共同研究」グループ（１５名） 

概要 

「水俣 ACTⅠ」２年生の「国水研との共同研究」グループが前年度から

引き続き，当センターの国際・総合研究部および水俣市漁業協同組合の

協力のもとで，水俣湾および水俣川の水質調査と牡蠣の生育調査を行っ

た。調査のデータ処理および分析結果から，現状の課題等について検討

した。 
 

（ウ）留学生，研修生等との交流 

実施規模 

対象 全学年希望者 

参加生徒 

①日越大学との交流：６名 
２年生６名[普通] 

②Hello World Café 
第１回：１４名 ２年生６名[普通] １年生８名[普通] 
第２回：１３名 ２年生４名[普通] 

１年生９名[普通・機械] 
第３回：１２名 １年生１２名[普通・機械] 
第４回： ８名 １年生８名[普通] 
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した。 
 

（ウ）留学生，研修生等との交流 

実施規模 

対象 全学年希望者 

参加生徒 

①日越大学との交流：６名 
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①水俣環境アカデミアが協定締結しているベトナムの日越大学学生１０

名と環境をテーマとした英語によるオンライン交流を１２月と２月の

計２回実施した。交流では，それぞれの地域の歴史や地域特有の環境

問題，その対策などについてそれぞれが英語で発表し，意見交換を行

った。水俣環境アカデミアは他にも海外と協定を締結している大学が

複数あるため，来年度以降も複数の大学と同様のオンライン交流が可

能である。 
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実施規模 
対象 １年生・２年生希望者 
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概要 

今年度はシンガポール研修を予定していたが，新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中止した。代替事業として，Zoom を使用して，平成

３０年度に研修で訪問した州立モンタナ大学の教授や講師による環境問

題や地域課題に関する講義や大学生ボランティアとのディスカッション

などのプログラムを企画した。プログラムは１日３時間×６日間で１２月

から２月までの計６回実施した。 
 

（オ）小中学校との交流事業  

実施規模 
対象 １年生・２年生希望者 
参加生徒 中止 

概要 

平成２８年度から継続している水俣市内の小中学校の児童会生徒会リ

ーダー研修において，本校生徒がファシリテーターとして参加し，研修

会の企画・運営するプログラムを予定していたが，新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため中止した。代替事業は実施していない。 
 

（カ）水俣環境観光ガイドとして実践演習 

実施規模 
対象 ２年生普通科 
参加生徒 ２年生普通科２７名 

概要 

例年，６（２）イ（ウ）の国際交流で実施しているが，今年度は新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。代替事業として，水俣

の状況を様々な視点で捉えることができるように，夏季休暇中に２年生

普通科を対象に水俣環境アカデミアで「SDGs ワークショップ」を実施し

た。ワークショップでは「水俣 ACTⅠ」で取り組んでいる調査研究のテー

マや地域の課題を SDGs の観点で振り返り，他者と協働してポスターを

作成し，発表して意見を共有する活動を行った。 
 
７ 目標の進捗状況，成果，評価 
（１）目標の進捗状況 

年度当初に計画した事業（水俣 ACTⅠ・ACTⅡ）については上記６の通り，新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため，「小中学校との交流事業」以外については，一部計画を変更したが

概ね実施できている。また，目標設定シートで設定していた当初の目標数値と現在の進捗状況

は以下の通り。 
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ア 本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）  
項 目 Ｈ２８ 

実績 
Ｈ２９ 
実績 

Ｈ３０ 
実績 

Ｒ０１ 
実績 

Ｒ０２ 
実績 

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り

組む生徒数  ３１５人 １２７人 １５６人 ２０１人 ４３人 

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数  ８人 ４人 ３人 ２人 ０人 

将来留学したり，仕事で国際的に活躍したいと

考える生徒の割合  ２０％ ３０％ ３２％ ３６％ ３３％ 

公的機関から表彰された生徒数，又はグローバルな社

会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の

大会における入賞者数 
１４人 １３人 １３人 ２６人 ２８人 

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語

力として CEFR の B1～B2 レベルの生徒の割合  ３％ ３％ ３％ ８％ ７％ 

自主的に国立研究機関での研修等を受講する

生徒数  ８人 ２２人 ４３人 １７人 １５人 

 
イ グローバルリーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット） 

項 目 Ｈ２８ 
実績 

Ｈ２９ 
実績 

Ｈ３０ 
実績 

Ｒ０１ 
実績 

Ｒ０２ 
実績 

課題研究に関する国外の研修参加者数  ８人 １５４人 １４７人 １６０人 １４人 

課題研究に関する国内の研修参加者数  １０６人 １３８人 １８４人 １３２人 ７５人 

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等

の数  ２校 ３校 ３校 ３校 ２校 

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部

人材が参画した延べ回数（人数×回数）  １０７人 ３７６人 １６４人 ３４０人 １４２人 

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部

人材が参画した延べ回数（人数×回数）  ３７人 １０９人 １２６人 １０７人 ２９人 

グローバルな社会又はビジネス課題に関する

公益性の高い国内外の大会における参加者数  ７人 １４人 ２１人 １６８人 ２８人 

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含

む。）  ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

先進校としての研究発表回数  １回 １回 １回 １回 １回 

外国語によるホームページの整備状況  ○ ○ ○ ○ ○

市外から学生を呼び，指定校で環境に関するワーク

ショップを兼ねた研修・合宿を実施する回数  ３回 ８回 ５回 ６回 ０回 

 
（２）成果 

ア 学習意欲等の向上 
後述７（３）の自己評価の結果から，特に国内外の環境問題への関心や理解度は依然高く，

課題解決への意欲が向上している。さらに，３年生については，他者と協働して解決策を考

える能力や必要な情報を収集・整理・活用する能力に対する自己評価が高い。 
 

イ コンテスト等への参加および受賞 
今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，例年と比較して参加件数は減少した

が，可能な範囲で以下のとおり参加した。 
 大会・コンテスト名 課題研究内容 備考 

１ 専門高校生徒の研究文・作文コンクール

熊本県大会 
WOOD CONNECT 
PROJECT ～水俣の山

優秀賞 
※全国大会は佳
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（２）成果 

ア 学習意欲等の向上 
後述７（３）の自己評価の結果から，特に国内外の環境問題への関心や理解度は依然高く，

課題解決への意欲が向上している。さらに，３年生については，他者と協働して解決策を考

える能力や必要な情報を収集・整理・活用する能力に対する自己評価が高い。 
 

イ コンテスト等への参加および受賞 
今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，例年と比較して参加件数は減少した

が，可能な範囲で以下のとおり参加した。 
 大会・コンテスト名 課題研究内容 備考 

１ 専門高校生徒の研究文・作文コンクール

熊本県大会 
WOOD CONNECT 
PROJECT ～水俣の山

優秀賞 
※全国大会は佳

林から学び，活用し，守

る！地域貢献で自然と

技能の伝承（建築コー

ス） 

作 

２ 熊本県工業高等学校生徒研究発表会 

WOOD CONNECT 
PROJECT ～水俣の山

林から学び，活用し，守

る！地域貢献で自然と

技能の伝承（建築コー

ス） 

熊本県工業連合

会会長賞 

３ 水中ロボットコンベンション  In 
JAMSTEC 2020 ジュニア部門 水中ロボット（機械科） 準優勝 

４ 第２９回学生マグネシウムデザインコ

ンテスト製作部門 機械科 奨励賞 

５ 第１６回熊本県高等学校英語ディベー

ト大会  

２チーム（２年生

４名・１年生６

名）参加し，１名

がベストディベ

ーター賞を受賞 

６ 第４回 熊本県高等学校英語スキットコ

ンテスト  １チーム（１年生

３名）参加 
 

ウ 英語検定資格保持者数 
実用英語技能検定試験準２級および２級の受験者数，合格者数，保持者数，保有率を以下

に示す。 
 ２級 準２級 
 受験者数 合格者数 保持者数 保有率 受験者数 合格者数 保持者数 保有率 

H27 ３６ ８ １１ 2.08% ８０ ２８ ４５ 8.51% 
H28 ４１ ６ ８ 1.64% １２６ ４３ ７４ 15.20% 
H29 ４５ ６ １１ 2.42% ９６ ４５ ９３ 20.44% 
H30 ７３ １３ １７ 3.65% ８６ ４１ ９３ 19.96% 
R01 ６１ ２８ ３４ 7.69% ４３ ２３ ８５ 19.23% 
R02 ４４ １４ ２３ 5.58% ６３ ４１ ８３ 20.15% 
年度ごとに保持者数や保有率については多少の増減はあるが，SGH 指定前と比較すると確

実に増加している。これは事業内の国際交流や海外研修の実施に加えて，SGH 指定のタイ

ミングで英語科の授業指導法の変更が結果につながっていると考えられる。 
 

エ 調査研究結果の発表及び普及 
SGH 事業概要や研究内容を発表し，普及したものを以下に記す。ただし，大会やコンテス

ト等で普及したものについては，７(３)イ「コンテスト等への参加および受賞」の項目に記

載済み。 
日程 普及場面 普及内容 

１１月 ６日（金） 日越大学（ベトナム）との交流 
※オンライン 事業取組発表 

１２月１８日（金） 栃木県立佐野高等学校との合同中間

発表会 ※オンライン 

２年生探究活動の研究発表

（ポスター発表）３グループ

が参加 

１２月２０日（日） ２０２０年度 SGH 全国高校生フォー

ラム ※オンライン 

２年生探究活動「How we can 
tell bad influence of 
micro-plastic on human bodies 
effectively to high school 
students」 
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１２月～１月 熊本県スーパーハイスクール生徒研

究発表会 ※オンライン 

２年生探究活動の研究発表

（ポスター発表）９グループ

が参加 

１月１３日（水） 日本・インドネシア環境政策対話 
※オンライン 

２年生探究活動「水銀・水俣

条約関連の研究」研究発表 

２月１８日（木） 水俣高校 SGH 成果発表会 課題研究内容発表（ステージ

・ポスター） 
 

オ オンラインによる交流システムの技術 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，活動が大幅に制限されたが，それに伴いオン

ラインによる調査方法や交流のための ICT 機器を扱う技術が生徒・職員ともに向上した。今

年度の交流実績をもとに，来年度以降は更なる交流の機会の増加と質の向上が見込まれる。 
 
（３）検証方法および評価方法 

研究開発の仮説（ⅰ）～（ⅵ）についての分析は，本校が育成を目指す生徒に必要な能力に関

する２５の質問項目に対する選択的回答方式（４段階）のアンケートを，事業実施前（６月）

と事業実施後（２月）に実施した。また，「水俣 ACTⅠ」の探究活動（特に２年生）について

は，作成したポスターを全員が発表し，相互評価を実施した。「水俣 ACTⅡ」の各事業に関す

る分析は当初の計画を変更しているため，来年度以降の結果との比較調査が必要である。 
 
（４）中間評価以後の取組について 

本校の中間評価の結果等については以下の通り。 

結果 これまでの努力を継続することによって，研究開発のねらいの達成がおおむね可

能と判断されるものの，併せて取組改善の努力も求められる。 

講評 

○地域の特性を生かした本校ならではの課題を掲げて着実に研究開発を進めて

おり，「環境」という視点から世界を学ぶことを通じて，自分で考え行動でき

るグローバル人材の育成に取り組み，その成果及び課題を明確にしている点は

評価できる。 
○生徒が外に発信する機会や海外研修の機会が増えたことで，グローバルな課題

に対する当事者意識やグローバルマインドが喚起され，表現力の向上にもつな

がっている点が評価できる。 
○生徒の活動時間の十分な確保に留意するとともに，３つの学校種が融合するこ

との利点・課題も併せて分析をする必要がある。また，運営指導委員会が有効

に機能するよう引き続き工夫することが望まれる。 
以上から，校内で検討して次のように対応している。 

 
ア ３つの学校種が融合することの利点・課題について 

昨年度から水俣 ACTⅠの取組を大きく変更した。指定３年目までは１年次から環境に特化

したテーマをこちらが設定して，生徒が興味のあるものを選択して調査研究をするスタイル

だった。指定４年目からは，生徒が調査研究したいテーマを設定し，その設定したテーマに

近い教科の職員が指導することで，より専門的な知識を生徒が得ることができている。また，

同じグループに複数の学科・コースの生徒がいるため，生徒間で新しい知識の共有をはかる

ことができている。（例：普通科生徒の研究テーマ「地震に強い建築物」…建築コースの教

員が指導） 
 

イ 運営指導委員会について 
指定２年目までは年２回の運営指導委員会の中で，本校の事業に対して主査が実施内容を

説明し，それに対して指摘や助言を受けるスタイルだったが，３年目からは前回の会議で挙

げられた指摘事項に対して改善した点を会議の始めに提示して協議を進めるスタイルに変

更した。また，実施した事業報告をメールで行い，それに対する感想や指摘事項を時間差な

く受けることで，これまで以上に運営指導委員の意見を事業改善に生かすことができてい

る。 
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ラインによる調査方法や交流のための ICT 機器を扱う技術が生徒・職員ともに向上した。今

年度の交流実績をもとに，来年度以降は更なる交流の機会の増加と質の向上が見込まれる。 
 
（３）検証方法および評価方法 

研究開発の仮説（ⅰ）～（ⅵ）についての分析は，本校が育成を目指す生徒に必要な能力に関

する２５の質問項目に対する選択的回答方式（４段階）のアンケートを，事業実施前（６月）

と事業実施後（２月）に実施した。また，「水俣 ACTⅠ」の探究活動（特に２年生）について

は，作成したポスターを全員が発表し，相互評価を実施した。「水俣 ACTⅡ」の各事業に関す

る分析は当初の計画を変更しているため，来年度以降の結果との比較調査が必要である。 
 
（４）中間評価以後の取組について 

本校の中間評価の結果等については以下の通り。 

結果 これまでの努力を継続することによって，研究開発のねらいの達成がおおむね可

能と判断されるものの，併せて取組改善の努力も求められる。 

講評 

○地域の特性を生かした本校ならではの課題を掲げて着実に研究開発を進めて

おり，「環境」という視点から世界を学ぶことを通じて，自分で考え行動でき

るグローバル人材の育成に取り組み，その成果及び課題を明確にしている点は

評価できる。 
○生徒が外に発信する機会や海外研修の機会が増えたことで，グローバルな課題

に対する当事者意識やグローバルマインドが喚起され，表現力の向上にもつな

がっている点が評価できる。 
○生徒の活動時間の十分な確保に留意するとともに，３つの学校種が融合するこ

との利点・課題も併せて分析をする必要がある。また，運営指導委員会が有効

に機能するよう引き続き工夫することが望まれる。 
以上から，校内で検討して次のように対応している。 

 
ア ３つの学校種が融合することの利点・課題について 

昨年度から水俣 ACTⅠの取組を大きく変更した。指定３年目までは１年次から環境に特化

したテーマをこちらが設定して，生徒が興味のあるものを選択して調査研究をするスタイル

だった。指定４年目からは，生徒が調査研究したいテーマを設定し，その設定したテーマに

近い教科の職員が指導することで，より専門的な知識を生徒が得ることができている。また，

同じグループに複数の学科・コースの生徒がいるため，生徒間で新しい知識の共有をはかる

ことができている。（例：普通科生徒の研究テーマ「地震に強い建築物」…建築コースの教

員が指導） 
 

イ 運営指導委員会について 
指定２年目までは年２回の運営指導委員会の中で，本校の事業に対して主査が実施内容を

説明し，それに対して指摘や助言を受けるスタイルだったが，３年目からは前回の会議で挙

げられた指摘事項に対して改善した点を会議の始めに提示して協議を進めるスタイルに変

更した。また，実施した事業報告をメールで行い，それに対する感想や指摘事項を時間差な

く受けることで，これまで以上に運営指導委員の意見を事業改善に生かすことができてい

る。 

８ ５年間の研究開発を終えて 
（１）教育課程の研究開発の状況について 

ア 指定後の教育課程における変化および工夫 
本校は SGH 事業のために学校設定科目は設定せずに，既存の「総合的な学習の時間

（以下，「総学」）」（平成３１年度入学生からは「総合的な探究の時間（以下，「総
探」）を発展させて活用している。１年生は全学科において週１単位を使用している。
２年生の商業科および工業科では平成２９年度から他の科目から１単位を「総学（総
探）」に変更した。平成３０年度は３年生の商業科で他の科目から１単位を「総学（総
探）」に変更し，工業科では課題研究２単位で「総学（総探）」の代替としている。
また，学年単位で「総学（総探）」を同じ時間帯に設定することで，生徒のグループ
編成や学年全体の指導が可能となった。 

なお，２年生の「総学（総探）」を３年工業科の「課題研究」と同じ時間帯に設定
することで，工業科の一部の生徒は３年生の「課題研究」に加わることが可能となっ
た。そのことにより３年生が２年生を指導でき，知識や技術に加え，研究の成果と課
題を次の学年へ引き継ぐことが容易となった。 

 
イ 先進的な課題研究等の実績を踏まえた発展的な実践 
（ア）海外研修 

平成２８年度はシンガポール研修を実施した。当研修での学びや調査結果がその
後の個人の研究内容に反映できるように，事前学習を通してそれぞれテーマを設定
した。また，対象の１学年すべての生徒が学びを共有できるように，全クラスから
１名ずつ選抜し，学年全体で事前学習を行い，研修後は文化祭および成果発表会で
学びを共有した。 

平成２９年度および令和元年度はスロベニア（イドリア）研修を実施した。イド
リアは水銀採掘で繁栄した町で，過去に水銀被害を受けた歴史もあり，SGH 指定前
から本校および水俣市と交流実績のある町である。当研修で現地の高校生と水銀の
危険性を共有し，「水銀に関する水俣条約」の重要性を訴えることができた。また，
類似した地域課題である「地域の活性化・観光客の増加」をテーマにグループ協議
も実施し，「水俣 ACTⅠ」で取り組んでいる調査研究とリンクした活動を実施した。
さらに平成３０年度には現地の高校生が水俣を訪問し，本校生徒ならびに水俣市民
と環境課題について議論を行うなどそれぞれの課題を共有するワークショップ等を
実施した。 

平成３０年度はアメリカのモンタナ研修を実施した。当研修では，環境学を学習
できる州立モンタナ大学におけるワークショップへの参加を通して研究を促進し，
また，水俣市の経験した環境被害からの再生の過程や SDGs に関連した各種環境保全
活動，水俣条約に関連するメッセージ等の情報発信を実施した。 

令和２年度はシンガポール研修を予定していたが，６（２）イ（エ）に記述した
ように州立モンタナ大学と協議を重ねて，本校専用のオンライン学習プログラムを
実施した。各回のプログラムの構成は，前半が大学教授等による環境問題（金属汚
染・石牟礼道子作品読解・気候問題等），後半が大学生ボランティアとの意見交換
となっている。また，すべてのプログラムにおいて各回の講義の理解を促す事前課
題が出されていたため，３ヶ月に渡るプログラムだったが，生徒はモチベーション
を高く維持したままプログラムを継続することができた。また，本プログラムの最
後には生徒がアメリカの環境問題をリサーチしてプレゼンテーションを行うなど，
プロジェクト型学習の要素も含まれている。 

修学旅行については，平成２９年度から２年次に学年生徒全体で台湾への修学旅
行を実施している。学校交流においては，SGH 事業の概要や生徒の調査研究内容の
発表を行っている。企業訪問では，水俣にもある JNC（株）の台南工場を訪問する
など，本校の SGH 事業を推進する旅行内容としている。 

 
（イ）その他のフィールドワーク 

４（２）に記述したように各種連携事業における学びを「水俣 ACTⅠ」の課題研究に反

映している。 
例）○水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との共同研究 

環境モニタリングセンサ等の共同開発から発展し，デジタルアートの活用で地

域活性化を図るなど，地域課題の解決につなげている。 
○国立水俣病総合研究センターとの連携 

水銀や水俣病に関する研究および教訓発信，水銀管理技術の提供等を行ってい
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る当センターと共同で水俣湾や八代海の調査を実施し，その調査結果等を課題研

究に反映している。 
  ○留学生，JICA 等の海外研修生等との英語によるディスカッション 

新型コロナウイルス感染症拡大の前は，水俣環境アカデミアを通して海外から

多くの研修生が水俣に来ており，そのような研修生と英語によるディスカッショ

ン等を１年間に数回実施できている。その中で課題研究に関するインタビュー等

の結果を課題研究に反映している。また，地域課題の解決の一助として，海外の

留学生等を対象に英語による水俣市ガイドを実践している。今年度はオンライン

による交流実績があるため，今後も同様の形で実施を継続することが可能であ

る。 
○「水銀に関する水俣条約」関連事業 

「水銀に関する水俣条約」が平成２９年８月に発効した。このことを受けて，

国内外での条約の実施が進められる中で，水銀対策先進国の立場を活かしてその

推進を図り，条約の効果的な実施につなげるために，環境省・熊本県・水俣市が

協働で水俣からの情報発信を行ってきた。本校も以下の情報発信の事業に参加し

てきた。 
・平成２９年９月…水俣条約第１回締約国会議（COP1）（スイス・ジュネー

ブ）において，本校生徒によるメッセージ発信。 
・平成３０年………国内水銀処理施設におけるフィールドワークおよびその調

査内容をまとめたポスターを水俣条約第２回締約国会議（COP2）（スイ

ス・ジュネーブ）において掲示。 
・令和元年…………国内水銀測定施設におけるフィールドワークおよびその調

査内容をまとめたポスターを水俣条約第３回締約国会議（COP3）（スイ

ス・ジュネーブ）において掲示。 
・令和２年…………水銀に関する研究調査内容をまとめ，日本・インドネシア

環境政策対話においてオンライン発表。 
 

（２）高大接続の状況について 
本校では「水俣 ACTⅡ」において様々な大学と連携事業を実施しているが，単位履修制

度は設置していない。 
 

ア 慶應義塾大学との接続 
上述のように，指定初年度から慶應義塾大学環境情報学部の職員および学生と共同

で地域環境の改善に係るアイデアやシステムの開発検討を行ってきた。今年度から始
めた Minecraft で水俣を作るプロジェクトは来年度も継続して取り組む予定である。 

 
イ 熊本大学との接続 

平成２９年度から令和元年度まで熊本大学グローカルな健康生命科学パイオニア養
成プログラム HIGO プログラム生と環境課題に関するプレゼンテーションおよび英語
による協議を実施してきた。来年度以降も熊本大学側が水俣でワークショップを行う
状況であれば，同様の活動を行う予定である。 

 
ウ その他の大学との接続 

上記以外に，水俣市ガイドを含む県内大学の留学生との交流や本校での講演会の講
師，修学旅行での訪問を通して以下の大学との交流を実施した。 

・熊本県立大学 
・崇城大学 
・熊本学園大学 
・東海大学 
・南栄科技大学（台南市） 
・長榮大学（台南市） 

 
（３）生徒の変化について 

７「目標の進捗状況，成果，評価」の項目に記載しているように，スーパーグローバルハイ

スクール指定以降，以下の点において変化が著しい。 
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ウ その他の大学との接続 

上記以外に，水俣市ガイドを含む県内大学の留学生との交流や本校での講演会の講
師，修学旅行での訪問を通して以下の大学との交流を実施した。 

・熊本県立大学 
・崇城大学 
・熊本学園大学 
・東海大学 
・南栄科技大学（台南市） 
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（３）生徒の変化について 

７「目標の進捗状況，成果，評価」の項目に記載しているように，スーパーグローバルハイ

スクール指定以降，以下の点において変化が著しい。 

○各種講座・研修や海外交流事業等に参加する生徒数 
○英語関係や課題研究に関連する大会やコンテストへの参加者数および受賞者数 
○英語検定合格者数 

また，「水俣 ACTⅠ」「水俣 ACTⅡ」におけるグループ活動やプレゼンテーションを経験す

ることにより，思考力・表現力・発信力等の様々な能力が向上していると考えられる。 
以下は９月に実施した卒業生へのアンケート結果抜粋である。 

 
○あなたが水俣高校でＳＧＨ事業に取り組んだことで，進路を決めるのに影響を受けましたか。 

項目 回答数 割合 

とても受けた 3 15.0% 

どちらかというと受けた 5 25.0% 

あまり受けなかった 6 30.0% 

全く受けなかった 6 30.0% 

合計 20  

 

○あなたは進学後あるいは就職後に海外研修[留学]に行きましたか。もしくは行く予定がありますか。 

項目 回答数 割合 

はい 3 15.0% 

いいえ 14 70.0% 
行く予定だったが新型コロナウイルス感染

症拡大のため中止・延期した 3 15.0% 

合計 20  

 

○将来，海外の学校への進学や海外での仕事を考えていますか。 

項目 回答数 割合 

はい 2 10.0% 

いいえ 18 90.0% 

合計 20  

 

○水俣高校在学中に経験したことで，卒業後の進路先で役に立ったことを以下から選択してください。（複数回答

可） 

項目 回答数 割合 

水俣ＡＣＴⅠ（総合的な学習の時間で取り組んだ調査研究・工業科課題研究） 3 6.1% 

水俣ＡＣＴⅠ（ポスター作成・ポスター発表） 4 8.2% 

水俣ＡＣＴⅠ（ステージ発表） 3 6.1% 

水俣ＡＣＴⅠ（他校生との交流 熊本県ＳＨ発表会など） 3 6.1% 

慶應義塾大学生との遠隔講義・デジタルアート製作 3 6.1% 

国立水俣病総合研究センターとの共同研究（水俣湾の調査） 2 4.1% 

国際交流カフェ 6 12.2% 

熊本大学ＨＩＧＯプログラム生との交流 2 4.1% 

さくらサイエンスプランに関わる交流（ランチミーティング・ホストファミリー） 1 2.0% 

スロベニア高校生との交流 2 4.1% 

その他の国際交流 3 6.1% 

とても受け

た
15%

どちらかと

いうと受け

た

25%
あまり受け

なかった
30%

全く受け
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30%
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はい

10%

いいえ

90%
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海外研修（スロベニア・モンタナ大学・オーストラリア・スイス） 1 2.0% 

台湾修学旅行 13 26.5% 

水俣市児童会・生徒会合同リーダー研修会 3 6.1% 

合計 49  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○水俣高校在籍中に伸長したと思われる能力や態度等で，現在役に立っていると思われるものを以下から選択して

ください。（複数回答可） 

項目 回答数 割合 

地域への関心・興味（地域が抱える課題の原因や解決策などについて関心がある） 10 9.4% 

世界の課題への関心（課題の原因や解決策などについて関心がある） 7 6.6% 

世界的な視野（地域と海外の課題を結び付けて考える） 7 6.6% 

多面的に物事を捉える力（１つの事柄に対し，いろいろな考え方をすることができる） 5 4.7% 

分析力（データや情報をもとに現状や課題を把握できる） 7 6.6% 

論理的思考力（物事の原因を分析して，順序立てて考え，解決することができる） 3 2.8% 

応用力（すでに得ている知識や技術を使って，新たな事柄に対応できる） 3 2.8% 

主体性（自主的に行動できる） 5 4.7% 

好奇心（自分の興味関心があることについて調べ，理解を深めることができる） 13 12.3% 

創造力（新しいもの・アイディアを考え出すことができる） 4 3.8% 

協調性（他者と協働して解決策を考えたり，ひとつのものを作り上げることができる） 7 6.6% 

洞察力・観察力（物事を深く鋭く見抜く，見通すことができる） 1 0.9% 

情報活用能力（必要な情報を収集・整理して活用できる） 4 3.8% 

英語/日本語によるコミュニケーション能力 7 6.6% 

向上心（自主的にスキルアップに努めることができる） 5 4.7% 

表現力（考えや意見を分かりやすく他者に伝えることができる） 4 3.8% 

傾聴力（他者の意見を受け入れ，適切に理解できる） 6 5.7% 

批判的思考力（他者の意見を正しく批判したり，批判に基づいて自分の意見を主張できる） 2 1.9% 

リーダーシップ 3 2.8% 

ＩＣＴ活用能力（プレゼンテーション等の発信に必要なツールを適切に使用できる。） 3 2.8% 

合計 106  
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海外研修（スロベニア・モンタナ大学・オーストラリア・スイス） 1 2.0% 

台湾修学旅行 13 26.5% 

水俣市児童会・生徒会合同リーダー研修会 3 6.1% 

合計 49  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○水俣高校在籍中に伸長したと思われる能力や態度等で，現在役に立っていると思われるものを以下から選択して

ください。（複数回答可） 

項目 回答数 割合 

地域への関心・興味（地域が抱える課題の原因や解決策などについて関心がある） 10 9.4% 

世界の課題への関心（課題の原因や解決策などについて関心がある） 7 6.6% 

世界的な視野（地域と海外の課題を結び付けて考える） 7 6.6% 

多面的に物事を捉える力（１つの事柄に対し，いろいろな考え方をすることができる） 5 4.7% 

分析力（データや情報をもとに現状や課題を把握できる） 7 6.6% 

論理的思考力（物事の原因を分析して，順序立てて考え，解決することができる） 3 2.8% 

応用力（すでに得ている知識や技術を使って，新たな事柄に対応できる） 3 2.8% 

主体性（自主的に行動できる） 5 4.7% 

好奇心（自分の興味関心があることについて調べ，理解を深めることができる） 13 12.3% 

創造力（新しいもの・アイディアを考え出すことができる） 4 3.8% 

協調性（他者と協働して解決策を考えたり，ひとつのものを作り上げることができる） 7 6.6% 

洞察力・観察力（物事を深く鋭く見抜く，見通すことができる） 1 0.9% 

情報活用能力（必要な情報を収集・整理して活用できる） 4 3.8% 

英語/日本語によるコミュニケーション能力 7 6.6% 

向上心（自主的にスキルアップに努めることができる） 5 4.7% 

表現力（考えや意見を分かりやすく他者に伝えることができる） 4 3.8% 

傾聴力（他者の意見を受け入れ，適切に理解できる） 6 5.7% 

批判的思考力（他者の意見を正しく批判したり，批判に基づいて自分の意見を主張できる） 2 1.9% 

リーダーシップ 3 2.8% 

ＩＣＴ活用能力（プレゼンテーション等の発信に必要なツールを適切に使用できる。） 3 2.8% 

合計 106  
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（４）教師の変化について 
SGH 指定初年度は該当する１学年職員１１名と担当部署２名の計１３名で指導に当た

っていたが，翌年度からは該当学年も１・２学年となり指導に当たる職員が倍増した。
８(１)アに記載したように指導体制を検討する中で，２年生の「総学（総探）」を３年生
工業科の「課題研究」と同じ時間帯に設定することによる利点を工業科職員から提案さ
れるなど，SGH 事業を活用し，各学科の指導に反映させる姿勢が顕著に見られた。また，
３年生のレポート作成には全教科の職員を割り当てて指導に当てるなど，学校全体で組
織的に指導に取り組む体制が徐々に構築され，全体的な取組としての認識が十分に浸透
していると感じている。 
以下は９月に実施したアンケート結果抜粋である。 

 
１ ＳＧＨ事業の内容および運営について 

１．【水俣ＡＣＴⅠ】第１学年の「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」を通じて，水俣で起きた悲劇と再

生への取組を正確に理解することで，環境を守る大切さが学べていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 32 54.2% 

ややそう思う 25 42.4% 

あまり思わない 2 3.4% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  

 

２．【水俣ＡＣＴⅠ】第２学年の「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」を通じて，現在，日本や世界が，

経済や社会の成長を目指す狭間でどのような環境問題に直面しているかを学べていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 28 47.5% 

ややそう思う 30 50.8% 

あまり思わない 1 1.7% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  
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３．【水俣ＡＣＴⅠ】第３学年の「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」を通じて，環境問題に悩む国

々に貢献するための水俣からの提案能力を身に付けられていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 16 27.1% 

ややそう思う 34 57.6% 

あまり思わない 9 15.3% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  

 

４．【水俣ＡＣＴⅠ】１～３学年の総合的な学習[探究]の時間においてアクティブ・ラーニング等を取り入れること

で，論理的思考力や科学的思考力を高め，課題設定から課題解決に至る力を養成することができていると思いま

すか。 
 回答数 割合 

そう思う 20 33.9% 

ややそう思う 36 61.0% 

あまり思わない 3 5.1% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  

 

５．【水俣ＡＣＴⅡ】外部との各種連携事業を通して，以下のどの項目が達成できていると思いますか。（複数回

答可） 
 回答数 割合 

地域課題の解決に貢献する研究活動

の促進や教育活動の充実 48 42.9% 

知的好奇心の喚起 40 35.7% 

専門的知識・技術の早期取得 15 13.4% 

専門的知識を有する人材の育成 9 8.0% 

合計 112  

 

 

６．ＳＧＨ指定後の英語の授業を通して，様々なバックグラウンドを持った多くの国籍の方と英語を用いてディス

カッションやディベートを行う基礎を養成することができていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 16 27.1% 

ややそう思う 37 62.7% 

あまり思わない 5 8.5% 

全く思わない 1 1.7% 

合計 59  
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３．【水俣ＡＣＴⅠ】第３学年の「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」を通じて，環境問題に悩む国

々に貢献するための水俣からの提案能力を身に付けられていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 16 27.1% 

ややそう思う 34 57.6% 

あまり思わない 9 15.3% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  

 

４．【水俣ＡＣＴⅠ】１～３学年の総合的な学習[探究]の時間においてアクティブ・ラーニング等を取り入れること

で，論理的思考力や科学的思考力を高め，課題設定から課題解決に至る力を養成することができていると思いま

すか。 
 回答数 割合 

そう思う 20 33.9% 

ややそう思う 36 61.0% 

あまり思わない 3 5.1% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  

 

５．【水俣ＡＣＴⅡ】外部との各種連携事業を通して，以下のどの項目が達成できていると思いますか。（複数回

答可） 
 回答数 割合 

地域課題の解決に貢献する研究活動

の促進や教育活動の充実 48 42.9% 

知的好奇心の喚起 40 35.7% 

専門的知識・技術の早期取得 15 13.4% 

専門的知識を有する人材の育成 9 8.0% 

合計 112  

 

 

６．ＳＧＨ指定後の英語の授業を通して，様々なバックグラウンドを持った多くの国籍の方と英語を用いてディス

カッションやディベートを行う基礎を養成することができていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 16 27.1% 

ややそう思う 37 62.7% 

あまり思わない 5 8.5% 

全く思わない 1 1.7% 

合計 59  
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７．生徒がＳＧＨ事業に取り組んだことで，高校卒業後の進路を決めるのに影響を受けたと思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 11 18.6% 

ややそう思う 32 54.2% 

あまり思わない 15 25.4% 

全く思わない 1 1.7% 

合計 59  

 

 

８．学校全体として体制を整え，組織的に取り組んでいると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 23 39.0% 

ややそう思う 30 50.8% 

あまり思わない 5 8.5% 

全く思わない 1 1.7% 

合計 59  

 

９．ＳＧＨ事業の実施により，地域の小中学校に還元されていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 5 8.5% 

ややそう思う 25 42.4% 

あまり思わない 28 47.5% 

全く思わない 1 1.7% 

合計 59  

 

２ 先生方への影響について 

１．ＳＧＨ事業の実施により，ご自身の意識の変容が見られましたか。 
 回答数 割合 

そう思う 19 32.2% 

ややそう思う 35 59.3% 

あまり思わない 4 6.8% 

全く思わない 1 1.7% 

合計 59  

 

２．ＳＧＨによる取組が，学校全体の授業改善になっていると思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 16 27.1% 

ややそう思う 34 57.6% 

あまり思わない 9 15.3% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  
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３．ＳＧＨによる取組により，国際的視野でリーダーを養成しようとする意識が向上しましたか。 
 回答数 割合 

そう思う 15 25.4% 

ややそう思う 31 52.5% 

あまり思わない 13 22.0% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  

 

 

４．学外機関との連携により，ご自身の社会性の涵養があったと思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 19 32.2% 

ややそう思う 32 54.2% 

あまり思わない 6 10.2% 

全く思わない 2 3.4% 

合計 59  

 

 

５．学外機関とのネットワークの広がりが，ご自身の指導上の効果をもたらしたと思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 14 23.7% 

ややそう思う 33 55.9% 

あまり思わない 11 18.6% 

全く思わない 1 1.7% 

合計 59  

 
 
（５）学校における他の要素の変化について（授業，保護者等） 

授業に関しては SGH 指定以降，全教科においてアクティブ・ラーニング型の授業が実
施されている。また，英語に関しては SGH 指定２年目から学校全体で授業の在り方を見
直し，全学年全学科で共通の帯活動およびワークシートを導入し，その結果が７(２)ウに
記載したように英語検定の合格者数に表れている。さらに英語関係のスピーチコンテス
トやディベートコンテストも学校全体で指導に取り組むなど，意識の変容が著しい。今
年度に関しては，「英語学習の記録」を本校の再編集した CAN-DO リストに併せて作成
して，１学年を対象に活用している。 

地域に関しても，「水俣高校＝スーパーグローバルハイスクール」という認識が広ま
っており，本校が SGH ということで市内外の様々な組織から一緒にイベントや研究の実
施について提案がなされている。 

 
（６）課題や問題点について 

ア 課題研究について 
課題研究の進め方やカリキュラム，資料についてはこの５年間で形になるものがで

きた。しかし，生徒が課題研究を進めていく中で，生徒自身が次にどのようなことを
調べていくべきなのかなどについては，まだ職員側が誘導している場合が多い。テー
マ設定後の調査研究のプロセスも生徒自身で考えて実践できるような指導方法の検討
が必要である。 

また，本校では水俣ならではの環境問題や水銀問題を取り扱ってきた。特に，水銀
問題に関しては「水銀に関する水俣条約」も発効し，世界からの注目度も以前と比較
して高くなっている。そのような状況において，本校ではさらにレベルの高い水銀に
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３．ＳＧＨによる取組により，国際的視野でリーダーを養成しようとする意識が向上しましたか。 
 回答数 割合 

そう思う 15 25.4% 

ややそう思う 31 52.5% 

あまり思わない 13 22.0% 

全く思わない 0 0.0% 

合計 59  

 

 

４．学外機関との連携により，ご自身の社会性の涵養があったと思いますか。 
 回答数 割合 

そう思う 19 32.2% 

ややそう思う 32 54.2% 

あまり思わない 6 10.2% 

全く思わない 2 3.4% 

合計 59  
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関する研究を行い，その成果を COP 等でも発信できるように，国立水俣病総合研究セ
ンターや環境省との連携をさらに強化して，現在行っている課題研究の質を向上させ
る必要がある。 

 
イ 生徒の能力について 

定期的にとっているアンケートの結果では，ほぼすべての項目はこの５年間で向上
した。しかし「リーダーシップの発揮」や「将来は国際的に活躍したい」の項目は他
の項目と比較して，肯定的に捉えている生徒が少ない。しかしながら，今年度実施し
た卒業生へのアンケート結果によると，回答数は少なかったが SGH 事業が進路決定に
影響を与えていることも判明した。今後はこれまでの活動を継続しながら，海外へ意
識を向けることの重要性も意識できるような活動の検討が必要である。 

 
ウ 全教科との連携強化 

本校では「総合的な学習（探究）の時間」を SGH 事業実践に当ててきた。昨年度か
らは生徒の活動時間の確保のために，小論文を含めたレポートの書き方の指導を国語
で，英語によるディスカッションの練習を英語の時間で実践してきた。今後も情報の
時間を活用したポスターやプレゼンテーションの作成，地歴公民の時間を活用した情
報収集や整理の仕方の学習など，今まで以上の全教科との連携の強化が必要である。 

 
エ 地域との連携強化 

本校は SGH 指定初年度に水俣環境アカデミア，国立水俣病総合研究センターと三者
協定を締結して様々な事業を実践してきた。今後も地元の企業や商工会議所等とも連
携してグローバル課題・地域課題解決のための課題研究カリキュラム研究を進めるこ
とを検討したい。 

 
（７）今後の持続可能性について 

SGH 指定終了後もこの５年間で実施してきた事業については，以下の通り，現在締結
している三者協定をベースに継続を予定している。 
ア 課題研究（水俣 ACTⅠ） 

フィールドワークや講演会など，費用を抑えながら縮小する必要はあるが，これま
での課題研究のノウハウを継承した課題研究の継続は予定している。また，海外から
の研究者や学生を招いて研修を開催している水俣環境アカデミアや，水銀に関する世
界的な調査研究を行っている環境省国立水俣病総合研究センターからの協力を得たレ
ベルの高い課題研究も引き続き実践が可能である。 

 
イ 外部との連携事業（水俣 ACTⅡ） 

４(２)で記載した外部との連携事業の継続については以下のとおり。 
（ア）慶應義塾大学との共同研究 

今年度からはじめた Minecraft を使った事業を含め，デジタルアートによる地域活
性化を考える事業を核に継続する予定である。 

 
（イ）国立水俣病総合研究センターとの連携 

上述したように，「水俣 ACTⅠ」の課題研究において連携を継続する予定である。 
 
（ウ）留学生，研修生等との交流 

水俣環境アカデミアにて研修等を実施する海外の研究者や学生等と，水俣市内に
おける国際交流が可能である。また，今年度実施したオンラインによる国際交流も
水俣環境アカデミアによる支援により実施可能である。 

 
（エ）海外フィールドワーク 

これまでと同じ形や規模での継続は費用の面から困難であるが，県や国が行う国
際交流プログラムの活用や市からの支援を要請することで，部分的な継続は可能で
あると考えている。また，修学旅行先を海外に設定することで，出来る限り生徒全
員にグローバルな感覚を持たせたい。海外フィールドワークは，本校生徒が水俣を
発信する貴重な機会であり，本校が生徒に身に付けさせたい資質・能力を考えさせ
る上でも，教育的効果は非常に大きいと考えているため，今年度実施したオンライ
ン学習プログラムも含めてぜひ継続していきたい。 
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（オ）小中学校との交流事業 
環境や地域課題に関わる小中高の連携により，継続した学びの場を設定すること

ができる。感染症による現状が改善すれば，今後も継続した実施が可能である。 
 
（カ）「水銀に関する水俣条約」関連事業 

環境省の支援により，これまで同様に水俣条約関係の調査研究および情報発信が
可能である。 

 
 
【担当者】 
担当課 教育庁県立学校教育局高校教育課 ＴＥＬ ０９６－３３３－２６８５ 
氏 名 藤本 恵美 ＦＡＸ ０９６－３８４－１５６３ 
職 名 指導主事 e-mail fujimoto-e@pref.kumamoto.lg.jp 
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【別紙様式７】

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

（その他本構想における取組の達成目標）自主的に国立研究機関での研修等を受講する生徒数

０人 ６人 ６人

目標設定の考え方：課題研究を通して、研修への参加を促す

０人

２人 １６人 ４３人 １７人 １５人

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

１１９人 １０３人 １５６人 ２０１人 ４３人

0.7%

０％ １％ ３％ ８％ ７％
e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

1% ３％ ５％

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

10%

１人

３人 ４人 ３人 ２人

５０％SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

　　　　　　％

　　　　　　％

目標設定の考え方：課題研究等を通して、海外への意識を持つ生徒数を増加させる

10%

２０％ ３０％ ３２％ ３６% ３３％ ５０％

目標設定の考え方：本校のインターアクト部とのタイアップにより、ボランティア活動実施を推進する

６０人 ６０人 ２０１人 ２４人 　　　　　　人

ふりがな くまもとけんりつみなまたこうとうがっこう

平成30年度 令和元年度 令和２年度

指定期間

　　　　　　人

３０人

H28～R2学校名 熊本県立水俣高等学校

令和２年度スーパーグローバルハイスクール ⽬標設定シート

平成27年度 平成28年度 平成29年度 目標値(令和２年度)

０人

０人 ４人

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

１人

平成26年度

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

目標設定の考え方：課題研究等を通して、各種コンテストへの参加および入賞実績を増やす

１０人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入
賞者数

０人 １４人

０人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

５人 ０人 　　　　　　人

目標設定の考え方：最終的に１クラスに該当する生徒が留学又は海外研修に行くことを目標に設定

２００人

１３人 　２６人 ２８人d

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

目標設定の考え方：学校全体、特に普通科で英検受験指導体制を整える　H28:1年280人中16人。2､3年344人中40人　H29:1､2
年560人中140人。3年160人中60人　H30:840人中340人　最終目標:840人中420人

f
３０人

９人

24



２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

目標設定の考え方：Ｈ２８年度から整備し、Ｈ２９年度から通常運営できるように調整し、最終的に年２回を目標とする

目標設定の考え方：Ｈ２７年度から整備し、Ｈ２８年度から一部運営できるように調整する

j

（その他本構想における取組の具体的指標）市外から学生を呼び、本校で環境に関するワークショップを兼ねた研修・合宿を実
施する回数

０回 ３回 ８回 ５回 ６回 ０回０回 ２回

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

△ ○ ○ ○ ○ ○ ○×

目標設定の考え方：イドリアのユーリベガ高校からの受入から、他校へと発展させる

６人

h

先進校としての研究発表回数

０回 １回 １回 １回 １回

目標設定の考え方：最終的に年３回の発表を目標とする

１回

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

０人 ７人 １４人

１回 ３回

２１人 １６８人 ２８人 ３０人

目標設定の考え方：課題研究を通して、国水研の国際水銀フォーラムをはじめ、各種大会への参加を促す

０人

０人 ０人 １０人g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

０人 ０人 ０人 ０人

２人

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

１２人 １０７人 ３７６人 １６４人 ３４０人 １４２人 １００人

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

０人 ３７人 １０９人 １２６人 １０７人 ２９人 ５０人

目標設定の考え方：水俣環境アカデミア、国水研、国際水銀ラボ等での研修、課題研究での交流、講演会等での人数

２人

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

０校 ２校 ３校 ３校 ３校 ２校 ５校

目標設定の考え方：水俣環境アカデミア、国水研、国際水銀ラボ等で研修する留学生との交流から、高校・大学へと発展させる

１校

１６０人 １４人 ７０人

目標設定の考え方：Ｈ２９年度から漸次、スロベニア・イドリア、シンガポール、台湾等でのフィールドトリップを実施していく

６人

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

０人 １０６人 １３８人 １８４人 １３２人 ７５人 １００人

目標設定の考え方：水俣環境アカデミア、国水研、国際水銀ラボ等での研修参加生徒数

６人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 目標値(令和２年度)平成26年度

161 307 475

475 447 420

SGH対象生徒数

28年度 29年度 30年度 31年度

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

０人 ８人 １５４人 １４７人

447 420

全校生徒数（人）

0SGH対象外生徒数

目標設定の考え方：水俣での外国人留学生との交流学習や講演会の講師を務める大学教員の数

26年度 27年度

331 148 0 0

32年度

582 532 492 455
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４ 水俣 ACTⅠ・ACTⅡ概要 
 

本校のＳＧＨ事業では、世界が直面する環境問題に対し、水俣で学んだというバックグラウンドを持って

提言・議論を行えるグローバルリーダーの育成を目指し、以下の取組を行っている。 
 
（１）「水俣 ACTⅠ」（アクティブ・ラーニングを通した水俣病問題や世界の環境問題の学習） 

総合的な学習の時間及び長期休業期間や週末を利用して、全学科全クラスで課題研究のテーマに関す

る取組を実施する。 
（第１学年）「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」 
（第２学年）「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」  
（第３学年）「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」  
１年生では１学期に『水俣病の教訓と日本の水銀対策（環境省環境保健部観光安全課作成）』『水俣

市産業振興戦略２０１５（水俣市産業振興戦略策定検討委員会作成）』をテキストとして活用し、水俣

病と水俣の再生への取組や水銀を取り巻く現状や対策について基本的な知識を学ぶとともに、必要な情

報を整理する力を習得することを目的として実施する。２学期以降は思考スキルの養成や次年度の研究

テーマ設定のために、シンキングツールを使ったグループ活動を実施する。また、興味のあることに関

するポスター制作や発表を通して基本的なポスターの作成方法の習得やプレゼンテーション能力の育

成を目指す。 
２年生はカテゴリーごとにグループを編成して調査研究を実施する。調査研究では、１年次の学習も

参考にして、自分の興味や関心のあるもの〔自己分析・地域・身近なこと・社会の出来事等〕から疑問

に思うことを研究テーマに設定する。テーマによって編成されたグループのメンバーで共同して調査研

究を進め、ポスターを作成し成果発表会等で成果を発信する。 
３年生はそれまでの２年間の学習内容を振り返り、本校のＳＧＨ事業で得られた能力や学びをもとに、

未来への提案（いのちの発信）をするためにレポートを作成し、持続可能な社会の実現につなげる。 
 
（２）「水俣 ACTⅡ」（水俣 ACTⅠの課題研究を踏まえた実践的・発展的学習） 

ア 水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学学生との共同研究 
本校生徒と慶應義塾大学が連携して、地域環境の改善に係るアイディアやシステムの開発を行い、

環境モニタリングを共同研究する。大学の対面講義や ICT 機器を利用した遠隔授業を受講すること

で、大学側とタイムリーな課題意識を持ち、研究開発の効果的な実践を図る。また、慶應義塾大学

が平成２５年より実施している「アジアの新出課題解決に向けたエビデンスベースドアプローチ

(EBA)大学コンソーシアム」における水俣フィールドワークでの国際交流を行う。 
平成２８年度は SDGs と水俣市の関連性について慶應義塾大学生と考察を行った。平成２９年度

から令和元年度までは身の回りの環境データをデジタルアートで表現する「環境デジタルアート」

を製作した。今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止による移動制限のため、アート作

品の製作から、Minecraft でバーチャル水俣を作る研究に変更した。 
 
 

 
 
 
 
 
 

デジタルアート作品 慶應義塾大学との遠隔講義風景  
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イ 国立水俣病総合研究センターとの連携（高校生研究助手プログラム） 
水銀に関する世界的な調査研究を行っている当センターと連携することで、地元水俣に学ぶ高校

生として公害の再発防止に向けた意識を高め、統計学を駆使して地域福祉に貢献できる人材を育成

する。また、高度な調査研究に携わることで未来を見据えたグローバルな視点からの課題解決能力

を育成するとともに、世界の取組や世界の情勢及び状況を認識することができる。 
今年度は水俣ＡＣＴⅠ第２学年「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」の１グループ

が当センター及び水俣漁業組合の支援のもと、水俣湾や水俣川の水質を調査するとともに、カキの

養殖を行った。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

水俣川のカキの生育調査 水俣湾のカキの生育調査 

 
ウ 東京大学留学生、JICA 研修生等との英語によるディスカッション 

留学生との間で、課題設定・解決方法の検討・意見交換等を英語によるディスカッションを実施

し、生徒が地元で学んだ環境問題に係る持続可能社会の実現に関する研究内容をバックボーンとし

て、積極的に英語を用いて他国の方々とコミュニケーションを図り、グローバルリーダーに必要な

主体性や表現力を育成する。 
今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、予定していた国際交流がすべて中止とな

ったため、オンラインによる意見交換等を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日越大学（ベトナム）との交流 

 
エ 持続可能な開発のための教育【ESD】の学習 

産業による環境被害を受けた経験のある地区におけるフィールドトリップを通して、環境と経済

や社会の成長バランスの考え方を学び、多様性の尊重、問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合

的なものの見方等を身につける。 
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留学生との間で、課題設定・解決方法の検討・意見交換等を英語によるディスカッションを実施

し、生徒が地元で学んだ環境問題に係る持続可能社会の実現に関する研究内容をバックボーンとし

て、積極的に英語を用いて他国の方々とコミュニケーションを図り、グローバルリーダーに必要な

主体性や表現力を育成する。 
今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、予定していた国際交流がすべて中止とな

ったため、オンラインによる意見交換等を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日越大学（ベトナム）との交流 

 
エ 持続可能な開発のための教育【ESD】の学習 

産業による環境被害を受けた経験のある地区におけるフィールドトリップを通して、環境と経済

や社会の成長バランスの考え方を学び、多様性の尊重、問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合

的なものの見方等を身につける。 
 

今年度はシンガポールにてフィールドトリップを、また２年生では台湾修学旅行を実施する予定

だったが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため中止した。海外研修の代替事業として、平

成３０年度に海外研修を実施した州立モンタナ大学とオンライン学習プログラムを企画して実施し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ 小中学校との交流事業 
近隣の小中学校と交流を行い、義務教育段階からグローバルな環境問題に目を向けられる幅広い

視点を持った人材を育成するとともに、高校生も受け手の理解力に応じた＜表現力＞を身に付け

る。 
初年度から昨年度まで水俣市内の小中学校の児童会生徒会リーダー研修において、本校生徒がフ

ァシリテーターとして参加し、研修会の企画・運営を実施したが、今年度は新型コロナウイルス感

染症の感染拡大のため中止となった。 
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５ 実績説明① 水俣ＡＣＴⅠ 
（仮説ⅰ）第１学年の「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」を通じて、水俣で起きた悲劇と

再生への取組を正確に理解することで、環境を守る大切さが学べる（能力(a)）。 
「水俣学」を通じ、歴史・文化・地域・環境・自然などの様々な視点から地元「水俣」を

学ぶことで、水俣病と、水俣の再生への取組を立体的に捉えることができるようになる。そ

の結果、一度、環境が破壊されればどれだけの悲劇を生むか、破壊された環境を回復するこ

とがどれだけ大変かを学び、身を持って、環境問題に取り組む必要性を学ぶことができる。 
また、自らが育った「環境首都水俣」の歴史・文化・地域・環境・自然の取組に関する深

い教養を身に付けることは、国際社会の中で日本人としての自覚を育むことにもつながる。 
（仮説ⅱ）第２学年の「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」を通じて、現在、日本や世界

が、経済や社会の成長を目指す狭間でどのような環境問題に直面しているかを学べる（能力

(b)）。 
現在、日本や世界が直面する環境問題について、第１学年で水俣について学んだのと同様

に、歴史・文化・地域・環境・自然などの様々な視点から学ぶことで、日本や世界の環境問

題とその取組を立体的に捉えることができるようになる。とりわけ、水銀汚染問題について

は、まさしく水俣が経験したものであるため、重点的に学ぶ。 
（仮説ⅲ）第３学年の「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」を通じて、日本の水銀研究

の成果が途上国でどのように役立っているか等の実例を学ぶことにより、環境問題に悩む国

々に貢献するための水俣からの提案能力を身に付けられる（能力(b)）。 
第１学年及び第２学年で学んだ内容を踏まえ、未来に向かって水俣から何を発信し、何を

提言できるかを、第一線にいる人の話を聞き、議論して、生徒自ら考える。 
特に、水銀については、途上国がどのような水銀汚染問題を抱えており、日本の水銀研究

の成果がその問題解決のためにどのように役立っているかについて、国立水俣病総合研究セ

ンターの外国人研究者から直接語ってもらい、議論する。そのほか、熊本県や水俣市からも

講師を呼んで、世界の水銀フリー社会実現に向け、地方自治体として現に取り組んでいるこ

とについて議論する。 
（仮説ⅳ）「水俣 ACTⅠ」の学習にアクティブ・ラーニング等を取り入れることで、論理的思考力や

科学的思考力を高め、課題設定から課題解決に至る力を養成することができる（能力(c)）。 
日々の生活の中に問題意識を持ち、その問題解決に向けてのプロセスやアプローチの方法

について、論理的思考力や科学的思考力を駆使しながら努力する態度を育成する。具体的に

は、グループによるフィールドワーク活動を基にした調査結果等の分析、研究論文の作成、

ICT 機器を使用したプレゼンテーション方法などのスキルをアクティブ・ラーニングを通し

て身に付けていく。これにより、自分の考えを自分の言葉で表現する自己表現能力を高め、

プレゼンテーションにおける効果的な言語活動及び影響を及ぼすコミュニケーション能力

（レセプティブマインド（受容する力）とアクティブサジェスチョン（能動的提言））を養

う。 
※構想調書別紙様式６より 

 
（１）各種講演会 

グローバル人材に必要な素養の把握や目的意識の高揚、また、水俣病などの環境問題についての見

分を広め、それぞれの探究活動の充実を図ることを目的として様々な専門の方をお招きして各種講演

会を実施する予定だったが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から実施を控えた。 
ア 全校生徒あるいは学年・学科・クラス単位で実施した講演会 

日 程 ①講師 ／ ②演題 対 象 内 容 

９月１６日 
（水） 

①丸本 倍美 氏（国立水俣病総

合研究センター主任研究員）  
②誰かに水銀について説明でき

ますか 

１学年 
１２７名 

○水俣病の原因物質

○水銀の種類

○水銀の特性

○天草が無かったらどうなっていたか

○水銀フリーの社会

１１月４日 
（水） 

①田中 耕太郎 氏（熊本県立大

学国際教育交流センター特任

教授）

川畑 達郎 氏（元青年海外協

力隊）

②世界が抱える課題と私たち

１学年 
１２７名 

○世界が抱える課題（地球環境問題・

感染症・人口問題・SDGs） 
○日本の開発援助（JICA 概要、取組・

プノンペン、ケニアでの取組実例） 
○日本が抱える課題と私たち（SDGs
進捗状況） 
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※校内で１会場で講演会を実施し、学

校内の別会場に Zoom を使用して同

時中継を行った。

 
イ 探究活動のグループ単位で実施した講話 

日 程 ①講師 ／ ②演題 対 象 内 容 

８月１８日 
（火） 

①農林水産省九州農政局農村振

興部農村環境課職員３名 
②わな作動通知システム製作に

ついて 

３学年 
機械科 
１５名 

○鳥獣被害対策の概要

○捕獲通知機及びトレイルカメラにつ

いて

・捕獲通知機の種類

・カメラ設置の基本

○わな通知機の製作について

・わな通知機の開発経緯と改良

・わな通知機の製作（ソフト編・ハ

ード編）

 
ウ 希望生徒が聴講した講話 

日 程 ①名称 ②会場 ③講師 ④演題 参加者 内 容 等 

１０月１６日 
（金） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③高林 秀明 氏（熊本学園大学

社会福祉学部） 
④誰もが安心して暮らせるまち

づくり －社会福祉の視点と

は？－ 

１学年８名 
２学年９名 
３学年６名 

○地域住民の生活に生じている福祉課

題（貧困、孤独死、子育て、介護等） 
○社会福祉制度やボランティア活動等

による対策の実態と課題 

１０月２１日 
（水） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③伊藤 秀一 氏（東海大学農学

部応用動物科学科） 
④動物園での研究とは？ 

１学年６名 
２学年５名 
３学年４名 

○動物園における教育・研究・種の保

存などの役割 
○新たな動物飼育 

１０月２４日 
（土） 

①市民公開講座

②水俣環境アカデミア

※オンライン

③本多 俊一 氏（UNEP 国際環

境技術センタープログラムオ

フィサー）

④SDGs スタンダード思考

２年生２名 

○現代社会を「SDGs スタンダード思

考」で捉える

○“持続可能な開発”が終わる日は来

るのか

２月 ６日 
（土） 

①市民公開講座

②自宅 ※オンライン

③都甲 潔 氏（九州大学高等研

究院特別主幹教授）

④研究者のおしごと～味覚セン

サの開発～

２年生２名 
○味の数値化

○職員の商品開発

○味覚センサ開発の経緯

 
（２）探究活動テーマ及び内容 
ア １年生は「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」をテーマと設定し、以下のようなスケジュール

でクラス単位で活動した。 
（ア）１学期…水俣病・水銀に関する基礎知識の習得および水俣市の現状と課題の把握 

『水俣病の教訓と日本の水銀対策（環境省環境保健部環境安全課作成）』をテキストとして、水俣

病と水俣の再生への取組および我が国の水銀対策について、基本的な知識を学ぶとともに、必要な情

報を整理する力を習得することを目的として実施した。また、現在の水俣市の状況や課題を把握する

ことを目的として、『水俣市産業戦略２０１５』における人口・産業・企業等に関するデータをもと

に水俣市が抱える課題等についてグループ協議を実施した。 
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（イ）２学期…思考スキル養成のための活動およびポスターの基礎習得 
前半はマインドマップ、ブレインストーミング、三角ロジックなど、探究活動に必要な思考スキル

の習得を目指してグループ活動を実施した。後半は自分の興味のあることや身近なことについてポス

ターを作成することで、ポスター作成のために必要なテンプレートや情報収集の方法を習得すること

を目的として実施した。また、作成したポスターについてグループ内でポスター発表も併せて実施し

た。 
 
（ウ）３学期…課題研究のテーマ設定 

２年次に行う課題研究のテーマを設定するために、SWOT 分析、マッピング、質問・疑問マトリク

スなどのシンキングツールを活用して、テーマの分野を検討した。 
 

日程 内 容 日程 内 容 

5/15 オリエンテーション 
年間の予定の説明 6/3 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

水俣病とは・水俣病の発生と拡大 

6/10 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
水俣病被害者の救済・環境汚染への取組 6/17 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

地域再生・教訓の継承に向けて 

7/8 

『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
水銀のマテリアルフロー 
水銀の需要削減と一次鉱出の停止 
製造プロセスにおける水銀の使用削減 

7/15 

『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
製品における水銀使用の削減 
製品等に含まれる水銀の回収・適正処理の推進 
水銀の環境への排出削減 

7/22 『水俣市産業戦略２０１５』 
現状や課題に関するグループ協議 7/29 『水俣市産業戦略２０１５』 

現状や課題に関するグループ協議 

8/26 思考スキル養成 
ジョハリの窓 9/2 思考スキル養成 

NASA ゲーム 

9/9 思考スキル養成 
マインドマップ 9/16 講演会 

「誰かに水銀について説明できますか」 

9/23 思考スキル養成 
ブレインストーミング 10/21 思考スキル養成 

三角ロジック 

11/4 講演会 
「世界が抱える課題と私たち」 11/11 オリエンテーション 

ポスター作成に向けて 

11/18 ポスター作成 
テーマ設定 12/2 ポスター作成 

レイアウト検討 

12/16 ポスター作成 
レイアウト作成 12/23 ポスター作成 

発表準備 

1/13 ポスター作成 
クラス内で発表 1/20 オリエンテーション 

テーマ設定に向けて 

1/27 テーマ設定 
自己 SWOT 分析 2/24 テーマ設定 

マッピング 

3/3 テーマ設定 
SDGs について 3/17 テーマ設定 

質問疑問マトリクス 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のための休校のため、当初の計画から予定を変更して実施した。 

 
イ ２年生は「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」のテーマのもと、１年次の学習も参考にして、

自分の興味や関心のあるもの〔自己分析・地域・身近なこと・社会の出来事等〕から疑問に思うことを

研究テーマに設定して調査研究を実施した。生徒の研究テーマは下表に記す。テーマによって、学科に

関係なくグループ（カテゴリー）を編成して調査研究を実施した。それぞれのグループは複数の学科で

４～１６名の生徒で構成されている。関連施設のフィールドワークや講話は必要な時期にグループ単位

で行った。また、工業科の一部は３年生の「課題研究」に参加して、学科・コースの特徴をいかした研

究に取り組んだ。 
 

番号 分類 テーマ

社会科学 過疎化防止の対策 

社会科学 日本と外国の災害対策 

社会科学 Spread Animal therapy 

社会科学 環境モデル都市～なぜ水俣は環境モデル都市として知られていないのか～ 
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（イ）２学期…思考スキル養成のための活動およびポスターの基礎習得 
前半はマインドマップ、ブレインストーミング、三角ロジックなど、探究活動に必要な思考スキル

の習得を目指してグループ活動を実施した。後半は自分の興味のあることや身近なことについてポス

ターを作成することで、ポスター作成のために必要なテンプレートや情報収集の方法を習得すること

を目的として実施した。また、作成したポスターについてグループ内でポスター発表も併せて実施し

た。 
 
（ウ）３学期…課題研究のテーマ設定 

２年次に行う課題研究のテーマを設定するために、SWOT 分析、マッピング、質問・疑問マトリク

スなどのシンキングツールを活用して、テーマの分野を検討した。 
 

日程 内 容 日程 内 容 

5/15 オリエンテーション 
年間の予定の説明 6/3 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

水俣病とは・水俣病の発生と拡大 

6/10 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
水俣病被害者の救済・環境汚染への取組 6/17 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

地域再生・教訓の継承に向けて 

7/8 

『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
水銀のマテリアルフロー 
水銀の需要削減と一次鉱出の停止 
製造プロセスにおける水銀の使用削減 

7/15 

『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
製品における水銀使用の削減 
製品等に含まれる水銀の回収・適正処理の推進 
水銀の環境への排出削減 

7/22 『水俣市産業戦略２０１５』 
現状や課題に関するグループ協議 7/29 『水俣市産業戦略２０１５』 

現状や課題に関するグループ協議 

8/26 思考スキル養成 
ジョハリの窓 9/2 思考スキル養成 

NASA ゲーム 

9/9 思考スキル養成 
マインドマップ 9/16 講演会 

「誰かに水銀について説明できますか」 

9/23 思考スキル養成 
ブレインストーミング 10/21 思考スキル養成 

三角ロジック 

11/4 講演会 
「世界が抱える課題と私たち」 11/11 オリエンテーション 

ポスター作成に向けて 

11/18 ポスター作成 
テーマ設定 12/2 ポスター作成 

レイアウト検討 

12/16 ポスター作成 
レイアウト作成 12/23 ポスター作成 

発表準備 

1/13 ポスター作成 
クラス内で発表 1/20 オリエンテーション 

テーマ設定に向けて 

1/27 テーマ設定 
自己 SWOT 分析 2/24 テーマ設定 

マッピング 

3/3 テーマ設定 
SDGs について 3/17 テーマ設定 

質問疑問マトリクス 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のための休校のため、当初の計画から予定を変更して実施した。 

 
イ ２年生は「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」のテーマのもと、１年次の学習も参考にして、

自分の興味や関心のあるもの〔自己分析・地域・身近なこと・社会の出来事等〕から疑問に思うことを

研究テーマに設定して調査研究を実施した。生徒の研究テーマは下表に記す。テーマによって、学科に

関係なくグループ（カテゴリー）を編成して調査研究を実施した。それぞれのグループは複数の学科で

４～１６名の生徒で構成されている。関連施設のフィールドワークや講話は必要な時期にグループ単位

で行った。また、工業科の一部は３年生の「課題研究」に参加して、学科・コースの特徴をいかした研

究に取り組んだ。 
 

番号 分類 テーマ

社会科学 過疎化防止の対策 

社会科学 日本と外国の災害対策 

社会科学 Spread Animal therapy 

社会科学 環境モデル都市～なぜ水俣は環境モデル都市として知られていないのか～ 

理学 オゾン層破壊を止める、または再生させるためにはどうすればよいか？ 

工学 5Gの利点と問題点 

工学 地球温暖化を改善するには 

工学 未来に伝える工業技術 

工学 持続可能な社会の実現 

工学 陸上競技（100m）における日本人に合った接地 

工学 機械の普及（テレビ） 

工学 地震に強い建築物と制震、免震、耐震のメカニズム 

農学 日本の食料自給率について 

保健 保育士が足りてない今 

保健 介護施設と在宅介護の違い 

保健 身近にできる地球温暖化対策 

保健 新型コロナウイルスの感染状況と各国の対策 

保健 世界を壊す COVID-19 

保健 Lifestyle-related disease 

家政 私たちにできる地域活性化 

家政 よりよい生活を送るために 

芸術 各国が行う水質汚染対策について 

芸術 カラーユニバーサルデザインと色覚異常について 

芸術 音楽で人々を元気づけることができるのか 

芸術 多文化共生・異文化理解のためのデザイン 

芸術 芸術が生み出す住みやすい町づくり 

芸術 アートで熊本を盛り上げる 

総合新領域 色と集中力の関係性 

総合新領域 マイクロプラスチックが及ぼす影響とそれを効果的に伝える方法 

総合新領域 実質 GDPで見る、新型コロナウイルスによる日本・外国経済への影響（米・中の場合） 

国水研 OYSTER PROJECT ～牡蠣養殖を通じた水俣湾漁獲量減少対策～ 

水銀 水銀の種類と症状 

水銀 水銀の処理方法と安全対策 

水銀 水俣条約が全世界に批准されない理由とは？ 

機械 さまざまなものづくり 

機械 バーベキューコンロの製作 

機械 マイコンを使ったロボット製作 

建築 技能の伝承と建築コースの取組 

電気 2030年のエネルギーミックスを考える 

 
ウ ３年生は「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」をテーマとして設定し、未来に向かって水

俣から発信、提言するために、第１学年及び第２学年のＳＧＨ事業で得られた能力や学びをもとにレポ

ートを作成した。また、工業科においては、学科の特色をいかした課題研究を行った。それぞれの学科

およびコースのテーマは以下の通りである。 
 

 学科・コース 探究の内容 

１ 普通科・商業科 「持続可能な社会実現のための研究」として、２学年までの研究の内容

をまとめてレポートを作成する。 

２ 機械科 
学科の専門性を活かし、安心安全なものづくりについて考察する。また、

低炭素社会構築のためのエネルギー消費量の機器・設備等に関わる研究

を推進する。 
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３ 電気建築システム科 
電気コース 

学科の専門性を活かし、省エネルギーの製品の開発等の研究を推進す

る。また、地球温暖化や環境破壊を食い止めるために必要な再生可能エ

ネルギーの観点から研究を推進する。 

４ 電気建築システム科 
建築コース 

学科の専門性を活かし、建築分野における循環型社会の構築の研究を推

進する。 

 
（３）アウトプット 

ア 校内ポスターセッション（中間発表） 
２年生の中間発表として、各グループの調査内容をポスターにまとめ、ポスター発表を９月２５

日（金）に実施した。昨年度までは体育館アリーナに全員が集まってポスタープレゼンテーション

を行っていたが、今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、約１０名からなるグ

ループを作り、全１２会場に分かれて実施した。 
今回の中間発表では、全員が調査内容についてプレゼンテーションをすることで、発信力の育成

につなげた。また、他グループのポスター発表に参加することで、知識の共有を図った。 
評価は図１のポスターセッション評価シートを使用して、生徒同士による評価を行った。その際

に受けた指摘や改善点等をその後の探究活動に反映させた。 
スケジュール 要 領 

１４：５０ 各教室へ移動完了 
担当職員よりポスターセッション 
の流れ等について説明 

１４：５２ ポスターセッション開始 
１５：３８ ポスターセッション終了 

まとめ 
１５：４０ 各ホームルームへ移動 

①学年を１２班にグルーピングする（約１０名） 
②各会場に作成したポスターを持参する（Ａ３用

紙で手書きあるいはＰＣで作成） 
③１ターンの時間は５分間とする。 
発表：４分 
質疑応答および評価用紙記入：１分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図１ 
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３ 電気建築システム科 
電気コース 

学科の専門性を活かし、省エネルギーの製品の開発等の研究を推進す

る。また、地球温暖化や環境破壊を食い止めるために必要な再生可能エ

ネルギーの観点から研究を推進する。 

４ 電気建築システム科 
建築コース 

学科の専門性を活かし、建築分野における循環型社会の構築の研究を推

進する。 

 
（３）アウトプット 

ア 校内ポスターセッション（中間発表） 
２年生の中間発表として、各グループの調査内容をポスターにまとめ、ポスター発表を９月２５

日（金）に実施した。昨年度までは体育館アリーナに全員が集まってポスタープレゼンテーション

を行っていたが、今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、約１０名からなるグ

ループを作り、全１２会場に分かれて実施した。 
今回の中間発表では、全員が調査内容についてプレゼンテーションをすることで、発信力の育成

につなげた。また、他グループのポスター発表に参加することで、知識の共有を図った。 
評価は図１のポスターセッション評価シートを使用して、生徒同士による評価を行った。その際

に受けた指摘や改善点等をその後の探究活動に反映させた。 
スケジュール 要 領 

１４：５０ 各教室へ移動完了 
担当職員よりポスターセッション 
の流れ等について説明 

１４：５２ ポスターセッション開始 
１５：３８ ポスターセッション終了 

まとめ 
１５：４０ 各ホームルームへ移動 

①学年を１２班にグルーピングする（約１０名） 
②各会場に作成したポスターを持参する（Ａ３用

紙で手書きあるいはＰＣで作成） 
③１ターンの時間は５分間とする。 

発表：４分 
質疑応答および評価用紙記入：１分 
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イ ３年生ＳＧＨ課題研究発表会 
２年生の発表会として、探究活動及び課題研究において継続的に行ってきた研究内容について、

クラス、学科の枠を越えて共有することにより、視野を広げ、研究内容に対する理解を深めること

を目的に実施した。 
 

発表者 テーマ 
普通科特進理系 Vacant houses in Minamata 
普通科特進文系 Effects of The Minamata Convention 
普通科 水俣湾のＤＩＮの地理的変動と魚介類の減少対策について 
商業科 世界の水銀問題 
機械科 さまざまなものづくりについて 
電気建築システム科 フィジカルコンピューティングによるプログラミング教育の実践 

 
ウ 各種発表会や交流事業におけるポスターセッション 

熊本県内および全国の発表会に参加して、調査内容をまとめ、ステージ発表やポスター発表を行

った。ただし、今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、これまで行われていた発表

会が中止、あるいはオンラインによる実施となった。 
 

発表一覧 
 内 容 発表者（発表者数） 

１ 

熊本県工業高等学校生徒研究発表会 
①日程：令和２年１１月１１日（水） 
②主催：熊本県工業高等学校長会 
③概要：熊本県内の工業科を有する高校１０校の代表者が、それぞれの研

究内容についてステージ発表を行った。 
水俣高校は「Wood Connect Project～水俣の山林から学び、活用し、

守る！地域貢献で自然と技能の伝承」をテーマに進めた研究内容を発表

し、熊本県工業連合会会長賞を受賞した。 

３年生建築コース

（８名） 

２ 

水中ロボットコンベンション In JAMSTEC 2020 ジュニア部門 
①日程：令和２年１２月５日（土）～６日（日） 
②主催：水中ロボコン in JAMSTEC ‘ 20 実行委員会 
③概要：本イベントは、自作の水中ロボットによる競技会やプレゼンテー

ションを通じて、工学的知識・技術を駆使して現実的な課題に挑む機会

を提供し、社会に向けて水中ロボット研究の楽しさと重要性をアピール

することを目的として開催された。 
水俣高校はジュニア部門※に参加し、参加６校のうち２位の成績だっ

た。 
※中学生・高校生・高専生を対象とした競技。大会１ヶ月前に提供され

た水中ロボットキットを組み立て・改造して大会に臨む。競技は水中

に沈んだ缶を制限時間内に出来るだけ多く拾った数で競う。 

３年生機械科（３名） 

３ 

熊本県スーパーハイスクール生徒研究発表会 
①日程：令和２年１２月１４日（月）～令和３年１月１５日（金） 
②主催：熊本県教育委員会 
③概要：熊本県内の SSH、SGH、SPH 研究指定校、地域との協働による

高等学校教育改革推進事業指定校、WWL コンソーシアム構築支援事業

カリキュラム開発拠点校、熊本県指定 SGLH（スーパーグローカルハイ

スクール）および各指定経験校の代表者が、各自の研究内容についてオ

ンラインによるポスター発表を行った。 
水俣高校は２年生の９テーマ、合計２７名が参加し、各グループの調

査内容をポスターにまとめ、ポスター発表を行った。 

２年生（２７名） 

４ 

２０２０年度 SGH 全国高校生フォーラム 
①日程：令和２年１２月２０日（日） 
②主催：文部科学省・国立大学法人筑波大学 
③概要：全国 SGH 指定校、WWL コンソーシアム構築事業拠点校、地域

との協働による高等学校教育改革推進事業指定校グローカル型、アソシ

エイト校の代表者が、各自の研究内容について英語でポスターセッショ

２年生（４人） 
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ンを行った。 
水俣高校からは２年生の研究内容についてオンラインによるポスタ

ー発表を行った。 

５ 

日本・インドネシア環境政策対話 
①日程：令和３年１月１３日（水） 
②主催：環境省 
③概要：令和３年１０月から１１月に予定されている水銀に関する水俣条

約第４回締約国会議（COP4）の議長国であるインドネシア環境林業省

と日本国環境省の間で、オンラインで行われたものである。 
水俣高校からは２年生の水銀や水俣条約を研究しているグループが、

自身の研究内容の発表とメッセージ発信を行った。 

２年生（５名） 

 
エ 成果発表会後の振り返り 

令和３年２月１８日（木）に実施した水俣高校ＳＧＨ成果発表会後の水俣 ACTⅠの時間において、

振り返りシート（図２）を利用してグループで作成したポスターを含めた１年間の振り返りを行っ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 
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オ 令和２年度（２０２０年度）水俣高校 SGH 成果発表会 
日程：令和３年２月１８日（木）１０：００～１３：００ 
会場：水俣高校体育館 
会次第： 
１０：００ 開会 
１０：１０【第１部】SGH 概要・取組説明 
１０：２０【第１部】活動事例・研究成果報告  

生徒による水俣 ACTⅠ（探究活動）及び ACTⅡ（外部組織との連携事業）の

取組内容についての報告 
〈水俣 ACTⅠ〉 

○３年生探究活動報告 
「空き家プロジェクト」 

○２年生探究活動報告 
「Oyster Project ～牡蠣養殖を通じた水俣湾漁獲量減少対策～」 

○機械科課題研究 
「私たちの Society5.0 ～箱罠システムの研究～」 

○建築コース課題研究 
「Wood Connect Project ～水俣の山林から学び、活用し、守る！地域貢

献で自然と技能の伝承～」 
〈水俣 ACTⅡ〉 

○海外研修報告（州立モンタナ大学オンライン学習プログラム報告） 
１２：００【第２部】ポスターセッション 

探究テーマに基づく、２年生によるポスターセッション 
テーマは p.31 参照 

１２：５０ 講評 古賀 実 氏（水俣環境アカデミア所長） 
閉会 

１４：３０ アンケート 
 

感染症対策として、外部からの参加者を三者協定締結先（水俣環境アカデミア・国立水俣病総合

研究センター）のみに限定して開催した。成果発表会の様子はステージ発表のみオンラインで配信

した。ポスターセッションについては、１教室に３種類のポスターを掲示して（図３）、聴講する

生徒はあらかじめ参加する会場を指定して、それぞれの会場内のポスターセッションすべてに参加

するなど感染症対策を行って実施した。 
 

ポスターセッション会場のイメージ 

 
図３ 
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６ 実績説明② 水俣ＡＣＴⅡ 
（仮説ⅴ）水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との高大連携（共同研究）・国立水俣病総合研

究センターとの連携（高校生研究助手、水銀研究フォーラム、フューチャーセッション）・

持続可能な開発のための教育【ESD】の学習（シンガポール視察・スロベニア交流・モンタ

ナ大学による遠隔授業）等を通して、地域課題の解決に貢献する研究活動の促進や教育活動

の充実、知的好奇心の喚起、専門的知識・技術の早期取得、そして専門的知識を有する人材

の育成ができる。（能力(a)(b)） 
（仮説ⅵ）英語の授業でディスカッションやディベートの技術を学んだり、台湾修学旅行を利用した

国際交流や東京大学大学院留学生及びスロベニアの高校生等、様々なバックグラウンドを持

った多くの国籍の方と英語を用いてディスカッションやディベートを行う基礎を養成するこ

とができる（能力(c)）。 
また、国際社会の中で、自らの意見を論理的に堂々と述べることができるコミュニケーシ

ョン能力、語学力を育成する。 
※構想調書別紙様式６より 

 
（１）水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との共同研究 

目 的： 平成２７年度から実施している慶應義塾大学との協同研究事業を継続し、その研究内容を

母体として慶應義塾大学の大学生および慶應義塾大学が交流しているASEANの大学生と「ア

ジアの新出課題解決に向けたエビデンスベースドアプローチ(EBA)大学コンソーシアム」にお

ける水俣フィールドワークで、交流学習（ワークショップ）を実施する。一連の活動を通し

て、地域課題の解決に貢献する研究活動の促進や教育活動の充実、知的好奇心の喚起、専門

的知識・技術の早期取得、そして専門的知識を有する人材の育成をはかる。

日 時： 第１回遠隔講義 …令和２年１２月 ８日（火）１６：３０～１８：００

第２回遠隔講義 …令和３年 １月２６日（火）１６：３０～１８：００

夏季ワークショップ…新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止

冬季ワークショップ…新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止

実施場所： 遠隔講義…水俣環境アカデミア・本校

内 容： 昨年度までは、遠隔通信装置を用いて実施した遠隔講義において、環境モニタリングセン

サ（水温、水質、気温、大気汚染等の測定）の開発等を共同で行うために、基礎的な知識を

学ぶとともに、モニタリングの対象設定や活用方法について大学生と協議を重ねてきた。そ

の過程で、モニタリングの結果の表現方法にアートを取り入れ、「デジタルアート」で地域活

性化をはかることをゴールと設定して、遠隔講義では測定対象のデータ、表現方法、設置場

所等について具体的に議論し、ワークショップでのアート作品完成を目指した。

今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、デジタルアート作品を製作するワ

ークショップを開催できなくなったため、これまでの内容から変更し、「Minecraft で｛理想

の、未来の、学べる、遊べる｝水俣を作るプロジェクト」を行うこととした。

参 加 者： 第１回遠隔講義…本校生徒３６名

２年生１８名 普通１１、機械５、電気２

１年生１８名 普通９、機械９

実施詳細： 第１回遠隔講義

プロジェクトの概要・目的についてコンセンサスをはかる。

○水俣を作る手順

①Cities Heightfield from GSI を用いて起伏のデータを取得し、png で保存する。 
②World Painter で水俣の地形を読み込み、World を出力する。 

○目的 
本校生徒にとって…未来を考える癖をつける。情報技術を学ぶ。 
慶應義塾大学学生にとって…研究テーマを探索する。水俣の街を知る。情報技術を

学ぶ。 
水俣市民にとって…水俣の未来について考える機会にする。若手を育成する。 

○スケジュール 
①目的・Minecraft 解説 
②将来の水俣を想像しよう 
③Minecraft で学ぶ情報技術 

○具体的な進め方 
リーダー：進捗管理、全体管理、広報計画を行う。 
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目的遂行班：表裏の目的を達成するための計画をつくり、ワークショップの進め方

やファシリテートなどを行う。 
技術班：効率的なオブジェクトの作り方指南、サーバ構築運用などを行う。 
調査・作業・渉外班：水俣について調べ、どのようなオブジェクトを作成すればよ

いかなどを検討し、エキストラ的なオブジェクトを作成する。地元の人との調整も

行う。 
第２回遠隔講義 

Minecraft で製作するものを共有 
○本校生徒による作りたい物に関するプレゼンテーション 

何を作りたいか…水俣高校校舎・エコパーク水俣・水俣駅・ショッピングセンター

・湯の児・湯の鶴 
どんな町を作りたいか…現在の水俣を忠実に再現・理想の水俣・過去の水俣 

○２グループに分かれて製作・緯度経度の計算 
２年生…エコパーク １年生…水俣駅  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水俣湾 湯の児島 
 

成 果： 本事業は「内容」の項目に記述したとおり、今年度に入って急遽変更したものである。本

校生徒は原則として２回とも同じ生徒が事業に取り組んだ。来年度までかけて作成する予定

であるため、当初の目的の達成度合いについては今後の可能性も含めて以下のように捉えて

いる。

○地域課題の解決に貢献する研究活動の促進や教育活動の充実…水俣の町を Minecraft で
作ることで、商業施設や教育機関、交通機関など町の構造上の課題を把握する機会が得

られる。また、水俣市の地図から作成することで、地理的な知識の向上にもつながる。

○知的好奇心の喚起…それまでは趣味や娯楽の一つとして Minecraft をやっていた生徒も

含めて、今回のように大学生と協力して仮想空間に町をつくる企画に非常に多くの生徒

が興味を示した。大学生とまちづくりすることで、技術分野に関する知的好奇心の喚起

につなげることができた。

○専門的知識・技術の早期取得…Minecraft によるまちづくりのポイントは以下の２つと

考える。 
①Minecraft の特徴であるプログラミング的思考、空間把握能力、などを得ることがで

きる。

②マルチプレイであるため、仲間と完成形のイメージの共有が必要であることから、協

調性やコミュニケーション能力の向上につながる。

○専門的知識を有する人材の育成…上述のとおり。

遠隔講義の様子
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考える。 
①Minecraft の特徴であるプログラミング的思考、空間把握能力、などを得ることがで

きる。

②マルチプレイであるため、仲間と完成形のイメージの共有が必要であることから、協

調性やコミュニケーション能力の向上につながる。

○専門的知識を有する人材の育成…上述のとおり。

遠隔講義の様子

 
 

（２）国立水俣病総合研究センターとの連携事業 
目 的： 水銀に関する世界的な調査研究を行っている環境省「国立水俣病総合研究センター」と連

携し、当センターで行われている「水俣病とその原因となったメチル水銀に関する総合的な

調査・研究、情報の収集・整理、研究成果や情報の提供」に高校生研究助手として参加する

ことで、地元水俣に学ぶ高校生として公害の再発防止に向けた意識を高める。さらに、調査

研究の方法や国内外の公害の再発防止に向けての提言、被害地域の福祉に貢献できる人材の

育成を行う。また、当センター主催の NIMD フォーラムでの調査研究の発表を通して、プレ

ゼンテーション能力や未来を見据えたグローバルな視点からの課題解決能力の育成ととも

に、世界の取組や世界の情勢及び状況を認識する。 
内 容： 水俣 ACTⅠの２年生探究活動において、平成２９年度から水俣湾および八代海の現状につ

いて、当センターと共同で水質の調査研究を行い、課題の究明、解決策を考えてきた。令和

元年度の調査において、水俣川の栄養塩が海と比較して多いことが分かったため、水俣漁業

協同組合とも協力して、水俣川で牡蠣の養殖を始めた。今年度は引き続き、水俣川における

牡蠣の生育調査を実施した。 
研究過程： 

１学期…これまでの研究内容について、グループ顧問による講話を通して把握。 
今年度の研究内容および方針の検討。 
令和元年度にセッティングした水俣川・丸島湾・袋湾の牡蠣の生育調査およびデータ分析。 

夏休み…令和２年度７月豪雨災害により、水俣川の牡蠣が全滅したため、再度養殖場の設置。なお、

水俣川には、丸島湾・袋湾で生育してきた牡蠣の一部を水俣川に移設。 
２学期…水俣川・丸島湾・袋湾の牡蠣の生育調査およびデータ分析。 

収集データの整理および現状の考察。 
校内中間発表にて現状報告。 

３学期…今年度生育してきた牡蠣の最終調査。 
本校 SGH 成果発表会にて報告。 
来年度のための牡蠣生育準備 

成 果： 昨年度末から継続して牡蠣の生育、および地域のブランディングについて検討してきた。

令和２年度７月豪雨災害のため、水俣川で生育してきた牡蠣がすべて流されるアクシデント

もあったが、当センターおよび水俣漁業協同組合の協力により、通年で牡蠣の生育データお

よび海水中栄養塩のデータ分析を行うことができた。この活動により、データの取り扱い方

や統計学の基礎の学習につながった。また、研究内容について高校生の視点で、発表資料を

作成し本校の SGH 成果発表会や熊本県スーパーハイスクール生徒研究発表会等で発表する

ことで、プレゼンテーション能力の向上につながったとともに、研究内容の普及に努めた。 
 
 

丸島港の牡蠣生育調査の様子 
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水俣川の牡蠣生育調査の様子

牡蠣質量調査
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牡蠣質量調査

 
 

（３）留学生、研修生等との英語によるディスカッション 
ア 日越大学×水俣高校「オンラインワークショップ」 

目 的： 水俣環境アカデミアの協定締結先の日越大学学生との環境をテーマとしたオンラインに

よる交流を通して、積極的にコミュニケーションを図り、グローバルリーダーに必要な主

体性や表現力を育成する。また、異文化ならびに多様性の尊重や多面的で総合的なものの

見方を身につける。

日 時： 第１回…令和２年１１月 ６日（金）１２：３０～１３：４０

第２回…令和２年１２月２５日（金）１３：３０～１４：３０

第３回…令和３年 ２月 １日（月）１５：００～１６：３０

実施場所： 本校および水俣環境アカデミア

内 容： 本校生徒および水俣環境アカデミア職員と、ベトナムの日越大学(Vietnam Japan 
University)の学生および職員の双方からそれぞれプレゼンテーションを英語で行い、質疑

応答や意見交換を行った。なお、それぞれのテーマは以下のとおり。

第１回…水俣市の環境政策や水俣病からの復興の歴史、水俣高校の取組等

第２回…ベトナムおよび日越大学の紹介

第３回…ベトナムの正月の紹介

参 加 者： 本校生徒２年生６名 普通６

日越大学学生および大学院生１０名

水俣環境アカデミア職員４名

実施詳細： 第１回

水俣からのプレゼンテーション

①発表者…水俣環境アカデミア所長 古賀 実 氏

内容 …環境問題に関する紹介・説明（水俣の歴史、水俣病、環境問題への取組

など）

②発表者…水俣高校２年生

内容 …高校紹介・高校による環境美化活動・ＳＧＨ活動等

第２回

日越大学からのプレゼンテーション

①発表者…日越大学職員（JICA 職員）

内容 …ベトナムのハノイ現状・日越関係の歴史・ベトナムの文化・日越大学プ

ロジェクト
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第３回

日越大学からのプレゼンテーション

①発表者…日越大学学生

内容 …ベトナムの正月（Tet）について概要・衣食・活動・祭事・禁止事項等

成 果： 新型コロナウイルス感染症拡大のため、予定していた国際交流がすべて中止となった中

で、オンラインではあったが今年度実施できた国際交流である。日越大学は日越共同声明

を基に２０１６年に開学した大学であり、水俣環境アカデミアが主催した昨年のさくらサ

イエンス事業にも参加しており、交流実績がある。そのような経緯もあり、今回のワーク

ショップを実施することができた。

本ワークショップでは、オンラインだったこともあり、最初は本校生徒も緊張した様子

だったが、プレゼンテーションを終えた後の質疑応答では、日本語も交えながら水俣・ベ

トナムのゴミ問題や環境意識の違いなどについて意見交換をする場面も見られ、当初の目

的を一部達成することができた。また、第２回・第３回のワークショップではベトナムの

文化についても紹介されたこともあり、海外への意識向上にもつなげることができた。今

回のオンラインワークショップを契機に、水俣環境アカデミアと交流のある他の大学との

オンライン交流の実施を検討していく予定である。

イ Hello World Café 
目 的： ALT や英語科職員とのランチミーティングを通して、積極的に英語を用いてコミュニケ

ーションを図り、グローバルリーダーに必要な主体性や表現力を育成する。また、異文化

理解ならびに多様性の尊重や多面的で総合的なものの見方を身につける。

日 時： 第１回…令和２年 ９月 ４日（金）１２：５０～１３：３０

第２回…令和２年１１月１３日（金）１２：５０～１３：３０

第３回…令和２年１２月１５日（火）１２：５０～１３：３０

第４回…令和３年 ２月 ２日（火）１２：５０～１３：３０

実施場所： 本校
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オンライン交流の実施を検討していく予定である。

イ Hello World Café 
目 的： ALT や英語科職員とのランチミーティングを通して、積極的に英語を用いてコミュニケ

ーションを図り、グローバルリーダーに必要な主体性や表現力を育成する。また、異文化

理解ならびに多様性の尊重や多面的で総合的なものの見方を身につける。

日 時： 第１回…令和２年 ９月 ４日（金）１２：５０～１３：３０
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内 容： 本校の ALT や英語科職員による英語を使用したランチミーティングを企画し、実践的な

英語を使用する場を設定した。海外文化の鑑賞、アメリカでの新型コロナウイルス感染症

による影響の実態、即興型ディベートなど、毎回異なるテーマを設定して、一緒に昼食を

とりながら英語を使用したコミュニケーションを行った。

参 加 者： 第１回…２年生６名 普通 １年生８名 普通

第２回…２年生４名 普通 １年生９名 普通４、機械５

第３回…１年生１２名 普通８、機械４

第４回…１年生８名 普通

実施詳細： 第１回
Watching an English Animation 
アメリカで製作されたアニメーシ 
ョン『AVATAR The Last Airbender』 
の第１話を英語で鑑賞し、ALT と 
あらすじの確認や感想の共有など 
を英語で行った。

第２回 
How is the Covid-19 situation in  
America? 

新型コロナウイルス感染症の症例 
やアメリカにおける影響等につい 
て、ALT よりプレゼンテーション 
があり、その後感想等を英語で共 
有した。なお、この回は ALT が帰 
国したため、アメリカとオンライ 
ンで実施した。

第３回 
Let’s experience the difference in  
music culture 

ALT の出身国であるトリニダード 
・トバゴ共和国の伝統的な音楽を 
紹介する動画を鑑賞し、感想等を 
英語で共有した。その後、ALT に 
紹介したい日本の音楽を英語で紹 
介した。

第４回 
Let’s experience Parliamentary  
Debate 

英語科職員による即興型ディベー 
トの概要について簡単な講義を受 
けた後、テーマ“We should abolish  
school uniforms.”についてグルー 
プごとにディベートを実践した。

 
成 果： 本企画も新型コロナウイルス感染症拡大のため、予定していた国際交流がすべて中止と

なった中で実施したものである。毎回４０分程度の活動時間ではあったが、テーマが海外

の文化から、新型コロナウイルス感染症関連のもの、ディベートなど多岐に渡るものであ

り、実践的な英語を使用することができた。特に第２回のテーマは感染症に関するもので

あったため、現在使用されている英語を学ぶことができる機会となった。テーマ設定に伴

い、家庭科や保健など他教科における学びをランチミーティングで活用することができた。 
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（４）持続可能な開発のための教育【ESD】の学習 
州立モンタナ大学オンライン学習プログラム 

目 的： ①熊本県の姉妹提携州であるモンタナ州の州立モンタナ大学教員や大学生とのオンライ

ンプログラムを通して、環境課題およびその対策等を学習し、各自の探究活動へ反映

させる。 
②当該大学教員や大学生と英語による協議を通して、多様な考え方を知るとともに、英

語をツールとしたプレゼンテーションスキルなどを含むコミュニケーション能力の向

上を図る。 
③オンラインプログラムの受講を通して、今後使用機会が増えると考えられるオンライ

ン教育に必要な技術等を身につける。 
日 時：令和２年１２月１２日（土）、１９日（土） 計６日間 

令和３年 １月１６日（土）、２３日（土）、３０日（土） すべて午前９時～午後０時 
令和３年 ２月 ６日（土） （３時間） 

概 要：Zoom を使用し、州立モンタナ大学附属語学学校（English Language Institute）の講師や大

学生ボランティアによるオンライン語学研修や異文化体験を以下のとおり行う。 
①環境学に関する講義：当該大学の学部教員等による、環境や水質問題等の地域課題等

に関する講義を行う。また、それに必要な語彙を学ぶ。 
②同大学学生とのワークショップ：大学職員および大学生が Conversation partner とな

り、英語で意見交換を行う。 
③ビジネスや教育に必要なテクノロジーの学習：教育やビジネスで活用できる通信技術

について学ぶ。 
④研修最終日には学んだことをプレゼンテーションする機会を設ける。

参 加 者：２年生４名[普通４] １年生６名[普通６] 
研修内容：  

１２月 ８日（火）研修前オリエンテーション 
州立モンタナ大学附属語学学校の講師による研修に必要なオンラインスキルや同大学のサイ

トの使用方法に関する説明 
①Zoom の使用法 

 

②専用サイトの使用法 

 
③事前課題について 

 

 

 
 

１２月１２日（土）第１回目 
自己紹介・課題確認・Clark Fork River についての学習（州立モンタナ大学教授）・大学生ボ

ランティアとの Breakout Conversation 
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①自己紹介 

 

②事前課題の確認 

 
③Clark Fork River について 

 

 

 
※Clark Fork River：モンタナ州に流れる川。同州の鉱山町だった Butte から流れる重金属

を含んだ水により汚染されていた。 
 

１２月１９日（土）第２回目 
Final Presentation に向けた注意事項の確認・Podcasts の使い方・苦海浄土（石牟礼道子 著）

に関する講義（州立モンタナ大学教授）・大学生ボランティアとの Breakout Conversation 
①Final Presentation に向けて 

 

②Podcasts の使い方 

 
③苦海浄土に関する講義 

 

④Breakout Conversation 

 
※苦海浄土：石牟礼道子による文学作品。水俣病の実態を被害者からの証言をもとに描い

ている。 
 

１月１６日（土）第３回目 
Libby についての講義・Final Presentation のための準備・大学生ボランティアとの Breakout 
Conversation 
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①Libby についての講義 

 

 

 
②Final Presentation のための準備 

 

 

 
※Libby：モンタナ州内の町。バーミキュライトの採掘等で栄えたが、アスベストへの曝露

等から住民の健康被害が起きた。 
 

１月２３日（土）第４回目 
Anthropocene（アントロポセン・人新世）、Geologic Time についての講義・Final Presentation
のための準備・大学生ボランティアとの Breakout Conversation 
①Anthropocene についての講義 

 

 

 
Geologic Time についての講義 

 

 

 
②Final Presentation のための準備 

 

 

 
※Libby：地質時代（年代）区分のうち、最も新しい時代である「完新世（Holocene）」（1
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※Libby：モンタナ州内の町。バーミキュライトの採掘等で栄えたが、アスベストへの曝露

等から住民の健康被害が起きた。 
 

１月２３日（土）第４回目 
Anthropocene（アントロポセン・人新世）、Geologic Time についての講義・Final Presentation
のための準備・大学生ボランティアとの Breakout Conversation 
①Anthropocene についての講義 

 

 

 
Geologic Time についての講義 

 

 

 
②Final Presentation のための準備 

 

 

 
※Libby：地質時代（年代）区分のうち、最も新しい時代である「完新世（Holocene）」（1

 
 

万 1700 万年前～現代）から、人類による地球環境への影響が顕著になった近年だけを

切り離そうと提案されている新区分名。 （EIC ネットより） 
 

１月３０日（土）第５回目 
Glacier National Park についての講義・Climate Change についての講義・Final Presentation
のための準備・大学生ボランティアとの Breakout Conversation 
①Glacier National Park についての講義 

 

 

 
②Climate Change についての講義 

 

 

 
※Glacier National Park：モンタナ州北部にある国立公園。公園内にある氷河が地球温暖化

の影響で消失している。 
 

２月６日（土）第６回目 
Final Presentation（アメリカの環境被害地区に関するリサーチ結果のプレゼンテーション）

・大学生ボランティアとの Breakout Conversation 
 

プレゼンテーション内容（質疑応答含め、各ペア 25 分） 
 被害地区 プレゼン資料作成時の参照サイト 

ペア① Silverbow Creek / Butte Area 
●Health Hazards from Mining in Butte 
●Butte Tries to Restore Toxic Creek 
●Geese Die after Landing on Berkeley Pit 

ペア② Cuyahoga River 
●The Cuyahoga River Fire 
●Pollution in Cuyahoga River 
●The Cuyahoga River Today 

ペア③ Love Canal 

●The Love Canal Tragedy 
●Love Canal: A Brief History 
●Love Canal Chemicals Still Making People 

Sick 

ペア④ Flint Water Crisis 
●The Flint Water Crisis 
●Poison Water in Flint 
●The Science of Flint’s Water Crisis 

ペア⑤ Picher Lead Contamination 
●Picher Disaster 
●The Most Toxic City in America 
●Picher Ghost Town 

 
プレゼンテーション評価基準 
①The students start with a creative hook to get the audience’s attention. 
②The students provide background information on the topic (when and where the disaster 

happened). 
③The students clearly explain the causes/effects of the disaster and provide important 
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supporting details. Students also include information on what people in the U.S. think about 
this disaster (based on interviews with conversation partners), and provide information on 
how this disaster compares to/contrasts with the disaster in Minamata. 

④The students conclude the presentation by summarizing the main points, and offering a 
memorable final thought. 

⑤The presentation is between 8-10 minutes long, and take equal turns speaking. 
⑥The students include the websites where they got information. 
⑦The slides contain only key information, and the students explain details either from 

memory, or from a notecard - students do not read while they are presenting. Slides 
contain large, legible font and sharp images.  Images used are relevant and are explained 
in presentation. Slides have been proofread for spelling/grammar errors. 

⑧Students’ pronunciation is clear and volume is appropriate.  Pronunciation/volume does 
not interfere with the audience’s ability to understand what is being said. 
 

 
 

成 果： 本事業は１・２年生の希望生徒を対象に実施予定だった海外研修（シンガポール）の代

替研修である。当初は現地研修により、環境と経済や社会のバランスの考え方や地域活性

化のための政策の学習、多面的かつ総合的なものの見方の習得、英語をツールとしたコミ

ュニケーション能力の向上などを目的としていた。新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り海外研修は中止となったが、同程度の成果を得るために今回のオンラインによる学習プ

ログラムを企画した。 
１日３時間×６日間のプログラムの主な特徴は以下のとおりである。 
①Zoom を使用した州立モンタナ大学職員および学生とのオールイングリッシュによる

学習プログラム 
②語学学習ではなく、本校のテーマに沿った環境問題に関する講義（河川の重金属汚染

・水俣病を主題とした日本の文学作品『苦海浄土』の鑑賞・産業優先の構造下で起き

た鉱山に起因する健康被害・アントロポセン・気候変動）。 
③次回の講義テーマに関する課題（リスニング・リーディング） 
④毎回１時間程度の Conversation Program（本校１名につき、大学職員および大学生１

～３名との意見交換）。 
⑤アメリカの環境被害地区についてペアでリサーチ、およびその内容をまとめて最終日

にプレゼンテーション。 
 

本プログラムを通して、本校が設定している「水俣高校ＳＧＨ事業で高めたい２５の力」

のうち、以下の能力の向上につながった。 
・世界の環境に関する課題や環境問題について原因が分かる。 
・国外で起こっている環境問題がどのように日本とつながっているか理解できる。 
・調査などから得られたデータを基に現状や課題を把握できる。 
・チームでの協働作業を通じ、ひとつのものを作り上げることができる。 
・必要な情報を収集・整理して、課題解決に活用することができる。 
・自分の考えを明確に伝えるために英語を効果的に使用することができる。 
・プレゼンテーション等の発信のための技術を学び、ツールを適切に使用できる。 
また、学校としても今回のオンライン学習プログラムの実施を通して、同様のプログラ

ムを今後も継続して実施するためのノウハウを習得することができた。
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⑤アメリカの環境被害地区についてペアでリサーチ、およびその内容をまとめて最終日

にプレゼンテーション。 
 

本プログラムを通して、本校が設定している「水俣高校ＳＧＨ事業で高めたい２５の力」

のうち、以下の能力の向上につながった。 
・世界の環境に関する課題や環境問題について原因が分かる。 
・国外で起こっている環境問題がどのように日本とつながっているか理解できる。 
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（５）その他

ア SDGs ワークショップ

目 的： ①実際の産業界等の知識や技術・技能にふれることによって学習意欲を喚起する。

②主体的に進路決定のできる能力や、働くことに対する正しい勤労観や職業観を育成す

る。

③違う世代の人たちとのコミュニケーション能力の向上を図る。

④自主的に行動する実践力を身につける。

⑤進路選択への意識を高める。

日 時： 令和２年８月１８日（火）１０：００～１４：３５

実施場所： 水俣環境アカデミア

参 加 者： 本校生徒２年生２７名 普通科

内 容： 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、「水俣 ACTⅡ」における各種事業が中止となっ

たため、代替事業の１つとして三者協定先の水俣環境アカデミアと SDGs に関するワーク

ショップを実施した。 
「水俣 ACTⅠ」で取り組んでいる課題研究のテーマに関する SDGs を事前に考えておき、

当日はそれをもとにグループワークを行った。グループ協議で出された意見やアイディア

をポスターにまとめ、全体の前で発表を行った。 
実施詳細： １０：００ 開会 

講義「SDGs を学ぼう２０２０」古賀 実 氏（水俣環境アカデミア所長） 
・SDGs の基本的な事項と最新の動向 
・各ゴールに関連する水俣市の取組 

１１：１０ グループワーク 
①各自作成した事前準備ワークシートをグループ内で発表する。 
②グループ内でⅰからⅳについて話し合う。 

ⅰ SDGs１７ゴールのうち、グループで取組むゴールを決める 
 ただし、複数のゴールを選んでも可 

ⅱ 選んだゴールについて、なぜそのゴールを選んだのか、身の回りや

地域でどのような課題があるか 
ⅲ 自分たちでできること、取組や解決策 
ⅳ SDGs を達成するための行動宣言（これから生活する上でのアイ

ディア、行動） 
③ⅰからⅳをまとめ、発表用ポスターを作成する。 
④発表練習 

１３：３０ 発表（質疑応答、講評） 
グループごとにポスター発表を行う。 

１４：３０ 総評 古賀 実 氏（水俣環境アカデミア所長） 
参考資料： 事前ワークシート 

 
 水俣高校ＳＧＨ夏季事業ワークシート

「ＳＤＧｓを自分事にする」 クラス（　　　　　　）　　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　水俣ＡＣＴⅠ（総探）で自分が取り組んでいるテーマ

２　テーマに関係するキーワード

６　ＳＤＧｓを達成するための行動宣言
　　（これから生活する上でのアイディア、行動を考える）

５　自分たちにできること、取り組みや解決策は？または、水俣市が政策で取り組んできたことは？

３　ＳＤＧｓ１７ゴールのうち、自分のテーマ（キーワード）に関連しているゴールは？

４　３で選んだゴールについて、身の回りや地域でどのような課題があるか？
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成 果： 本事業は「内容」の項目にも書いたとおり、「水俣 ACTⅡ」の様々な事業が中止となっ

たため、慶應義塾大学とのワークショップや国際交流事業で取り扱う予定だった、SDGs
と地域課題に関する事業で得られる成果を補うために企画した新規事業である。６月から

学校再開後にスタートした「水俣 ACTⅠ」（総合的な探究の時間）で進めている課題研究

に反映できること、ディスカッションやプレゼンテーションを取り入れ、他者と自身の考

えを比較できる機会を設定すること、そして新型コロナウイルス感染症対策を考慮したワ

ークショップにすること、等について水俣環境アカデミアと本校で協議を重ねて実現でき

たものである。また、本事業を本校普通科のインターンシップとして代替した事業でもあ

る。 
成果としては、以下の点が挙げられる。 
①事前学習で各自の課題研究内容を SDGs の観点で振り返ることで、多面的に物事を

考えるきっかけとなった。また、テーマと関連する SDGs のゴールから地域課題を

検討することで、地域への関心・興味を向上させることができた。 
②SDGs 講話の聴講することで、地域や世界の課題に関する関心の向上、専門的知識

の獲得、また、学習意欲の向上などにつながった。 
③グループワークを通して、解決に向けた過程を協働して考えたり作業するができた。

また、ディスカッションを通して、傾聴力やコミュニケーション能力の向上につな

がった。 
④ポスター発表を通して、考えや意見を分かりやすく他者に伝える力の向上につなが

った。 

講義「SDGs を学ぼう２０２０」

グループ協議

ポスター作成 ポスター発表
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イ 「水銀に関する水俣条約」関連事業

平成２９年８月１６日（水）に「水銀に関する水俣条約」（以下、水俣条約）が発効された。これ

を機会に、水銀対策先進国の立場を生かして、条約の実施に貢献するとともに国内対策を一層推進す

るため、環境省主催で水俣及び日本から世界に向けてメッセージを発信するとともに、世界からの声

を水俣に届けることを目的に、平成２９年に本校生徒が水俣条約親善大使「MOYAI アンバサダー」と

して任命され、締約国会議第１回会合（COP１）に派遣された。今年度も同様に水俣条約に関連して、

水銀処理施設や水俣条約事務局への WEB インタビューや「日本・インドネシア環境政策対話」など

実施された事業について以下に記す。

（ア）「水俣 Ⅰ」における課題研究のサポート

内 容： 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、予定されていた国内の水銀処理施設でのフィー

ルドワークが中止となったため、当該施設および国際機構に WEB インタビューなどを行

い、生徒が取り組んでいる課題研究に反映した。 
連 携 先： ①野村興産株式会社イトムカ鉱業所（国内唯一の水銀リサイクル企業） 

令和２年１０月１６日（金）に実施。 
鉱業所の概要説明・事業紹介ビデオ鑑賞・担当者との質疑応答（処理方法や保管技術

・水銀埋め立ての実情等） 
②UNEP 水俣条約事務局 
令和２年１１月６日（金）に実施。 
担当者との質疑応答（水銀の処理方法・海外における水俣病と同様の症例の有無・条

約の署名から批准までのプロセスまたかかった時間・条約に批准しない国の理由・水

俣条約と同様の使用を規制する条約の有無等） 
③国立水俣病総合研究センター 
令和２年１１月に実施。 
「水銀の種類と症状」について当センター職員との質疑応答（有機水銀および無機水

銀による症状の違い・世界各地の水銀被害等） 

野村興産へのインタビュー 水俣条約事務局へのインタビュー

 
（イ）「日本・インドネシア環境政策対話」への参加

内 容： 日本国環境省は、インドネシアの環境政策の発展に貢献するため様々な分野で協力活動

を実施している。「日本・インドネシア環境政策対話」は、日本国環境省とインドネシア

環境林業省の間で交換された環境協力に関する覚書に基づき行われてきた。また、インド

ネシアは、令和３年１０月～１１月に「水銀に関する水俣条約」第４回締約国会議（COP4）
の議長国となるなど、水俣条約の実施を積極的に推し進めている。そこで、今回の環境政

策対話（オンライン）において、水俣の地から本校生徒が水銀研究の取組を発表すると同

時に世界へ向けたメッセージを発信した。なお、研究内容については日本・インドネシア

環境ウィーク開催期間（令和２年１月１２日（火）～１月１９日（金））限定で動画デー

タを公開した。

日 時：令和３年１月１３日（水）
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７ 研究成果の普及 
生徒や職員による本校ＳＧＨ事業の取組概要や研究内容について以下の通り各種交流事業での発表や

コンテスト等への応募を通して、普及に努めた。 
（１）生徒による発表 

令和２年１１月６日（金）日越大学×水俣高校「オンラインワークショップ」 
オンラインワークショップに参加した日越大学（ベトナム）の学生１０名を対

象に、本校２年生が水俣高校の概要、SGH 事業の取組概要、水俣高校の環境美化

活動について発表した。 
令和２年１１月１１日（水）熊本県工業高等学校生徒研究発表会 

発表会に参加した熊本県内の高校生および引率職員約３００名を対象に、３年

生電気建築システム科建築コース生徒８名が研究内容「WOOD CONNECT 
PROJECT ～水俣の山林から学び、活用し、守る！地域貢献で自然と技能の伝承

～」を発表し、熊本県工業連合会会長賞を受賞した。 
令和２年１１月 専門高校生徒の研究文・作文コンクール熊本県大会 

３年生電気建築システム科建築コースによる課題研究「WOOD CONNECT  
PROJECT ～水俣の山林から学び、活用し、守る！地域貢献で自然と技能の伝承

～」が優秀賞を受賞した。なお、全国大会では佳作を受賞した。 
令和２年１２月５日（土）水中ロボットコンベンション In JAMSTEC 2020 ジュニア部門 

ジュニア部門に参加した３年生機械科生徒３名が全国の参加６校の中高生と技

術を競い、準優勝した。 
令和２年１２月１８日（金）栃木県立佐野高等学校との合同中間発表会 ※オンライン 

SGH３期校である佐野高校とそれぞれの研究内容についてオンラインで中間発

表を実施した。本校からは２年生の３組がポスター発表を行った。 
令和２年１２月２０日（日）２０２０年度 SGH 全国高校生フォーラム ※オンライン 

フォーラムに参加した全国SGH指定校、WWLコンソーシアム構築事業拠点校、

地域との協働による高等学校教育改革推進事業指定校グローカル型、アソシエイ

ト校の生徒を対象に、２年生４名がポスター発表で参加した。 
令和２年１２月～令和３年１月 熊本県スーパーハイスクール生徒研究発表会 ※オンライン 

熊本県の SGH 指定校、SSH 指定校、SPH 指定校、地域との協働による高等学

校改革推進事業指定校、スーパーグローカルハイスクール（熊本県指定）指定校

および各指定経験校を中心とした合同研究発表会が県教委主催で開催された。発

表はポスター発表の様子を動画で撮影したものを指定のホームページにアップロ

ードして、県内の高校生および関係者が閲覧した。本校からは２年生９グループ

が参加した。 
令和３年１月１３日（水）日本・インドネシア環境政策対話 ※オンライン 

日本国環境省およびインドネシア環境林業省の間で行われた環境政策対話の中

で、本校２年生で水銀および水俣条約を研究する６名が研究内容およびメッセー

ジを発信した。 
令和３年２月１８日（木）令和２年度（２０２０年度）水俣高校 SGH 成果発表会 

職員から水俣高校 SGH 事業の概要および取組説明、水俣 ACTⅠの探究活動に

ついて４グループによる研究成果の発表、水俣 ACTⅡの活動の中から１グループ

がステージ発表を行った。また、ポスターセッションでは２年生すべてのグルー

プが研究内容についてポスター発表を実施した。 
（２）他校との連絡・交流 

令和２年１２月１８日（金）栃木県立佐野高等学校との合同中間発表会 ※オンライン 
上述のとおり。 
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８ 目標の進捗状況・成果・評価 
（１）目標の進捗状況 

進捗状況については研究開発完了報告書「７（１）」（p.10）の通り 
（２）成果 

成果については研究開発完了報告書「７（２）」（p.11）の通り 
（３）評価 

ア 運営指導委員会 
（ア）第９回運営指導委員会 

日程：令和２年９月２４日（木）１４：００～１５：３５ 
出席者：運営指導委員５名・熊本県教育委員会３名・本校職員８名

小嶋 仲夫 氏（名城大学名誉教授）

迫口 明浩 氏（崇城大学工学部ナノサイエンス学科教授）

上妻 博明 氏（ハリウッド大学院大学教授）

野田 恭子 氏（ＮＧＯ国連女性の地位委員会ニューヨークメンバー、キャリア・ウェ

ーブ代表）

井芹 道一 氏（熊本大学客員教授）

協議内容： 
○オンラインによる交流について 

・（州立モンタナ大学によるオンライン学習プログラムについて）ネイティブの大学生との

やりとりになると、日本の高校生は英語の上手な生徒のみが参加することになる。参加・

不参加については校内でできるだけバランスが取れるような調整をしてもらいたい。 
・SGH の経験を生かして卒業した先輩達と座談会を開いてみてはどうだろうか。在校生にプ

ラスになるような卒業生をピックアップしてオンラインでやってみるなど、工夫してもよ

いと思う。事業のまとめとして先輩と後輩の交流があれば良い。 
○当初から変更したプログラムについて 

・SDGs まで広げることで、学びを SGH の活動に結びつけることができるかもしれない。 
○課題研究の指導について 

・生徒が制作しているポスターにおいて、参考文献の取り扱い方についてもう少し指導が必

要である。環境問題の参考文献であればジャパンナレッジなども有用である。 
・インターネットの情報は裏づけがないため論文には使用できない。論文に使用できるのは

公的な資料のみ。新聞記事は出典元が明らかであり、政府のコメントや日程も記載されて

いるため、論文やポスターには使用可能。新聞を使ってポスターを作っている学生は非常

に少ない。高校生に難しい文献を迫っても難しいのではないか。その点、新聞でポスター

を作ることは有意義である。 
○研究指定解除後の活動について 

・水俣病の問題について、半世紀以上経って終結させる事は難しいが、それとともに生きて

いく、自然と人間が共生していく、世界にモデルとなるようなものを作り上げていくとよ

い。 
・水俣高校だったら他の地域のことを学ぶ前に、「水俣」を水俣で学ぶことに意義がある。

高校生自身が過去の歴史を学ぶことに対してポジティブに、そして未来につなぐという意

識を持つと、総合的な学びになるのではないか。 
・人口も産業も減る中で、地域の中核産業となるようなものを若い人がどのように考えるの

か。産業政策的なことを学んでもらいたい。各自治体には地域の産業の基本計画が存在す

る。中核産業として水俣市が何を考えているのか。新しいセクションができて市役所から

アドバイザーとして入るのであればそこをレクチャーしてもらうと良い。 
○各学科による課題研究について 

・水俣高校商業科生徒による地域の特産物（サラたまやデコポンなど）の販売や、建築コー

スによる林業の研究などもよい。 
・地域連携という点で、商業科が中心となって地域の特産品を商品化する活動は分かりやす

いと思う。地域とのつながりという意味で高校生がバインダーとなって、生産者、販売者

と繋がるとイメージしやすい。 
○水銀問題について 

・水俣条約に対してどのようなことをしているか。蛍光灯や LED をカウントしたり、体温計

の数を数えたりするなど、そういったことを生徒がやるとよい。水俣高校でも水銀に対す

る取組をやっていると思うが、できていないこともあると思う。そういったことを調べあ
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８ 目標の進捗状況・成果・評価 
（１）目標の進捗状況 

進捗状況については研究開発完了報告書「７（１）」（p.10）の通り 
（２）成果 

成果については研究開発完了報告書「７（２）」（p.11）の通り 
（３）評価 

ア 運営指導委員会 
（ア）第９回運営指導委員会 

日程：令和２年９月２４日（木）１４：００～１５：３５ 
出席者：運営指導委員５名・熊本県教育委員会３名・本校職員８名

小嶋 仲夫 氏（名城大学名誉教授）

迫口 明浩 氏（崇城大学工学部ナノサイエンス学科教授）

上妻 博明 氏（ハリウッド大学院大学教授）

野田 恭子 氏（ＮＧＯ国連女性の地位委員会ニューヨークメンバー、キャリア・ウェ

ーブ代表）

井芹 道一 氏（熊本大学客員教授）

協議内容： 
○オンラインによる交流について 

・（州立モンタナ大学によるオンライン学習プログラムについて）ネイティブの大学生との

やりとりになると、日本の高校生は英語の上手な生徒のみが参加することになる。参加・

不参加については校内でできるだけバランスが取れるような調整をしてもらいたい。 
・SGH の経験を生かして卒業した先輩達と座談会を開いてみてはどうだろうか。在校生にプ

ラスになるような卒業生をピックアップしてオンラインでやってみるなど、工夫してもよ

いと思う。事業のまとめとして先輩と後輩の交流があれば良い。 
○当初から変更したプログラムについて 

・SDGs まで広げることで、学びを SGH の活動に結びつけることができるかもしれない。 
○課題研究の指導について 

・生徒が制作しているポスターにおいて、参考文献の取り扱い方についてもう少し指導が必

要である。環境問題の参考文献であればジャパンナレッジなども有用である。 
・インターネットの情報は裏づけがないため論文には使用できない。論文に使用できるのは

公的な資料のみ。新聞記事は出典元が明らかであり、政府のコメントや日程も記載されて

いるため、論文やポスターには使用可能。新聞を使ってポスターを作っている学生は非常

に少ない。高校生に難しい文献を迫っても難しいのではないか。その点、新聞でポスター

を作ることは有意義である。 
○研究指定解除後の活動について 

・水俣病の問題について、半世紀以上経って終結させる事は難しいが、それとともに生きて

いく、自然と人間が共生していく、世界にモデルとなるようなものを作り上げていくとよ

い。 
・水俣高校だったら他の地域のことを学ぶ前に、「水俣」を水俣で学ぶことに意義がある。

高校生自身が過去の歴史を学ぶことに対してポジティブに、そして未来につなぐという意

識を持つと、総合的な学びになるのではないか。 
・人口も産業も減る中で、地域の中核産業となるようなものを若い人がどのように考えるの

か。産業政策的なことを学んでもらいたい。各自治体には地域の産業の基本計画が存在す

る。中核産業として水俣市が何を考えているのか。新しいセクションができて市役所から

アドバイザーとして入るのであればそこをレクチャーしてもらうと良い。 
○各学科による課題研究について 

・水俣高校商業科生徒による地域の特産物（サラたまやデコポンなど）の販売や、建築コー

スによる林業の研究などもよい。 
・地域連携という点で、商業科が中心となって地域の特産品を商品化する活動は分かりやす

いと思う。地域とのつながりという意味で高校生がバインダーとなって、生産者、販売者

と繋がるとイメージしやすい。 
○水銀問題について 

・水俣条約に対してどのようなことをしているか。蛍光灯や LED をカウントしたり、体温計

の数を数えたりするなど、そういったことを生徒がやるとよい。水俣高校でも水銀に対す

る取組をやっていると思うが、できていないこともあると思う。そういったことを調べあ

げてデータとしてまとめておくと、他校と交流したときにも使える。良いところばかり見

せるのではなく、システム的にできていないところはそのまま報告すれば良い。 
・環境首都の高校を強く打ち出しているのであれば水俣高校の水銀戦略が大事だ。蛍光灯、

体温計、血圧計、水銀ランプ、こういった物を削減していく。学生に頼るのではなく県と

高校が一緒になって水俣高校の仕組みを水俣条約のモデル校にしていけばよい。 
 

（イ）第１０回運営指導委員会

日程：令和３年２月１８日（木）１３：３０～１６：３０

出席者：運営指導委員５名・熊本県教育委員会３名・本校関係者８名

協議内容：

○５年間の事業の評価について 
・今後も継続できるように、評価は数値化していくとよい。 
・学科の課題研究は地域に入ったものができている。 
・生徒の英語力が向上している。 
・水銀灯や水銀を使用した製品（体温計や温度計）も適切に処理されている。水俣高校がモ

デルとなって、その活動を示していけるとよい。 
○来年度以降について 

・これまでの SGH 活動をベースに、SDGs と関連づけて水俣高校ならではの教育を進められ

るとよい。 

イ 自己評価結果

（ア）MACT 調査

本校の SGH 事業を通した生徒の意識の変容を測ることを目的に、全校生徒を対象に以下のアンケ

ート（図４）を実施した。

※平成２８年度は９月と２月、平成２９年度から令和元年度までは４月と２月、令和２年度は６

月と２月に実施
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図４
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図４

（イ）MACT 調査結果

ａ ３年生（平成３０年度入学生）の変容 ※最上段が平成３０年度１回目を示す
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ｂ ２年生（令和元年度入学生）の変容 ※最上段が令和元年度１回目を示す
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ｂ ２年生（令和元年度入学生）の変容 ※最上段が令和元年度１回目を示す

 
 

 

 

 
 
 
 

ｃ １年生（令和２年度入学生）の変容 ※上段が令和２年度１回目を示す

 
 

62



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

63



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

ｄ 学年間比較（２回目の結果を比較） ※最上段が１年生（令和２年度入学生）を示す
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在校生のアンケートの結果から、ほぼすべての項目において本校の SGH 事業を経験するにつれて、自己

評価の結果が向上している。特に、思考力「世界の環境に関する課題や環境問題について原因が分かる」、

判断力「必要な情報を収集・整理して、課題解決に活用することができる」、表現力「リーダーシップを

発揮することができる」「プレゼンテーション等の発信のための技術を学び、ツールを適切に使用できる」

の項目は入学時から卒業時までの伸びが大きい。これは各学年時の活動内容が結果に反映しているといえ

る。また、思考力「水俣市が経験した環境問題について理解している」、判断力「チームでの協働作業を

通じ、ひとつのものを作り上げることができる」の項目は入学時から高い。これは義務教育段階での教育

の結果によるものだと考えることができる。しかし、他の項目と比較して毎年低い数値となる「将来、留

学したり、仕事で国際的に活躍したいと考えている」「将来的に海外留学またはグローバル企業への就職

を希望している」の項目に関しては、３年生（本校 SGH３期生）の結果が最も低い。それに反して２年生

（本校 SGH４期生）の結果は高い。これは、想像の域を超えないが、３年生にとっては新型コロナウイル

ス感染症の世界的な流行が心理的な影響を与えたのかもしれない。２年生にとっては、その影響により海

外研修や国際交流が中止となった反動かもしれない。 
卒業生を含めたこの５年間の学年間の結果を比較すると、令和元年度卒業生（本校 SGH２期生）の結果

が最も高く、昨年度の結果と同様の結果とはならなかった。これも想像の域を超えないが、新型コロナウ

イルス感染症の影響のため、当初予定していたプログラムから内容・スケジュールを変更したことが影響

を与えているかもしれない。特にフィールドワークや国際交流など、実体験を伴う活動が中止されたこと

は海外への意識減少につながっていると考えられる。次年度以降も現在のような状況が継続することが予

想されるため、今年度の事業内容を分析して内容を検討する必要がある。 
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在校生のアンケートの結果から、ほぼすべての項目において本校の SGH 事業を経験するにつれて、自己

評価の結果が向上している。特に、思考力「世界の環境に関する課題や環境問題について原因が分かる」、

判断力「必要な情報を収集・整理して、課題解決に活用することができる」、表現力「リーダーシップを

発揮することができる」「プレゼンテーション等の発信のための技術を学び、ツールを適切に使用できる」

の項目は入学時から卒業時までの伸びが大きい。これは各学年時の活動内容が結果に反映しているといえ

る。また、思考力「水俣市が経験した環境問題について理解している」、判断力「チームでの協働作業を

通じ、ひとつのものを作り上げることができる」の項目は入学時から高い。これは義務教育段階での教育

の結果によるものだと考えることができる。しかし、他の項目と比較して毎年低い数値となる「将来、留

学したり、仕事で国際的に活躍したいと考えている」「将来的に海外留学またはグローバル企業への就職

を希望している」の項目に関しては、３年生（本校 SGH３期生）の結果が最も低い。それに反して２年生

（本校 SGH４期生）の結果は高い。これは、想像の域を超えないが、３年生にとっては新型コロナウイル

ス感染症の世界的な流行が心理的な影響を与えたのかもしれない。２年生にとっては、その影響により海

外研修や国際交流が中止となった反動かもしれない。 
卒業生を含めたこの５年間の学年間の結果を比較すると、令和元年度卒業生（本校 SGH２期生）の結果

が最も高く、昨年度の結果と同様の結果とはならなかった。これも想像の域を超えないが、新型コロナウ

イルス感染症の影響のため、当初予定していたプログラムから内容・スケジュールを変更したことが影響

を与えているかもしれない。特にフィールドワークや国際交流など、実体験を伴う活動が中止されたこと

は海外への意識減少につながっていると考えられる。次年度以降も現在のような状況が継続することが予

想されるため、今年度の事業内容を分析して内容を検討する必要がある。 
 
 
 
 

９ メディア掲載

○取組紹介

令和２年６月３日（水）熊本日日新聞
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○マグネシウムコンテスト（機械科課題研究）

令和２年６月２８日（日）熊本日日新聞

○消毒台製作（機械科課題研究）

令和２年９月１３日（日）熊本日日新聞
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○マグネシウムコンテスト（機械科課題研究）

令和２年６月２８日（日）熊本日日新聞

○消毒台製作（機械科課題研究）

令和２年９月１３日（日）熊本日日新聞

○日越大学との交流

令和２年１１月１０日（火）熊本日日新聞

○箱罠製作（機械科課題研究）

令和２年１２月８日（火）熊本日日新聞
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○水中ロボット製作（機械科課題研究）

令和２年１２月２６日（土）熊本日日新聞
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○水中ロボット製作（機械科課題研究）

令和２年１２月２６日（土）熊本日日新聞

○Wood Connect Project（建築コース課題研究）

令和３年２月１４日（日）熊本日日新聞
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日
本
と
外
国
の
災
害
対
策

日
本

と
同

じ
ア

ジ
ア

の
国

、
中

国
と
、

ア
ジ
ア

の
国
で

は
な
い

ア
メ
リ

カ
と
の

災
害

に
関

す
る

対
策

の
違

い
に

つ
い
て

調
べ
る

。

要
旨 近
年

、
日

本
で

は
大

地
震

、
台

風
、

大
雨

に
よ

る
洪

水
、

土
砂

く
ず

れ
な

ど
、

大
き

な
災

害
が

増
え

て
お

り
、

そ
の

中
で

日
本

の
災

害
対

策
が

取
り

上
げ

ら
れ

る
機

会
が

増
え

た
た

め
、

日
本

と
諸

外
国

の
災

害
に

関
す

る
法
制
度
な
ど
の
違
い
を
調
べ
る
こ
と
で
日

本
の
各

災
害
に

対
す
る

対
策
の

見
直
し

を
図
る

目
的
。

目
的

国
日
本

中
国

ア
メ
リ
カ

担 当
内

閣
（

災
害

対
策

本
部

）
国

家
減

災
委

専
家

委
員

会
国

土
安

全
保

障
省

法 律
｢災

害
対

策
基

本
法

｣
｢災

害
救

助
法

｣
｢国

家
突

発
公

共
事

件
総

合
応

急
対

策
計

画
｣

｢ロ
バ

ー
ト

ス
タ

フ
ォ

ー
ド

緊
急

事
態

支
援

法
｣

災 害
地

震
台

風
地

震
大

雨
ハ

リ
ケ

ー
ン

出 来 事 と 考 察

年
東
日
本
大
震
災

→
同
年
12
月
に

「
津

波
防

災
地

域
づ

く
り

に
関

す
る

法
律

」
災

害
後

に
迅

速
な

防
災
へ
の
取
り
組
み

↓
日

本
の

防
災

対
策

は
国

際
的

に
も

か
な

り
高

い
水

準

各
国

に
提

供
し

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

以
前

は
他

国
の

災
害

や
そ

れ
に

対
す

る
対

策
に

無
関

心
20
08

年
汶

川
大

地
震
(5
月
12

日
)

→
こ

の
大

地
震

や
ア

メ
リ

カ
で

の
テ

ロ
を

受
け

て
危

険
性

を
感

じ
、

対
策
や
法
制
度
の
強
化
、

委
員

会
を

設
置

。
上

記
の

日
を

「
防

災
減

災
の

日
」

に
設

定

防
災

訓
練

も
一

般
化

、
幼

稚
園

か
ら

訓
練

が
あ

る

以
前

に
比

べ
る

と
か

な
り

強
い

防
災

意
識

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

連
邦

緊
急

事
態

管
理

庁
〔

災
害

対
策

専
門

の
機

関
〕

→
20
01

年
同

時
多

発
テ

ロ
事

件
国

土
安

全
保

障
省

・
統

合
す

る
こ

と
で

原
因

問
わ

ず
対
応
す
る
目
的

→
テ

ロ
に

重
点

的
に

対
応

し
、

災
害

対
策

が
減

少
20
04

年
22

2件
の

対
応

の
う

ち
ハ

リ
ケ

ー
ン

関
連

は
2件

現
在

は
以

前
よ

り
統

制
が

取
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

コ ロ ナ 関 連

20
20

年
1月

15
日

国
内

初
感

染
確

認
ク

ル
ー

ズ
船

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

・
プ

リ
ン

セ
ス

号
内

で
の

集
団

感
染

が
確

認
、

下
船

時
に

検
疫

も
行

わ
れ

た
が

、
帰

宅
後

に
も

発
症

が
確

認
さ

れ
た

。
「

緊
急

事
態

宣
言

」
「

三
密

」
を

避
け

る
よ

う
に

な
ど

多
く

の
対

策
、

注
意

喚
起

が
行

わ
れ

た
。

発
生

地
で

あ
り

医
療

崩
壊

が
起

き
た

ピ
ー

ク
時

は
全

体
の

約
80

％
の

病
床

を
新

型
コ

ロ
ナ

患
者

に
充

て
る

計
算

武
漢

の
あ

る
湖

北
省

を
「

ロ
ッ

ク
ダ

ウ
ン
(都

市
封

鎖
)」

｢健
康

コ
ー

ド
｣と

い
う

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

等
に

よ
っ

て
規

制
。

現
在
は
2桁

程
度
の
感
染
者
数
が
報
告

さ
れ

て
い

る
が

、
真

偽
は

不
明

。

早
い

段
階

で
の

外
出

規
制

が
行

わ
れ

た
が

、
全

体
的

に
緩

和
も

早
か

っ
た

→
患

者
が

急
増

し
、

半
医

療
崩

壊

大
統

領
選

と
時

期
が

重
な

り
マ

ス
ク

着
用

が
党

派
制

を
帯

び
て

い
た

。

国
民
性
と
し
て
マ
ス
ク
へ
の

抵
抗

が
目

立
つ

こ
と

も
あ

っ
た

。

日
本

の
災

害
対

策
は

世
界

的
に

高
い

レ
ベ

ル
を

誇
り

、
多

く
の

国
の

モ
デ

ル
に

な
る

こ
と

も
多

い
が

、
ア

メ
リ

カ
の

ハ
リ

ケ
ー

ン
へ

の
対

応
が

遅
れ

た
要

因
な

ど
、

気
を

つ
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

も
多

い
た

め
、

こ
れ

か
ら

も
世

界
の

災
害

を
踏

ま
え

て
災

害
対

策
を

日
々

改
善

し
て

い
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
ま

た
コ

ロ
ナ

対
策

に
お

い
て

は
上

記
の

二
国

の
よ

う
な

法
に

よ
る

規
制

と
は

違
い

、
あ

く
ま

で
も

注
意

喚
起

や
要

請
に

留
ま

っ
て

い
た

こ
と

が
、

後
れ

を
取

っ
た

要
因

と
も

考
え

ら
れ

る
。

ま
と
め

 

多
く

の
対

策
が

取
ら

れ
た

が
効

果
の

有
無

は
そ

れ
ぞ

れ
だ

っ
た

。

 
  
地
域
政
策
と
過
疎
化

 

要
旨

地
域

の
政

策
が

過
疎

化
防

止
に

関
係

し
て

い
る

の
で

は

な
い

か

背
景

日
本

に
は

、
多

く
の

過
疎

化
地

域
が

あ
り

、
私

た
ち

の

暮
ら

し
て

い
る

水
俣

市
も

そ
の

う
ち

の
一

つ
で

あ
る

か

ら 目
的

水
俣

市
と

人
口

の
数

に
差

が
な

い
、

新
潟

県
に

か
ほ

市
、

山
梨

県
大

月
市

を
比

べ
る

対
象

と
し

て
、

三
つ

の

地
域

の
政

策
を

比
較

す
る

。
そ

し
て

、
過

疎
化

防
止

を

成
功

し
た

地
域

や
近

隣
地

域
の

政
策

を
も

と
に

水
俣

の

対
策

案
を

考
え

る
。

 

調
査

方
法

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

調
査

・
参

考
書

 
 

 結
論

人
口
（
人

）

水
俣
市

２
５
４
１

１

大
月
市

２
５
４
１

９

に
か
ほ
市

２
５
３
２

４

＜
成
功

例
＞

①
北

海
道

東
川
町

子
育
て
世

代
へ
向
け
て

、
小
学
校
に

体
験
施
設
や

運
動
場
を

設
備
し
た

。
ま
た
、
「

グ
リ
ー
ン
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
」

と
呼
ば
れ

る
分
譲
地

を
用
意
し
土

地
代
も
含
め

て
約
３
５
０

０
万
円
で

戸
建
て
を

建
て

ら
れ
る

よ
う
に
し
た

。

＜
近
隣
地

域
＞

②
鹿

児
島

県
長
島
町

空
き
家
を

活
用
し
、
移

住
者
や
定
住

者
の
費
用
を

補
助
す
る

制
度
が
あ

る
。

＜
ま
と
め

＞

水
俣
市
は

周
り
に
過
疎

地
域
に
比
べ

て
、
昼
間
人

口
や
借
家

数
が
多
い

。
こ
の
こ
と

を
利
用
し
て

、
定
住
者
や

移
住
者
を

増
や
す
た

め
に
空
き
家

を
活
用
し
た

補
助
制
度
を

作
成
す
べ

き
だ
。

市
名

出
産
祝
い

住
む
こ
と
に
関
し
て
の
助
成
金
制
度

水
俣
市

あ
り

(子
ど
も
一
人
に
つ
き
3万

円
支
給
）

な
し

に
か
ほ
市

あ
り
（
す
こ
や
か
子
宝
祝
い
金
と
し

て
、
第
2子

出
産
時
10

万
円
、
第
3子

以
降
出
生
時
20

万
円
を
支
給
）

あ
り
　
上
限
金
額
10

0万
円
（
に
か
ほ
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
住
宅

を
取
得
し
た
際
に
助
成
。
県
外
か
ら
の
移
住
者
は
上
限
金
額
10

0万
円
。
県
内
か
ら
の
転
入
者
は
上
限
50

万
円
）
。

大
月
市

あ
り
（
子
育
て
支
援
手
当
と
し
て
、
出

産
時
に
第
1子

3万
円
、
第
2子

5万
円
、

第
3子

10
万
円
を
支
給
す
る
。

あ
り
　
上
限
金
額
20

万
円
（
大
月
市
の
中
古
住
宅
を
取
得
し
た
場

合
、
助
成
金
を
最
高
20

万
円
交
付
さ
れ
る
。
）

２
年

生
３

名

引
用

文
献

・
参

考
文

献

統
計
で
み
る
市
区
町
村
の
す
が
た

総
務
省
統
計
局

１０　成果物
（１）ポスター
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環
境
モ
デ
ル
都
市

～
な
ぜ
水
俣
は
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
な
い
の
か
？
～

水
俣
高
校
２
年
生
４
名

要
旨

水
俣
市
は
日
本
で
初
め
て
の
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
、
環
境
モ
デ
ル
都

市
に
認
定
さ
れ
た
が
他
県
の
人
た
ち
か
ら
は
「
水
俣
病
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
強
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
市
外
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
認
知
度
を
調
査
し
た
。

目
的

・
他
県
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
比
較
し
、
水

俣
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
の
認
知
度
を

高
め
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
、
全
国
で
の
取

り
組
み
の
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

考
察 結

果
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
が
行
っ
て
い
る
環
境
政
策
を
調
べ
て
水
俣
市
と
北
九
州
市
の
認
知
度
に
差
が

出
た
理
由
を
考
え
た
。

北
九
州
市
は
、
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
環
境
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
製
作
し
て
い
た
。
ま
た
、
市
外
に
も
広
め
る
た
め
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
や
、
環
境
情

報
誌
に
よ
る
情
報
発
信
、
環
境
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

活
動
、

看
板
設
置
な
ど
、
様
々
な
媒
体
・
機

会
を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
た
。

水
俣
市
は
、
市
内
外
の
環
境
意
識
を
高
め
る
た
め
に
水
俣
病
の
教
訓
か
ら
現
地
で
学
ぶ
、
水
俣
環
境
大
学

を
開
催
し
て
い
た
が
、
定
員
３
０
名
の
学
習
イ
ベ
ン
ト
で
２
０
１
６
年
以
降
、
開
催
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
北
九
州
市
は
市
外
に
環
境
モ
デ
ル
都
市
だ
と
い
う
こ
と
を
広
め
る
こ
と
、
水
俣
市

は
環
境
に
関
す
る
専
門
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
た
め
以
上
の
よ
う
な
認
知
度
の
差
が
出
て
し

ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

水
俣
市

は
い

い
い
え

北
九
州
市

は
い

い
い
え

水
俣
市

は
い

い
い
え

北
九
州
市

は
い

い
い
え

そ
れ
ぞ
れ
の
県
内
で
の
認
知
度

全
国
で
の
認
知
度

調
査
研
究
手
法

対
象
：
①
県
内
に
あ
る
中
学
校
（
１
３
校
）

②
他
県
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
あ
る
中
学
校
（
４
校
）

③
他
県
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
な
い
中
学
校
（
５
校
）

①
～
③
の
中
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
認
知
度
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

結
果

Sp
re
ad

An
im
al
Th
er
ap
y

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
協
会

an
im

al
-t.

or
.jp

・
JA

HA
公
益
社
団
法
人

日
本
動
物
病
院
協
会

w
w

w
.ja

ha
.o

r.j
p

現
在
の
医
療
現
場
で
は
、
人
数
の
不
足
を
補
う
た
め
に
AI

の
活
用
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ａ
Ｉ
の
推
進
に
よ
り
、
医
療
従
事
者
が
働
く
場

所
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
AI
に
代
わ
る
取
り
組

み
が
な
い
か
と
考
え
た
と
こ
ろ
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
と
い

う
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
か
知
り
た
い
と
考
え
た
。

１
心
理
的
利
点
ー
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
く
つ
ろ
ぎ
作
用

２
生
理
的
利
点
ー
病
気
の
回
復
、
リ
ハ
ビ
リ

３
社
会
的
利
点
ー
身
体
的
、
経
済
的
な
独
立
を
促
進
す
る

0
20

40
60

80

四
国

中
国

近
畿

東
海

甲
信
越
・
北
陸

関
東

北
海
道
・
東
北

九
州人
と
動
物
ふ
れ
あ
い
活
動
を

行
っ
て
い
る
施
設
数

人
と
動
物
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
施
設
数

目
的

期
待
で
き
る
効
果

し
か
し

. .
 .

普
及
し
て
い
な
い
！
！

引
用
文
献メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

動 物
・
感
情
表
現
が
で
き
る

・
動
物
な
ら
で
は
の
温
か

み
を
感
じ
ら
れ
る

・
動
物
に
負
担
が
か
か
る

・
費
用
が
か
か
る

・
感
染
症
の
危
険

Ａ Ｉ
・
導
入
ハ
ー
ド
ル
が
低
い

・
経
済
的
で
あ
る

・
か
み
つ
く
な
ど
の
危
険

が
な
い

・
親
近
感
を
感
じ
に
く
い

・
充
電
や
電
池
が
必
要

～
広
め
よ
う
！
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を
！
～

２
年
生
３
名

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
活
動
が
積
極
的
で
あ
る
他
の
先
進
国
と
比
べ
、

現
段
階
で
は
、
厚
生
労
働
省
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
を
行
っ
て
い
る
施
設
数
は
少
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
積
極
的
に
動

物
と
触
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
等
で
効
果
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
や
症
例
が
集
ま

れ
ば
、
治
療
の
一
部
と
し
て
認
め
ら
れ
、

AI
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
即
戦

力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
動
物
の
殺
処
分
数
も
減
る
の
で
人
間
だ
け
で
な
く
、
動
物
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
た
め
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
と
め

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

①
厚
生
労
働
省
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
！

②
施
設
側
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
！

理
由

・
意
欲
低
下
の
状
態
で
反
応
も
せ
ず
、
表
情
も
な
い

86
歳
の
男
性
が
、

セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
と
対
面
す
る
と
、
頭
を
な
で
た
り
す
る
な
ど
の
か
わ

い
が
る
様
子
を
見
せ
た
。
発
語
は
な
か
っ
た
が
、
触
り
た
い
と
い
う
意

識
が
見
え
た
。

・
自
分
へ
の
否
定
や
介
護
否
定
が
多
か
っ
た

77
歳
の
女
性
が
、
前
向
き

な
発
言
や
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

症
例
（
日
本
）

・
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
で
は
、
週
１
回

30
分
、
セ
ラ
ピ
ー
な
し
、

週
3回

30
分
の

3パ
タ
ー
ン
で
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
（
抱
っ
こ
、
な
で
る
、

歩
く
、
話
す
、
遊
ぶ
）
を
実
施
し
た
結
果
、
週
１
回
た
っ
た

30
分
で
も

孤
独
感
が
減
少
す
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
ド
イ
ツ
で
は
、
社
員
の
一
員
と
し
て
セ
ラ
ピ
ー
犬
を
導
入
し
た
こ
と

で
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の
時
間
的

な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
も
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

症
例
（
海
外
）

72



５
Ｇ

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年
生
２
名

仮
説

５
Ｇ
の
運
用
に
よ
り
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
高
速
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
る
が
、
私
た
ち
個
人
に
普
及
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る

。

検
証

方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
本

仮
説

の
検

証

◎
５

Ｇ
の

メ
リ

ッ
ト

と
で

き
る

こ
と

・
高
速
通
信
・
大
容
量
…
サ
ッ
カ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
好
き
な
角
度
か
ら

こ
れ
ま
で
送
受
信
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
３
６
０
度
（
Ｖ
Ｒ
）
映
像

な
ど
の
大
容
量
デ
ー
タ
が

瞬
時
に
送
受
信
可
能
に
な
る
。

・
低
遅
延
…
遠
隔
医
療
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

こ
れ
ま
で
遅
延
の
発
生
に
よ
り
困
難
だ
っ
た

遠
隔
地
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
通
信
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
遠
隔
医
療
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
宅
配
や
農
業
が
可
能
に
。

・
多
数
端
末
と
の
接
続
…
自
動
運
転

多
数
端
末
と
の
接
続
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

車
や
人
の
通
信
端
末
と
接
続
し
事
故
を

回

避
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

◎
５

Ｇ
の

デ
メ

リ
ッ

ト

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
の
高
さ

多
数
端
末
と
の
接
続
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
ハ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
対
象
が
増
え

る
と

考
え
ら
れ
る
。

・
通
信
料

５
Ｇ
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
使
い
方
を
す
る
と
、
１
０
分
で
１
０
Ｇ
Ｂ
程
度
消
費
し
月
間

５
０
～
１
０
０
Ｇ
Ｂ
で
は
足
り
な
く
な
る
。

参
考
文
献

総
務

省
総

合
通

信
基

盤
局

ド
コ

モ
（

第
世

代
移

動
通

信
シ

ス
テ

ム
）

が
よ

く
わ

か
る

本
秀

和
シ

ス
テ

ム
神

崎
洋

治
著

図
解

で
よ

く
わ

か
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
重

要
用

語
解

説
技

術
評

論
社

き
た

み
り

ゅ
う

じ
著

結
論

様
々

な
分

野
に

お
い

て
で

き
る

こ
と

が

増
加

し
た

が
、

そ
れ

に
対

す
る

デ
メ

リ

ッ
ト
も
あ
っ
た
。
又
、
私
た
ち
が
普
通
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

に
は

ま
だ

時
間

が

か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
ゾ

ン
層

破
壊

を
止

め
る

、
ま

た
は

再
生

さ
せ

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
？

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年

２
年
生
２
名

仮
説

オ
ゾ

ン
層

破
壊

の
原

因
物

質
を

日
頃

か
ら

大
気

中
に

出

さ
な

い
こ

と
で

破
壊

を
止

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

工
場

の
排

出
ガ

ス
を

オ
ゾ

ン
層

再
生

に
役

立
つ

物
質

に

変
化

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

再
生

で
き

る
。

検
証

方
法

・ 
ネ

ッ
ト

の
サ

イ
ト

や
図

書
館

の
本

か
ら

情
報

を
集

め
、

世
界

で
ど

の
よ

う
な

対
策

が
行

わ
れ

て
い

る
か

に
つ

い
て

明
ら

か

に
す
る
。

・ 
オ

ゾ
ン

層
破

壊
の

原
因

物
質

に
つ

い
て

、
破

壊
や

再
生

の
仕

組
み

に
つ

い
て

調
べ

、
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
に

つ
い

て

調
べ
る
。

仮
説

の
検

証

１
オ

ゾ
ン

に
つ

い
て

・
オ

ゾ
ン

と
は

、
地

球
の

大
気

中
で

オ
ゾ

ン
の

濃
度

が
高

い
部

分
の

事
。

フ
ロ

ン
Ｃ

Ｆ
Ｃ

や
塩

素
を

含
む

化
学

物
質

が
オ

ゾ
ン

層
を

破

壊
し

て
い

る
。

２
フ

ロ
ン

に
つ

い
て

・
主

に
ク

ー
ラ

ー
や

冷
蔵

庫
に

使
わ

れ
て

お
り

、
紫

外
線

に
当

た
る

と
強

い
塩

素
に

な
り

一
個

で
何

万
も

の
オ

ゾ
ン

を
壊

す
。

工
場

か
ら

で
は

な
く

製
品

を
廃

棄
す

る
時

に
空

気
中

に
出

て
し

ま
っ

て
い

る
。

・
大

気
中

で
壊

れ
る

ま
で

年
～

年
か

か
る

。
現

在
で

は
、

世

界
中

で
水

素
の

つ
い

た
代

替
フ

ロ
ン

Ｈ
Ｃ

Ｆ
Ｃ

や
塩

素
を

含
ま

な
い

フ

ロ
ン

(Ｈ
Ｆ
Ｃ

)が
使
わ
れ
て
い
る
。

 

３
 
家
電
製
品
の
廃
棄
量

 

グ
ラ
フ
よ
り

 

・
H

1
1
年
か
ら

H
2
6
年
に
か
け
て
約

７
倍
に
増
え
て
い
る
。

 

・
使
用
済
み
の
機
器
の
廃
棄
量
と
フ
ロ
ン
の
排
出
量
が
比
例
し
て

い
る
。

 

４
 
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法

 

破
壊
、
再
生
説
明
書
の
発
行
が
義
務
づ
け
ら
れ
管
理
者
が
フ
ロ

ン
処
理
の
段
階
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

 
 

H
2
7
年
に
完
全
施
行
さ
れ
た
が
フ
ロ
ン
の
回
収
率
は
三
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

 

５
オ

ゾ
ン

層
保

護
対

策
の

経
緯

 

１
９
７
４

/
０
６

 
 
モ
リ
ー
ナ
博
士
が

C
F
C
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の

 

結
果
と
し
て
人
や
生
態
系
へ
の
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
を

指
摘
し
た
論
文
を
発
表
。

１
９
５
８

/
０
３

 
 
「オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
を
採
択
。

 

１
９
８
７

/
０
７

 
 
「
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議

定
書
」
を
採
択
。

 

１
９
８
８

/
０
５

 
 
「
特
定
物
質
の
規
制
な
ど
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
保
護
に
関
す
る

法
律
」
(オ
ゾ
ン
層
保
護
法

)制
定
。

 

１
９
８
８

/
０
９

 
 
ウ
ィ
ー
ン
条
約
発
効
。

 

１
９
８
８

/
１
２

 
 
ウ
ィ
ー
ン
条
約
、
日
本
に
つ
い
て
発
効
。

 

１
９
８
９

/
０
１

 
 
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
発
効
。
日
本
に
つ
い
て
発
効
。

 

１
９
９
１

/
０
９

 
 
日
本
、
改
正
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
（
１
９
９
０
年
改
正
）
を

受
諾
。

 

１
９
９
５

/
１
２

 
 

H
C

F
C
の
２
０
２
０
年
全
廃
、
臭
化
メ
チ
ル
の
２
０
１
０
年
全
廃

な
ど
に
つ
い
て
合
意
。

 

６
 

 
ウ
ィ
ー
ン
条
約
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
と
は

 
ウ

ィ
ー

ン
条

約
と

は
オ

ゾ
ン

層
保

護
の

た
め

の
対

策
の

国
際

的
な

枠
組

み
と

な
る

も
の
で
あ

り
、
オ

ゾ
ン
層
に

悪
影
響

を
も
た
ら

す
活
動

を
規
制
す

る
た
め

の
手
段

、

研
究
、
組

織
的
観

測
な
ど
を

定
め
た

も
の
。

モ
ン

ト
リ

オ
ー

ル
議

定
書

と
は

ウ
ィ

ー
ン

条
約

（
オ

ゾ
ン

層
の

保
護

の
た

め
の

ウ

ィ
ー

ン
条

約
）

に
基

づ
き

、
オ

ゾ
ン

層
を

破
壊

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

物
質

を
指

定

し
、
こ
れ

ら
の
物

質
の
製
造

、
消
費

お
よ
び
貿

易
を
規

制
す
る
こ

と
を
目

的
と
し

、

年
に
カ
ナ
ダ

で
採
択
さ

れ
た
議

定
書
。

問
題

点
１

年
々

の
排
出
量
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
冷
蔵
庫
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
点
。

２
フ

ロ
ン

に
関

す
る

法
律

が
制

定
さ

れ
た

が
大

き
な

改
善

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
点
。
ま
た
、
認
知
さ
れ
て
い
な
い
点
。

３
そ

も
そ

も
仮

説
を

し
て

い
た

工
場

か
ら

の
排

出
ガ

ス
が

原
因
で
は
な
か
っ
た
点
。
オ
ゾ
ン
層
再
生
に
つ
な
が
る
も
の
を

空
気
中
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
放
出
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
点

。

改
善

策
１

を
使

わ
ず

に
使

用
で

き
る

機
器

の
製

造
。

ま
た

、
壊

れ
た

か
ら

廃
棄

す
る

の
で

は
な

く
修

理
な

ど
し

て
廃

棄
量

を
減

ら
し

て
い

く
。

２
自

分
た

ち
も

こ
の

法
律

を
知

ら
な

か
っ

た
の

で
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
人

に
対

策
を

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
を

認
知

し
て

も
ら

う
。

３
現

代
の

科
学

技
術

に
は

、
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

の
で

以
後

期

待
。

結
論

オ
ゾ

ン
層

破
壊

は
、

冷
蔵

庫
や

ク
ー

ラ
ー

に
使

用
さ

れ
て

い
る

フ
ロ

ン
が

空
気

中
に

出
て

し
ま

う
こ

と
が

原
因

。
世

界
中

で
対

策
さ

れ
て

い
る

が
年

々
排

出
量

は
増

加
し

て
お

り
、

今
後

も
悪

化
し

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
。

日
本

で
も

対
策

さ
れ

て
い

る
が

改
善

が
み

ら
れ

な
い

の
で

一
人

一
人

が
廃

棄
量

を
減

ら
し

、
修

理
な

ど
を

し
て

解
決

に
貢

献
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

参
考

文
献

オ
ゾ
ン
層
破

壊
と

フ
ロ
ン

フ
ロ
ン
類
に

関
す

る
課
題
及

び
論
点

（
オ
ゾ
ン

層
保
護

対
策
の
経

緯
）
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未
来

に
伝

え
る

工
業

技
術

熊
本

県
立

水
俣

高
等

学
校

２
年

生
５

名

・携
帯電

話や
デジ

タル
カメ

ラ、
薄型

テレ
ビが

家庭
で使

われ
るよ

うに
なっ

たの
は

年か
ら。

・携
帯電

話は
今で

はス
マー

トフ
ォン

が約
％の

家庭
に普

及し
てい

る。

目的
生活

を豊
かに

する
ため

この
グラ

フは
、電

化製
品が

どれ
くら

い家
庭で

使
われ

るよ
うに

なっ
たか

を表
して

いま
す。

この
年間

いろ
んな

電化
製品

が登
場・

普及
し、

私た
ち

は豊
かで

便利
な生

活が
でき

るよ
うに

なっ
た。

この
グラ

フを
見る

と携
帯電

話と
ルー

ムエ
アコ

ンは
約

％の
普及

率と
なっ

てい
ます

。こ
れは

ある
家庭

のう
ち

の家
庭が

使わ
れて

いる
こと

を表
して

いま
す。

今
の
価
値

万
円

今
の
価
値

万
円

今
の
価
値

万
円

平
ら
な
画
面
の
テ
レ

ビ
で

現
在
は
液
晶
テ
レ
ビ

が
主
流
で
す

昭
和

年
国
産
初
の
白
黒
テ
レ

昭
和

年
国
産
初
の
カ
ラ
ー
テ

昭
和

年
リ
モ
コ
ン
式
カ
ラ
ー

平
成

年
薄
型
テ
レ
ビ
が
家
庭

サ
イ
ズ
‐

イ
ン
チ

価
格
‐

円
サ
イ
ズ
‐

イ
ン
チ

価
格
‐

サ
イ
ズ
‐

イ
ン
チ

価
格
‐

万
円

地
球
温
暖
化
を
改
善
す
る
に
は

概
要 世
紀
半
ば
の
産
業
革
命
の
開
始
以
降
、
人
間
活
動
に
よ
る
化
石
燃
料
の
使
用
や
森
林
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
は
急
激
に
増
加
し
た
こ
れ
に
よ
り
、
大
気
の
温
室
効
果
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
め

地
球
の
温
度
が
上
昇
し
て
お
り
世
界
中
で
様
々
な
影
響
が
す
で
に
現
れ
て
い
る
中
、
今
後
地
球
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
。こ

の
未
来
予
測
に
つ
い
て
、地

球
温
暖
化
に
関
す
る
科
学
の
最
高
峰
の
報
告
書
で
あ
る

の
報
告
書
で
は
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
か
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が

予
測
さ
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
最
低
で
も
２
度
前
後
、最

悪
の
場
合
４
度
前
後
も
上
昇
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
さ
け
る
た
め
に
も
１
つ
目
の
グ
ラ
フ
に
示
し
た
削
減
量
よ
り
も
多
く
の

温
室

効
果
ガ
ス

を
減
ら
し
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
全
体
の
た

め
に
も
、
こ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

引
用

・
＝

・ ・ ・ ・
地
球
温
暖
化

原
因

地
球
温
暖
化

２
０
１
７
年
度

世
界
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

国
別
排
出
割
合

世
界
の
排
出
量
合
計

約
３
２
８
億
ト
ン

中
国

ア
メ
リ
カ

イ
ン
ド

ロ
シ
ア

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

日
本

Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
量

日
本

イ
ギ
リ
ス

ア
メ
リ
カ
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陸
上
競
技
に

に
お
け
る
日
本
人
に
合
っ
た
接
地

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年
生
１
名

～
テ

ー
マ

～
 

現
在
、
日
本
を
含
め
た
世
界
の
ス
プ
リ
ン
タ
ー

選
手

は
、
フ
ォ
ア
フ
ッ
ト
接
地
と
フ
ラ
ッ
ト
接
地
を
用
い
て
お
り
、
日
本
人
は
圧
倒

的
に
フ
ォ
ア
フ
ッ
ト
接
地
の
選
手
が
多
い
。
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
の
選
手
が
、
国
際
大
会
で
決
勝
・
準
決
勝
に
残
れ
な
い
原
因
は
そ
こ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
で
世
界
記
録
を
待
っ
て
い
る

・
ボ
ル
ト
氏
や
、

で
世
界
記
録
を
持
っ
て
い
る

・
ヴ
ァ
ン

二
―
キ
ル
ク
選
手
な
ど
、
世
界
の
ト
ッ
プ
選
手
は
フ
ラ
ッ
ト
接
地
で
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
我
々
日
本
人
に
合
っ
た
接
地
は
ど
ち

ら
な
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
明
ら
か
に
な
し
な
が
ら
、
解
明
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

〇
各
接
地
の
原
理

・
フ
ラ
ッ
ト
接
地

・
フ
ォ
ア
フ
ッ
ト
接
地

つ
ま
先
で
接
地

踵
付
近
ま
で
踏
み
込
む

つ
ま
先
で
離
地

つ
ま
先
で
接
地

足
首
が
同
じ
角
度

つ
ま
先
で
離
地

・
パ
ワ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン

°
で
接
地

よ
り
大
き
な
地
面
反
力

・
接
地
時
間
が
短
い

オ
ー
バ
ー
ス
ト
ラ
イ
ド
に
な
り
に
く
い

・
ス
パ
イ
ク
の
プ
レ
ー
ト
の
傾
斜
を
曲
げ
伸
ば
し
て
走
れ
る
の
で
自
身
の
バ
ネ
強
化

・
ピ
ッ
チ
が
上
が
り
や
す
く
、
落
ち
に
く
い

・
初
心
者
や
中
高
生
の
習
得
が
難
し
く
、
時
間
も
か
か
る

・
強
靭
な
筋
力
が
必
要

・
怪
我
し
づ
ら
い

〇
日
本
人
と
欧
米
人

〇
成
功
例

日
本
人

欧
米
人

桐
生
祥
秀
選
手
フ
ラ
ッ
ト
接
地
へ
の
変
更
に
よ
る
タ
イ
ム
向
上
の
例

※
前
傾
の
角
度
は
同
じ

・
重
心
の
移
動
距
離
が
小
さ
い

・
重
心
の
移
動
距
離
が
大
き
い

→
つ
ま
先
に
重
心
が
乗
り
に
く
い

→
つ
ま
先
に
重
心
が
乗
り
や
す
い

〇
考
察 今
回
は
、
主
に
日
本
人
と
欧
米
人
の
体
格
差
に
よ
る
接
地
の
特
徴
の
違
い
を
も
と
に
、
日
本
人
に
合
っ
た
接
地
を
考
え
て
き
た
。
体
格
の

差
か
ら
日
本
人
に
合
っ
て
い
る
接
地
は
フ
ラ
ッ
ト
接
地
だ
と
考
え
る
。
体
の
小
さ
な
日
本
人
が
無
理
に
つ
ま
先
に
体
重
を
乗
せ
る
と
、
力
み

や
動
作
の
空
回
り
だ
け
で
は
な
く
、
競
技
を
続
け
る
う
え
で
の
致
命
的
な
怪
我
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
環
境
な
ど
に
よ
っ
て

選
手
の
骨
格
な
ど
の
状
態
に
は
大
き
な
個
人
差
が
生
ま
れ
る
。
ゆ
え
に
一
概
に
「
日
本
人
に
は
フ
ラ
ッ
ト
接
地
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

→

－

接
地
変
更

・
年
に
一
番
大
き
く
タ
イ
ム
向
上

秒
・

年
国
体
優
勝
日
本
高
校
新
記
録

要
旨 年

々
、
地
球
温
暖
化
は

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
因

と
し
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
考
え
ら
れ
る

。
地
球
温
暖
化

は
生
態
系
へ
の
被
害
、
生
物
多
様
性
が
減
少
、
絶

滅
し
た
り
す
る

動
物
も
で
て
し
ま
う
。
何
百
年
も

か
け
て
蓄
積
さ
れ

て
き
た
原
因
に
よ

り
、
今
異
常
現
象
と
な
っ
て
私
た
ち
を

襲
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
を
抑
制
す
る
た
め
、
世
界

で
は
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

ポ
ス
タ
ー
で
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

目
的

⚫
 

年
々
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
て
地
球
に
住
ん
で
い
る
私

達
に
も
見
過
ご
せ
な
い
問
題
だ
か
ら

、私
達
は
世
界
の

人
々
が
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
影
響
し
て
い
る

と
思
う
の
で
、原

因
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が
関

心
を
持
ち
少
し
で
も
こ
の
状
況
を
改
善
で
き
る
対
策
を
し

て
欲
し
い

⚫
 

人
間
や
動
植
物
へ
の
影
響
が
な
る
べ
く

な
く
な
っ
て

ほ
し
い

⚫
 

海
面
水
位

の
上
昇
に
よ
り
世
界
の
住
め
な
く
な
る
人
を

な
く
し
た
い
。

気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル（

）の
第

次
評
価
報
告

書
（

）
に
よ

る
と
、
陸

域
と

海
上
を

合
わ

せ
た

世
界
平

均
地
上
気
温
は
、

年
か
ら

年
の
期
間
に

℃
上
昇
し
ま
し

た
。
最
近

年
の
各

年
間
は
、

年
以
降
の
、
ど
の

年
間
よ
り
も
高
温
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

産
業

革
命
以
来

、
人

間
は
石

油
や

石
炭
な

ど
の

化
石
燃

料
を

燃
や

し
て
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
取

り
出

し
、
経

済
を

成
長
さ

せ
て

き
ま
し

た
。

そ
の

結
果
、大

気
中
の

濃
度
は
、産

業
革
命
前
に
比
べ
て

も
増
加

し
ま
し
た
。

地
球

温
暖
化
は

、
私

た
ち
が

大
量

の
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
使

用
す

る
こ

と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す

。地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

私
達
、一

人
一
人
が
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す

。

⚫
 

エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
は
、
夏
は

℃
、
冬

℃
に

⚫
 

水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

⚫
 

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド
現

象
を

緩
和
す

る
た

め
に
植

物
を

育
て
ま
し

ょ
う
。

外
で
は

、
車

の
使
用

は
控

え
、
な

る
べ

く
、
バ

ス
や

電
車
な

ど
の

公
共

交
通
機
関
や
、
自
転
車

や
徒
歩
で
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
に
行
く
と
き
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

お
う
ち
で
の
省
エ
ネ

用
途

別
内

訳

暖
房

冷
房

給
湯

キ
ッ
チ
ン

照
明
家
電

自
動
車

ゴ
ミ

水
道

引
用
元

⚫
 

⚫
 

⚫
 

持 続 可 能 な 社 会 の 実 現
熊 本 県 立

水 俣 高 等 学 校

２ 年 生 ４ 名

012345

20
00

20
50

21
00

20
81

~2
10

0年
の平
均

厳し
い温

暖化
対策

を取
った

場合
（0

.3～
1.7
℃
上昇

）
現状
を上
回る
温暖
化対
策を
取ら
なか
った
場合
（2

.6~
4.8
℃
上昇
）

年
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
約

世
界
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地
震
に
強
い
建
築
物

 
 地
震
に
強
い
構
造

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２
年
生
２
名

 

 
 
免
震
構
造

 
制
震
構
造

 
耐
震
構
造
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る

 

     ■
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

 

 ■
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

 

 免
震
・
制
震

・
耐
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
模
型
の
製
作
）

 
 

免
震

モ
デ

ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

制
震

モ
デ
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

耐
震

モ
デ
ル

 

             

免
震
装
置
が
揺
れ
を

遮
断
 
 
 
 
 
制
震
装
置
が
揺
れ
を
吸
収

 
 
 
 
筋
か
い
で
揺
れ
に
耐
え
る

 

 

 
免
震

 
制
震

 
耐
震

 

家
具
転
倒
の
可
能
性

 
低
い

 
高
い

 
高
い

 

食
器
・
ガ
ラ
ス
等
飛
散
の
可
能
性

 
低
い

 
高
い

 
高
い

 

家
具
製
品
転
倒
・
破
損
の
可
能
性

 
低
い

 
高
い

 
高
い

 

躯
体
損
傷
の
可
能
性

 
極
め
て
低
い

 
高
い

 
高
い

 

建
物
の
揺
れ
方

 
建
物
は
地
面
よ
り

 

ち
い
さ
な
揺
れ
を
受
け
る

 

耐
震
よ
り
揺
れ
が
抑
え
ら
れ
る
が

 

地
表
面
よ
り
は
小
さ
く
な
ら
な
い

 

建
物
の
揺
れ
は
上
に
行
く
ほ
ど

 

大
き
く
な
る

 

メ
リ
ッ
ト

 
横
方
向
の
地
震
に
強
い

 

・
地
震
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
要

 

・
繰
り
返
し
の
地
震
に
強
い

 

・
免
震
工
法
に
比
べ
コ
ス
ト
が
安
い

 

コ
ス
ト
が
安
く
地
震
に
強
い

 

デ
メ
リ
ッ
ト

 
・
コ
ス
ト
が
高
い
・
縦
の
地
震
に
弱
い

 

・
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要

 

・
台
風
、
水
害
に
弱
い

 

耐
震
工
法
に
比
べ
コ
ス
ト
が
高
い

 

・
繰
り
返
し
の
地
震
に
弱
い

 

・
上
階
に
な
る
ほ
ど
揺
れ
が

 

大
き
く
な
る

 

免
震
構
造

 
制
震
構
造

 
耐
震
構
造

 
 

 

 

 

 

要
旨

最
初
の
テ
レ
ビ・

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ・

ゲ
ー
ム
が
テ
レ

ビ
で
、
で
き
た
時
・
売
れ
ゆ
き
な
ど

背
景

テ
レ
ビ
の
今
ま
で
の
歴
史
と
未
来
に
つ
い
て

目
的

機
械

で
一

番
身

近
だ

っ
た

の
は

テ
レ

ビ
だ

っ
た

の
で
調
べ
ま
し
た
。

歴
史

年
月

日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
で
放
送
開
始

価
格

万
円
（
当
時
の
初
任
給
の
約

倍
）

普
及
率

昭
和

年
代

％
年
代

％
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

年
代

％
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

年
が
世
界
初

「
Ｏ
Ｄ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｙ
」

リ
モ
コ
ン
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

年
最
初
は

チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
な
か
っ
た
。

ビ
デ
オ
は

年
に
開
発

年
に
録
画
が
で
き
る
よ
う
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は

年
に
開
発

テ
レ
ビ
の
情
報

世
界
最
大
の
テ
レ
ビ
は
イ
ギ
リ
ス
の

イ
ン
チ（

メ
ー
ト
ル
）

日
本
は

イ
ン
チ
、
最
小
は

イ
ン
チ

薄
型
テ
レ
ビ
は
厚
さ

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

一
番
値
段
が
高
い
の
は

憶
万
円

参
照

薄
型
テ
レ
ビ

昔
の
テ
レ
ビ
の
価
格

テ
レ
ビ
普
及
率
昭
和

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校 ２
年
生
２
名

テ
レ
ビ
に
関
す
る
知
識

・
イ
ン
チ
の
数
は
対
角
線
の
長
さ
の
こ
と

イ
ン
チ（

約
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

・
テ
レ
ビ
の
寿
命
は
約

年
未
来
の
テ
レ
ビ

年
～

年
頃
に
は
、 Ⅾ
、
Ｖ
Ｒ
、
Ａ
Ｒ
な
ど

感
想

テ
レ

ビ
の

歴
史

に
つ

い
て

調
べ

て
み

て
そ

れ
ほ

ど
昔

か
ら

あ
っ

た
わ

け
で

も
な

く
少

し
ず

つ
新

し
く

変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、ど

う
変
わ
っ
て
い
く
か
楽
し
み
で
す
。

世
界
最
大
の
テ
レ
ビ

未
来
の
テ
レ
ビ

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
普
及
率
グ
ラ
フ

全
体

男
性

女
性

単
身
世
帯

二
人
以
上
世
帯

テ
レ
ビ
の
歴
史
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子 親

働
い

た
割

に
給

料
が

少
な

い

保
育

士
が

足
り

て
い

な
い

今
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

水
俣

高
校

　
　

２
年

生
２

名

自
分

た
ち

の
知

ら
な

か
っ

た
現

状
を

深
く

理
解

す
る

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
ま

た
、

実
際

に
人

に
聞

い
た

こ
と

で
、

と
て

も
身

近
に

感
じ

る
こ

と
が

出
来

ま
し

た
。親
と

子
の

現
状

理
  由

😭😭

適
正

年
齢

に
な

っ
て

も
入

れ
な

い

仕
事

に
行

く
こ

と
が

出
来

な
い

◎
資

格
を

持
つ

人
の

5割
は

、
幼

児
教

育
の

仕
事

に
就

か
な

い
！

？

皆
さ

ん
は

現
在

、
日

本
の

保
育

士
の

人
材

不
足

が
深

刻
な

状
況

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
ま

す
か

。
そ

こ
で

私
た

ち
は

、
な

ぜ
保

育
士

が
足

り
て

い
な

い
の

か
、

保
育

士
が

足
り

て
い

な
い

こ
と

に
よ

っ
て

、
親

と
子

は
ど

う
い

う
状

況
な

の
か

調
べ

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。

引
用

文
献

　

★
賃

金
が

希
望

に
合

わ
な

い
★

休
暇

が
少

な
い

◦
責

任
の

重
さ

、
事

故
へ

の
不

安

◦
保

護
者

と
の

関
係

性
が

難
し

い

◦
教

育
研

修
体

制
へ

の
不

満

待
機

児
童

　
　
増

親
の

負
担

　
重

今
後

の
課

題

調
査

研
究

方
法

働
く

場
所

の
環

境
改

善
が

必
要

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
　

知
人

に
話

を
聞

い
た

感
想

ニ
ュ

ー
ス

で
保

育
士

不
足

に
つ

い
て

知
り

、
ど

の
く

ら
い

足
り

て
な

い
の

か
そ

の
現

状
が

気
に

な
り

、
調

べ
て

み
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

将
来

子
供

と
関

わ
る

仕
事

に
就

き
た

い
と

考
え

て
い

る
の

で
、

自
分

と
少

し
関

係
が

あ
る

と
思

い
、

調
べ

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。

38
.6

7.
4

～
今
の
日
本
の
現
状
～

現
在

の
数

足
り

て
い

な
い

数

必
要

な
数

えｒ

息
子

が
通

っ
て

い
る

保
育

園
に

娘
も

入
園

す
る

予
定

だ
っ

た
が

、
生

涯
を

持
っ

て
い

る
と

わ
か

っ
た

ら
、

入
園

を
拒

否
さ

れ
た

。
そ

の
理

由
の

一
つ

と
し

て
、

保
育

士
の

数
が

少
な

い
か

ら
面

倒
を

見
る

こ
と

が
出

来
な

い
だ

っ
た

。

日
本
の
食

料
自
給
率

に
つ
い
て

２
年
生
２
名

仮
説

・
外

国
か

ら
の

輸
入

に
頼

ら
な

く
な

る
と

、
日

本
の

経
済

力
は

上
が

る
の

で
は

な
い

か
？

・
近

く
で

と
れ

た
食

材
の

良
さ

を
知

る
こ

と
で

、
地

産
地

消
に

貢
献

で
き

る
の

で
は

な
い

か
？

調
査

方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
本
（
資
料
）

仮
説

の
検

証

１
 
日
本
の
状
況

 

日
本
は
半
数
以
上
を
外
国
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
。

２
 
先
進
国
と
の
比
較

 

自
給

率
の

数
値

が
高

い
先

進
国

と
日

本
を

比
較

す
る

と
、

そ
の
数
値
は

と
て
も
低
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

３
 
実
際
の
取
り
組
み

 

生
産

者
；

消
費

者
に

喜
ん

で
も

ら

え
る

よ
う

な
お

い
し

く
安

全
な

も

の
を

作
り

、
食

品
加

工
業

者
は

地

元
の

食
材

を
使

っ
た

加
工

食
品

に

挑
戦

し
た

り
、
ス

ー
パ

ー
な

ど
は

ど
こ

で
と

れ
た

も
の

か
わ

か
り

や

す
い

表
示

を
行

う
な

ど
。

○
直

売
所

の
運

営

直
売

所
な

ど
を

通
じ

て
産

地
直

送
の

新
鮮

な
野

菜
を

販
売

す
る

。

○
学

校
給

食
な

ど
へ

の
供

給

地
元

の
食

材
を

使
っ

た
料

理
を

出
す

。

○
観

光

そ
の

土
地

の
特

産
物

を
使

っ
た

料
理

を
出

す
。

問
題

点

１
日
本
の
食
料
自
給
率
は
世
界
と
比
較
す
る
と
低
い

先
進

国
と

日
本

の
食

料
自

給
率

を
比

較
し

て
み

る
と

、
圧

倒
的

に
低

い
と

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

私
た

ち
に

で
き

る
こ
と
は
何
が
あ
る
か
。

２
食
料
自
給
率
を
あ
げ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
と
良
い
か

国
に
学
校
や
商
業
施
設
が
協
力
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

改
善

策

１
消
費
者
に
で
き
る
こ
と

・
旬
の
食
べ
物
を
食
べ
る

・
食
べ
残
し
を
減
ら
す

・
地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
食
べ
物
を
食
べ
る

・
国
産
の
食
べ
物
に
も
っ
と
興
味
を
持
つ

２
学
校
や
商
業
施
設
な
ど

学
校

で
授

業
を

し
た

り
、

商
業

施
設

で
地

元
の

食
材

を
Ｐ

Ｒ
す
る
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

結
論

日
本

の
食

料
自

給
率

の
状

況
に

つ
い

て
興

味
を

持
ち

知
る

こ
と

か
ら

始
め

る
。

興
味

を
持

つ
こ

と
で

農
業

従
事

者
も

増
加

す
る

こ
と

に
つ

な
が

る
。

地
域

の
商

業
施

設
や

学
校

で
の

取
り

組
み

を
積

極
的

に
行

う
。

ま
ず

は
、

一
人

ひ
と

り
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。

参
考

文
献
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身
近
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

【
地
球
温
暖
化
に
よ
る
絶
滅
危
惧
種
】

身
近
に
で
き
る
対
策
は
？

・
エ
コ
バ
ッ
ク
、
マ
イ
水
筒
、
マ
イ
箸
の

３
点
セ
ッ
ト
を
心
掛
け
る
。

・
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
設
定
温
度
を

「
強
」
か
ら
「
中
」
に
下
げ
る
。

・
エ
ア
コ
ン
の
冷
房
温
度
を
２
６
度
か
ら

２
８
度
に
！
！

・
エ
ア
コ
ン
の
暖
房
温
度
を
２
２
度
か
ら

２
０
度
に
！
！

・
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
時
間
を
１
分
減
ら
す
。

・
自
家
用
車
を
な
る
べ
く
使
わ
ず
に

自
転
車
を
な
る
べ
く
使
う
。

大
切
な
こ
と
は
？

ま
ず
は
個
人
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
。

個
人
や
家
庭
で
の
行
動
が
、
実
質
的
に
効
果

が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国

を
動
か
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
る
！
！

感
想
・
展
望

今
回
調
べ
て
み
て
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
地
球

温
暖
化
対
策
で
こ
ん
な
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る

ん
だ
と
始
め
た
知
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。個

人
の
意
識
を
変
え
て
身
近
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
に
こ
れ
か
ら
し

っ
か
り
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

人
間
だ
け
で
な
く
生
物
へ
の
影
響
も
大
き
い
こ

と
が
分
か
っ
た
の
で
、世

界
中
の
人
た
ち
の
意
識

も
変
わ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

引
用
文
献
・
参
考
文
献

地
球
温
暖
化
後
の
社
会
（

年
月
）

国
際
的
な
地
球
温
暖
化
防
止
（

年
９
月
）

地
球
温
暖
化
に
よ
る
野
生
生
物
へ
の
影
響

ジ
ャ
パ
ン

地
球
温
暖
化
対
策
を
取
っ
た
場
合
と
取
ら
な
か
っ
た
場
合
で
は

図
の
よ
う
に
気
温
の
差
が
出
る
。

何
が
原
因
で
地
球
温
暖
化
に
な
っ
た
の
か
？

・
車
か
ら
出
る
排
気
ガ
ス
が
原
因
。

・電
化
製
品
か
ら
の
排
出
量
が
多
い
と
い
う
事
。

・
ゴ
ミ
の
量
が
多
い
と
い
う
事
。

・
元
々
の
原
因
は
明
治
時
代
の
石
油
危
機
！

・
日
々
の
生
活
、
洗
濯
、
テ
レ
ビ
を
見
る

エ
ア
コ
ン
を
使
う
事
等
で
も
排
出
さ
れ
て
い

い
る
。

世
界
で
の
取
り
組
み
は
？

・
京
都
議
定
書

先
進
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を

義
務
付
け
た
。

・
パ
リ
協
定

平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
に
比
べ
て

２
度
未
満
に
抑
え
る
こ
と
。

・
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約

年
に
合
意
さ
れ
た
京
都
議
定
書
の
下
で

取
り
組
み
を
本
格
化
。

介
護
施
設
と
在
宅
介
護
の
違
い

年
生
２
名

目
的

介
護
施
設
と
在
宅
介
護
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
現
在
の
介
護
問
題
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

介
護
施
設
と
在
宅
介
護
の
違
い
に
つ
い
て

介
護
施
設
と
は
、
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
や
介
助
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
る
施
設
の
こ
と
を
言
い
、
在
宅
介
護
と
は
、
家
族
が
自
宅
で
高
齢
者
を
介
護
す
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。

仮
説

仮
説
の
検
証

結
果

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

介
護
施
設

○
介
護
の
専
門
家
に
よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

○
家
族
以
外
と
の
接
触
機
会
が
増
加
し
刺
激
に
な
る
。

○
集
団
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
。

○
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

○
心
身
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
。

○
２
４
時
間
介
護
で
緊
急
の
対
応
も
専
門
家
に
よ
る
速
く
対
応
で
安

心
で
き
る
。

○
費
用
負
担
が
多
い
。

○
２
４
時
間
い
つ
で
も
自
由
に
合
う
こ
と
が
出
来
な
い
。

在
宅
介
護

○
住
み
慣
れ
た
環
境
で
家
族
と
一
緒
に
過
ご
せ
て
安
心
で
き
る
。

○
家
族
な
ら
で
は
の
心
の
こ
も
っ
た
介
護
を
受
け
ら
れ
る
。

○
家
族
で
は
介
護
の
専
門
家
の
よ
う
な
こ
と
を
で
き
ず
不
十
分
な
介
護
対
応

し
か
受
け
ら
れ
な
い
。

○
家
族
だ
か
ら
逆
に
あ
ま
り
無
理
な
こ
と
を
依
頼
で
き
な
い
も
面
も
あ
る
。

○
家
族
の
愛
情
を
２
４
時
間
い
つ
で
も
注
げ
て
、
細
か
い
希
望
や
要
望

に
も
添
え
て
満
足
度
の
高
い
介
護
が
で
き
る
。

○
費
用
負
担
が
軽
い
。

○
外
出
な
ど
が
自
由
に
出
来
な
い
。

○
高
齢
者
に
専
門
家
的
な
知
識
に
基
づ
い
た
介
護
を
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。

要
介
護
認
定
を
受
け
た
割
合

介
護
に
お
け
る
問
題
点

ま
と
め

展
望 引
用
文
献

○
高
齢
者
に
と
っ
て
在
宅
介
護
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

○
介
護
施
設
と
在
宅
介
護
の
利
用
者
数
は
ど
ち
ら
が
多
い
の
か
。

〇
ど
の
よ
う
な
介
護
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
る
。

介
護
施
設
で
は
専
門
家
に
よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
が
費

用
負
担
が
多
い
ま
た
、
介
護
施
設
に
入
り
た
く
て
も
人
数
制
限
や
従
業
員

の
不
足
に
よ
り
入
居
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。ま

た
、介

護
問
題
で
は
、こ

の
他
に
も
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
問
題

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
ま
だ
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
介
護
は
、
高
齢
化
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
一
人
一
人
が
真
剣
に

考
え
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま
し
た
。

介
護
に
お
け
る
問
題

：
介
護
難
民

●
介
護
難
民
が
増
え
る
理
由

・
高
齢
者
の
増
加

・
介
護
に
携
わ
る
従
業
員
が
不
足
し
て
い
る
。

●
介
護
難
民
の
解
決
策

国
の
対
策
→
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
地
域
密
着
型
で
高
齢
者
を
ケ
ア
）

介
護
に
お
け
る
問
題

：
老
老
介
護
・
認
認
介
護

●
老
老
介
護
・
認
認
介
護
の
原
因

・
医
療
の
進
歩
に
よ
り
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
。

●
老
老
介
護
・
認
認
介
護
の
対
策

子
供
や
兄
弟
姉
妹
、
親
戚
を
頼
る

介
護
に
お
け
る
問
題

：
高
齢
者
の
虐
待
問
題

●
高
齢
者
の
虐
待
の
実
態

・
虐
待
は
高
齢
者
の
居
宅
で
も
養
介
護
施
設
で
も
起
き
て
い
る
。

●
高
齢
者
の
虐
待
へ
の
対
策

「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行

全
国
の
老
人
福
祉
施
設
数
：
受
け
入
れ
人
数

（
２
０
１
９
年
時
点
）

施
設
：

人
→

約
１
０
０
万

人
足
り
な
い
！
！
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世
界
を
壊
す

１
９

～
ワ

ク
チ

ン
と

死
亡

者
数

の
違

い
～

熊
本

県
立

水
俣

高
等

学
校

２
年

生
２

名

仮
説

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
日
本
で
の
死
者
数
は
、
他
国
よ
り
も
少
な
い
。
本
調
査
で

は
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、

ワ
ク
チ
ン
の
存
在
に
焦
点
を
当
て
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
存
在
が
本
当
に
死
亡
者
数
の
違
い
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、
調
べ
て
み
た
。

調
査
方
法

・ 
新
聞
紙

・ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・ 
書
籍

仮
説
の
検
証

１
．
世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
死
亡
者
数

（
現
在
）

２
．

ワ
ク
チ
ン
と
は

日
本
が
他
国
に
比
べ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
者
の
人
数

が
少
な
い
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
が

ワ
ク
チ
ン
の
存
在
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
と
は
牛
の
結
核
菌
か
ら

作
る
結
核
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
こ
と
だ
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
国
が
推
奨

し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い
か
で
感
染
者
の
人
数
に
差
が
あ
る
と
い
う

理
論
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
調
べ
て
み
る
と
、
日
本
は
生
後

か
月
か
ら

か
月
の
間
に

ワ
ク
チ
ン
を
う
つ
こ
と
を
推
奨
し
て

い
る
た
め
今
回
感
染
者
を
少
な
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思

う
。
ま
た
、
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
の
死
亡
者
数

が
多
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
や
ス

ペ
イ
ン
は
、

ワ
ク
チ
ン

を
推
奨
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
今
回
被
害
が
拡
大
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
国

【
義
務
国
】

・
日
本

・
中
国

・
韓
国

・
ロ
シ
ア

【
接
種
を
義
務
し
て
い
な
い
国
】

・
イ
タ
リ
ア

・
ア
メ
リ
カ

・
ス
ペ
イ
ン

な
ど

左
の
グ
ラ
フ
で
比
較
し
て
み
る
と
、
接
種
を
義
務
化
し
て
い

る
日
本
、
中
国
、
韓
国
で
は
死
亡
者
数
が
少
な
い
。
一
方
、
イ

タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
接
種
を
義
務
化
し
て

い
な
い
国
の
死
亡
者
は
多
い
。
し
か
し
、
接
種
を
義
務
化
し
て

い
る
ロ
シ
ア
は
死
亡
者
数
が
多
い
。

？
な
ぜ
ロ
シ
ア
は
死
亡
者
数
が
多
い
の
か
？

ロ
シ
ア
は
昨
年
感
染
第
一
波
が
襲
来
し
た
際
、
当
局
は
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
を
実
施
し
て
い
た
た
め
死
亡
者
数
を

抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し

月
に
一
日
の
感
染
者
数

が
再
び
増
加
し
た
時
点
で
は
、
的
を
絞
っ
た
規
制
で
十
分
だ
と

し
て
全
面
的
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
見
送
っ
た
こ
と

が
ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感
染
者
と
死

亡
者
数
が
急
増
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

結
論

ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
ま
た
は
義
務
化
し
て
い
る
国
は
比

較
的
死
亡
者
数
が
少
な
く
、
推
奨
ま
た
は
義
務
化
し
て
い
な
い

国
は
死
亡
者
数
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
、
日
本
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
の
死
亡
者
数
は
少
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
死
亡
者
数
の
多
寡
に
は

ワ
ク
チ
ン
と
の
関

係
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
仮
説
は

正
し
い
と
推
察
で
き
る
。

参
考
文
献

（
）
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00
00

0

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

日
本

ブ
ラ
ジ
ル

ロ
シ
ア

カ
ナ
ダ

イ
ン
ド

フ
ラ
ン
ス

イ
タ
リ
ア

ス
ペ
イ
ン

韓
国

中
国

･･
･

ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
国

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
と

各
国

の
対

策

熊
本

県
立

水
俣

高
等

学
校

２
年

生
３

名

仮
説

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル
ス

へ
の

世
界

各
国

の
対

策
の

違
い

が
、
感

染
者

数
に
大

き
な
影
響
を
及

ぼ
し

た
と

考
え

た
。
本

調
査

で
は

、
特

に
感

染
者

数
の

違
い

が
浮

き
彫

り
に

な
っ
た
ア
メ

リ
カ
、

日
本

、
韓

国
に

焦
点

を
当

て
、

対
策

の
違

い
に

つ
い

て
調

べ
た

。

検
証

方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

②
書
籍

③
新
聞

仮
説

の
検

証

１
世

界
各

国
の

感
染

者
数

の
比

較

・
世
界

感
染
者
数
の
合
計
：
約
９
６
２
０
万

死
亡
者
数

の
合
計
：
約
２
０
６
万

（
現
在

）

２
ア

メ
リ
カ

、
日

本
、
韓

国
の

対
策
と

そ
の

結
果

ア
メ

リ
カ

ト
ラ

ン
プ

大
統

領
な

ど
の
マ

ス
ク

義
務

化
を

断
固

反
対

す
る

人
々

が

い
た

た
め

、
マ

ス
ク

に
よ

る
感

染
予

防
の

徹
底

が
で

き
ず

、
感

染
拡

大
し

て
し
ま
っ
た
。

日
本

ロ
ッ

ク
ダ

ウ
ン

を
行

わ
な

か
っ

た

が
、

感
染

拡
大

の
責

任
を

負
い

た
く

な
い

と
い

う
リ

ス
ク

回
避

の
心

理
の

働
き

と
３

密
を

避
け

る
こ

と
で

感
染
拡
大
を
防
い
だ
。

韓
国

大
量

の
検

査
を
可
能
に
し
た

事
前

の
備

え
と

迅
速

な
対

応
や

病
院

の
負

担
と

感
染

リ
ス

ク
を

最
小

限
に

抑
え
る
治
療
態
勢
、

技
術

に
よ

る
感

染
経

路
の

追
跡

が
あ
っ
た
。

結
果 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
は

、
世

界
で

と
て

も
流

行
し

て
お

り
、
世
界
各
国
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

な
ど

の
感

染
者

が
増

え
た

国
で

は
、

感
染

の
予

防
と

対
策

に

す
ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

日
本

や
韓

国
な

ど
は

、
政

府
の

徹
底

し
た

取
り

組
み

と
国

民

の
予

防
意

識
の

高
さ

か
ら

、
爆

発
的

な
感

染
を

抑
え

る
こ

と

が
出
来
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
発
熱
が
４
日
以
上
続
く
な
ど

の
条
件
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
っ
て
、

検
査

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
検

査
費

用
に

つ
い

て

も
韓
国
が
安
く
、
受
け
や
す
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
韓
国
で
は

年
に
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
流
行
し
た
際
に

感
染

症
対

策
法

が
改

正
さ

れ
、

個
人

情
報

の
提

供
を

要
請

す

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
過

去
の

経

験
が
、
今
回
の
感
染
経
路
の
追
跡
に
繋
が
っ
た
。

展
望 私
た

ち
は

、
こ

の
結

果
を

見
て

こ
れ

か
ら

の
世

界
各

国
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
へ

の
対

策
・

対
応

が
迅

速
に

行
え

る

と
思

う
。

過
去

の
経

験
や

今
回

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

流

行
は

、
こ

れ
か

ら
の

感
染

拡
大

の
対

策
に

大
き

く
関

わ
っ

て

い
く

だ
ろ

う
。

世
界

で
ワ

ク
チ

ン
の

使
用

も
進

ん
で

い
る

た

め
、

よ
り

一
層

被
害

を
抑

え
る

こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ

て
い

く
と

思
う

。
現

在
第

３
波

が
き

て
い

る
状

況
で

私
た

ち

に
で
き
る
こ
と
は
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
感
染
対
策
に
努

め
る
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
の
情
報
を
取
り
入
れ
、
気
に

か
け
て
い
き
た
い
。

参
考

文
献

① ② ③
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感
染
者
数

79



私
た

ち
に

で
き

る
地

域
活

性
化

２
年
生
２
名

動
機

水
俣

の
イ

ベ
ン

ト
や

観
光

事
業

の
衰

退
、

少
子

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
と

感
じ

私
た

ち
に

で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
。

水
俣

の
現

状

水
俣

の
人

口
変

化
歳

出

問
題

点

・
高
齢
者
の
割
合
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、

全
体
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

に
よ

り
労

働
者

の
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

い

る
。

・
地
方
債

が
増
加
し
て
い
る
。

・
財
政
構
造
が
硬
直
化
し
て
い
る
。

提
案

～
フ

ェ
ア
ト
レ

ー
ド

と
は
～

発
展
途
上
国
な
ど
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
政
策
。

私
た

ち
が

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
商

品
を

買
う

こ
と

で
生

産
者

に

適
切
な
給
料
が
支
払
わ
れ
る
。

～
フ

ェ
ア
ト
レ

ー
ド

が
与
え

る
効

果
～

・
労
働
者
の
利
益
が
増
え
る
。

・
社
会
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

・
産
業
の
活
性
化

～
フ

ェ
ア
ト
レ

ー
ド

の
広
が

り
～

自
治

体
に

よ
る

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
の

指
示

や
支

援
を

日
本

で

は
、
熊
本
市
が
初
め
て
行
っ
た
。
熊
本
市
は
、
世
界
で

番

目
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
に
指
定
さ
れ
た
。
最
近
で
は
コ

ン
ビ

ニ
や

チ
ェ

ー
ン

店
で

も
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。

結
論

・
水
俣
市
の
商
品
に
マ
ー
ク
を
設
定
し
、
市
民
や
他
の

地
域

の
人

々
が

積
極

的
に

水
俣

の
商

品
を

買
う

よ
う

に
す
る
。

・
若
者
や
子
供
た
ち
が
、
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
増
や
し
、
主
催
者
な
ど
に
も
利
益
を
与
え
る
。

・
ロ

ー
ズ

フ
ェ

ス
タ

な
ど

の
大

き
な

イ
ベ

ン
ト

に
私

達
が
積
極
的
に
参
加
す
る
。

・
水

俣
市

の
魅

力
を

も
っ

と
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

私
達
が
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
を
発
信
す
る
。

歳
歳

歳
以
上

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費公

債
費

災
害
復
旧
費

L
if

es
ty

le
-r

el
at

ed
 d

is
ea

se
２
年
生
４
名

要
旨 生
活
習
慣
が
原
因
で
が
ん
に
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
生
活
習
慣
が
影
響
し
て
い
る
か
調
べ
た
う

え
で
、
水
俣
高
校
の
生
徒
・
先
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
今
後
生
活
習
慣

病
予
備
軍
に
あ
た
る
人
達
に
生
活
習
慣
の
改
善
と
正
し
い
生
活
習
慣
を
心
が
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
問
い
か
け
た
い
。

背
景

①
毎
日
腹
一
杯
食
べ
る

②
早
食
い

③
濃
い
味
付
け
が
好
き

④
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
ご
飯
(添
加
物
を
多
く
含

む
も
の
)を
よ
く
食
べ
る

⑤
食
事
時
間
が
不
規
則

(2
1時
以
降
に
な
る
こ
と
が
多
い
)

⑥
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
定
期
的
に
行
う

⑦
一
日
の
ゲ
ー
ム
時
間
が
長
い

⑧
十
分
な
睡
眠
時
間
が
取
れ
て
い
る

⑨
過
度
の
飲
酒
を
し
な
い

⑩
喫
煙
を
し
な
い沈
黙
の
病
気

【
以
前
】
成
人
病

→
【
現
在
】
生
活
習
慣
病

男
子
：
コ
ン
ビ
ニ
の
ご
飯
を
食
べ
る

濃
い
味
付
け
が
好
き

毎
日
腹
一
杯
食
べ
る

女
子
：
コ
ン
ビ
ニ
の
ご
飯
を
食
べ
る

食
事
時
間
が
不
規
則

毎
日
腹
一
杯
食
べ
る

男
性
：
早
食
い

濃
い
味
付
け
が
好
き

食
事
時
間
が
不
規
則

女
性
：
コ
ン
ビ
ニ
の
ご
飯
を
食
べ
る

早
食
い

食
事
時
間
が
不
規
則

〇
濃
い
味
付
け
が
好
き

→
お
酢
・
出
汁
を
使
っ
て
料
理

〇
毎
日
腹
一
杯
食
べ
る

→
腹
八
分
目
で
や
め
る

ア
ン
ケ
ー
ト
（
質
問
項
目
）

結
果
①

結
果
②

生 徒 先 生

生
徒

先
生

改
善
策

健
康
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
一
人
ひ
と

り
が
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

み
ん
な
で
正
し
い
生
活
習
慣
を
意
識
し
て
、
健

康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

ま
と
め

年
齢
別
の
が
ん

20
～
30
代
子
宮
頸
が
ん

40
代
男
性
：
胃
が
ん

女
性
：
乳
が
ん

50
代
食
道
が
ん
肺
が
ん

60
代
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
高
ま
る

80



１
９

５
０

年
代

に
水

俣
で

起
き

た
、

水
銀

に
よ

る
水

質
汚

染
は

、
国

を
通

し
て

様
々

な
対

策
を

行
っ

て
き

た
。

そ
こ

で
、

他
国

で
起

こ
っ

た
水

質
汚

染
と

そ
の

対
策

に
つ

い
て

、
日

本
と

他
国

の
違

い
が

気
に

な
っ

た
た

め
、

調
べ

る
こ

と
に

し
た

。

水
質

汚
染

と
水

質
汚

濁
の

違
い

・
水

質
汚

染
工

場
や

田
畑

で
使

用
さ

れ
た

有
害

な
化

学
薬

品
が

流
れ

込
み

、
生

物
に

害
を

及
ぼ

す
こ

と
。

・
水

質
汚

濁
直

接
生

物
に

と
っ

て
毒

に
な

ら
な

い
も

の
の

こ
と

で
あ

る
。

日
本

年
～

年
代

富
山

県
、神

通
川

下
流

域
の

水
を

使
用

し
た

人
に

症
状

が
発

生
原

因
：
亜

鉛
精

錬
所

の
排

水
に

含
ま

れ
て

い
た

カ
ド

ミ
ウ

ム
年

代
水

俣
湾

で
メ

チ
ル

水
銀

を
大

量
に

含
ん

だ
魚

介
類

を
食

べ
た

人
に

様
々

な
症

状
が

発
生

原
因
：
チ

ッ
ソ

の
排

水
に

含
ま

れ
て

い
た

有
機

水
銀

対
策

：
湖

沼
水

質
保

全
特

別
設

置
法

ア
メ

リ
カ

年
～

年
ミ

シ
ガ

ン
州

、デ
ト

ロ
イ

ト
近

郊
の

町
フ

リ
ン

ト
で

水
道

水
の

鉛
汚

染
が

発
生

原
因

：
水

道
水

そ
の

も
の

対
策

：
給

水
管

の
取

り
替

え

中
国

年
村

人
の

半
数

以
上

が
が

ん
に

な
る

「
が

ん
村

」
増

加
原

因
：

飲
用

水
対

策
：

中
国

政
府

が
億

ド
ル

（
兆

円
）

を
環

境
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

投
資

長
江

中
流

域
の

ダ
ム

に
力

を
入

れ
る

。

日
本

の
水

質
汚

染
は

、産
業

排
水

が
原

因
だ

っ
た

が
、他

国
の

水
質

汚
染

は
、環

境
に

よ
る

も
の

が
多

い
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。
対

策
に

つ
い

て
は

、
そ

の
国

に
合

わ
せ

た
対

策
を

取
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
こ

れ
か

ら
も

、
ほ

か
の

国
の

水
質

汚
染

に
つ

い
て

調
べ

て
い

き
た

い
。

水
質

汚
染

と
水

質
汚

濁
の

違
い

水
と

暮
ら

し
フ

リ
ン

ト
の

た
め

に
立

ち
上

が
れ

日
本

国
内

に
お

け
る

水
質

汚
染

公
害

の
原

点
、

水
俣

病
と

イ
タ

イ
イ

タ
イ

病
日

本
の

水
質

汚
染

の
歴

史
と

そ
の

原
因

鉛
の

波
紋

ア
メ

リ
カ

史
上

最
悪

の
水

質
汚

染
公

害
か

ら
住

民
を

守
っ

た
科

学
者

世
界

の
環

境
問

題
第

巻
中

国
第

巻
日

本

要
旨

背
景

各
国

が
行

う
水

質
汚

染
対

策
に

つ
い

て

結
果 ま

と
め

引
用

文
献

・
参

考
文

献

２
年

生
３

名

よ
り

よ
い

生
活

を
送

る
た

め
に

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年
生
３
名

仮
説

コ
ロ
ナ
渦
で
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
多
く
今
後
も
続
く
と
予
想
し
た
た
め
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
生
活
に
つ
い
て
着
目
し
た
。

検
証

方
法

・ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・ 
本

背
景

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ

る
自

粛
期

間
中

に
生

活
の

乱

れ
が

多
く

見
ら

れ
た

た
め

改

善
方

法
が

な
い

価
値

気
に

な

っ
た
手
こ
の
テ
ー
マ
を
立
て
た

。

結
果 生
活
習
慣
病
に
よ
る
主
な
病
気

【
子
ど
も
】

・
動
脈
硬
化

・
糖
尿
病

・
高
血
圧

原
因
：
脂
肪
分
や
糖
分
の
と
り
す
ぎ
、
身
体
を
動
か
す

機
会
が
減
っ
て
い
る
。

〈
年
齢
別
階

層
別
生

活
習
慣

病
疾
患

〉

【
大
人
】

・
脳
卒
中

・
高
血
圧

原
因
：

喫
煙

飲
酒

食
事

運
動
不
足

問
題

点

１
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
で

イ
ン

ス
タ

ン
ト

食
品

や
既

製
品
が
簡
単
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
た
め

２
外
食
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る

３
夜
型
の
生
活
で
夜
食
な
ど
の
間
食
が
増
え
た

４
食
事
の
内
容
が
野
菜
や
魚
か
ら
肉
中
心
に

５
自

動
販

売
機

で
ジ

ュ
ー

ス
や

炭
酸

飲
料

を
簡

単
に

飲
め

る ６
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
す
る
人
が
増
え
た

改
善

策
【
動
脈
硬
化
】

魚
を
１
日
１
食
取
る
こ
と
が
理
想

→
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る

【
糖
尿
病
】

き
の
こ
類
、
海
藻
類
、
野
菜
、
も
ち
麦
を
と
る

→
野
菜
な
ど
か
ら
食
べ
始
め
る
と
血
糖
値
の
上
昇
が

ゆ
る
や
か
に
な
る

【
高
血
圧
】

カ
リ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
と
る
こ
と
が
必
要

血
圧
が
高
く
な
っ
た
ら
４
㎏
の
減
少
を

→
血
圧
降
下
に
つ
な
が
る

【
脳
卒
中
】

塩
分
、
糖
質
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
と
り
す
ぎ
に
注
意

→
食
物
繊
維
と
抗
酸
化
食
品
を
積
極
的
に
と
る

水
分
を
た
く
さ
ん
と
る

結
論

食
生

活
と

合
わ

せ
て

運
動

を
行

う
と

、
血

液
の

低
下

、
肥

満

解
消
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る
。

各
種
の
病
気
に
対
応
し
た
改
善
策
を
行
う
こ
と
が
大
事

参
考

文
献

・
年

月
高
校
生
ラ
ボ
☆

調
べ

・
出
典

健
康
保
険
組
合
連
合
会
「
平
成

年
度
生
活
習
慣

病
医
療
費
の
動
向
に
関
す
る
調
査
分
析

・
決
定
版

栄
養
学
の
基
本
が
ま
る
ご
と
わ
か
る
辞
典

・
正
し
く
知
れ
ば
体
が
変
わ
る

！
栄
養
素
の
摂
り
方
便
利

帳
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音
楽
で
人
々
は
元
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

水
俣
高
校
２
年
生

５
名

背
景

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
音
楽
の
力
に
よ
っ
て
元
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
私
た
ち
は
音
楽
の
力

は
、
人
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
音
楽
に
は
ど
の
よ
う
な
力
が
あ
る
の
か
気
に

な
っ
た
の
で
こ
の
テ
ー
マ
を
立
て
ま
し
た
。

目
的

音
楽
を
聴
い
て
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
元
気
づ
け
ら
れ
た
の
か
気
に
な
っ
た
か
ら
。

音
楽
と
人
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
気
に
な
っ
た
か
ら
。

調
査
研
究
手
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
SN

Sの
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能

結
果

今
ま
で
に
音
楽
を
聴
い
て
元
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
10

0人
に
と
っ
た
。

人
間
は
そ
の
時
の
感
情
に
よ
っ
て
、
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
や
遅
い
曲
を
選
ん
で
音

楽
を
聴
く
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
嬉
し
い
時
に
は
メ
ジ
ャ
ー
・
キ
ー
の
曲

(長
調
)、
悲
し
い
時
に
は
マ
イ
ナ
ー
・
キ
ー
の
曲
(短
調
)を
聴
く
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。

ま
と
め

３
拍
子
の
リ
ズ
ム
が
人
の
心
理
・
脳
そ
し
て
身
体
に
い
い
影
響
を
与
え
る
の
に
は
、
人
の
心
臓
の
鼓
動
が
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
元
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

引
用
文
献
・
参
考
文
献

…
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(「
音
楽
は
な
ぜ
人
に
喜
び
を
与
え
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の
か
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と
い
う
長
年
続
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議
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決
着
)

…
ht
tp
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/ja
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(音
楽
は
脳
や
心
に
ど
の
よ
う
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影
響
を
与
え
る
の
か
)

…
ht
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18
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42
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.h
tm
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(「
三
拍
子
」
が
ヒ
ト
の
心
身
に
い
い
影
響
を
与
え
る
！
？
)

…
ht
tp
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7/

(音
楽
に
助
け
ら
れ
た
と
思
う
瞬
間
TO

P3
)

…
ht
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s:/

/y
ah
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/s
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_O
E

３
拍
子
が
人
の
身
体
に
い
い
影
響
を
与
え
る
理
由
🌌🌌

96
%

4%

は
い

い
い
え

日
本
の
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
健
全
な
成
人
男
性
を
対
象
に
２
拍
子
、
３
拍
子
、

４
拍
子
の
音
を
ラ
ン
ダ
ム
に
聞
か
せ
て
各
拍
子
に
お
け
る
心
拍
変
動
を
測
定
し
た
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
す
べ

て
の
拍
子
で
副
交
感
神
経
活
動
が
平
常
時
と
比
べ
て
増
加
し
た
。
ま
た
、
特
に
３
拍
子
の
聴
取
に
よ
っ
て
、
心
拍

数
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
３
拍
子
は
、
他
の
拍
子
に
比
べ
て
副
交
感
神
経
の
活
動
を
よ
り
促
進
さ
せ
る
特
徴
を

持
ち
、
生
体
調
査
に
与
え
る
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
色
覚
異
常
に
つ
い
て

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年
生
２
名

【
仮
説
】
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
色
覚
異
常
者
に
寄
り
添
う
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

【
背
景
】

○
色
覚
異
常

（
医
学
用
語

と
し
て
使
用

）
・・
・正
常
と
さ
れ

る
他
の
大
勢
の
人
と
は
色
が
異
な
っ
て
見
え
て
し
ま
う
状
態
。

○
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン
・・
・色
使
い
に
配
慮

し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

【
動
機
】

色
覚
異
常
と
い
う
症
状
や
、カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、色
々
な
方
々
に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
。

教
育
現
場
で
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
チ
ョ

ー
ク
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。製
造
に
は
、大
学
教
授

法
人

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
機
構
が
携
わ
り
、色
弱
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
く
見
え
る
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

色
覚
チ
ョ
ー
ク
を
導
入
し
た
学
校
か
ら

『
赤
い
文
字
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
』

『
以
前
よ
り
文
字
が
明
る
く
、
輪
郭
が
は
っ
き
り
し
た
』

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
結
論
・展
望
】

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
、色
覚
異
常
者
に
配
慮
し
た
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
が
沢
山
あ
る
。こ
れ
か
ら
も
、カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
調
べ
て
い
き
、多
く
の
方
々
に
認
知
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
広
め
て
い
き
た
い
。

【
参
考
文
献
】
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そ
の
色
づ
か
い
、実
は
見
に
く
い
か
も
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表
現
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安
全
標
識
は
、遠
く
か
ら
で
も
容
易
に
「
禁
止
」
、「
安
全
」
な
ど
の
指
示
内
容
が
一
目
で
認
識
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、そ
の
認
識

性
は
デ
ザ
イ
ン
と
色
使
い
に
左
右
さ
れ
る
。対
応
す
る
国
際
標
準
と
の
整
合
を
保
ち
つ
つ
、多
様
な
色
覚
を
持
つ
人
々
の
安
全
標
識
に
対

す
る
認
識
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、色
の
組
み
合
わ
せ
に
対
す
る
認
識
性
調
査
に
よ
り
選
定
し
た
色
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
カ
ラ

ー
）
」
を
採
り
入
れ
た

（
図
記
号
－
安
全
色
及
び
安
全
標
識
－
安
全
色
の
色
度
座
標
の
範
囲
及
び
測
定
方
法
）
の
改
正

を
行
っ
た
。（
安
全
色
及
び
安
全
標
識
に
関
す
る

改
正
よ
り
引
用
）

多
様
な
色
覚
を
持
つ
人
々
や
訪
日
外
国
人
を
含
め
、

多
く
の
人
々
の
安
全
の
確
保
及
び
利
便
性
の
向
上
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
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芸
術
が
生
み
出
す
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年
生
５
名

目
的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
幅
広
い
世
代
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

文
化
・
国
籍
・
年
齢
・
性
別
の
違
い
に
関
係
な
く
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
々
に
使
い
や
す
い
製
品
や
環
境
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー

〈
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
に
つ
い
て
〉

理
解
し
て
い
る

理
解
し
て
い
な
い

高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た
方
な
ど
、
特
定
の
人
た
ち

に
と
っ
て
の
バ
リ
ア
を
な
く
す
と
い
う
考
え
方
。

ま
と
め

・
若
い
人
は
学
校
の
授
業
で
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
知
る
機
会
が
多
い
の
で
、
認
知

度
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
年
齢
が
高
い
人
は
知
る
機
会
が
少
な
く
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

0%20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

15
～

19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

多
文
化
共
生
・
異
文
化
理
解
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン

～
日
本
と
外
国
の
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
～

背
景
多
く
の
人
々
が
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
中
で
異
文
化
同
士
の
デ
ザ
イ
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

目
的
日
本
と
海
外
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
気
に
な
っ
た
か
ら
。

２
年
生
２
名

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
違
い

〇
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
：
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用
可
能
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
」

〇
相
違
点
：
「
デ
ザ
イ
ン
対
象
を
障
害
者
に
限
定
し
て
い
な
い
」

結
果

【
共
通
点
】

〇
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

〇
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

・
幅
の
広
い
改
札
が
あ
る
。

・
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
。

結
論
・
ま
と
め

日
本
と
海
外
は
そ
の
国
独
自
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
そ
の
国
独
自
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
、
た
く

さ
ん
の
人
々
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
な
る
。
ど
の
国
で
も
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
に
な
る
よ
う
い
ろ
ん
な

対
策
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

展
望

〇
日
本
に
あ
っ
て
海
外
に
は
な
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

〇
日
本
や
海
外
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
、
異
文

化
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。

〇
日
本
と
海
外
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
違
い
を
確
認
し
、
異
文
化
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

引
用
文
献

・
公
開
年
：
20

19
年
5月

・
W
eb
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル
：
日
本
と
外
国
の
車
イ
ス
移
動

・
UR

L：
w
hi
ll.
in
c/
jp
/c
ol
um

n/
19

_o
ve
rs
ea
s_
w
he

el
ch
ai
r

<海
外
>

<日
本
>

＜
日
本
＞

＜
海
外
＞

◎
幅
の
広
い
改
札

◎
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
法
律

ア
メ
リ
カ

ド
イ
ツ

日
本

フ
ラ
ン
ス

AD
A

障
害
者
平
等
法
障
障
害
者
基
本
法

障
害
の
あ
る
人
々
の
権
利
と
機
会
の
平
等
、
参
加
お
よ
び

民
権
に
関
す
る
法
律
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勉
強
に
集
中
で
き
な
い
。

集
中
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

Ｈ

Ｍ
ｅｔ
ｈ
ｏｄ
ｓ

色
の
濃
さ

薄

⚫
 

濃

（
グ
ル
ー
プ
）

１
位
４
回
目
（
グ
ル
ー
プ
が
黄
色
）

２
位
２
回
目
（
グ
ル
ー
プ

が
青
）

３
位
１
回
目
（
グ
ル
ー
プ
が
通
常
）

４
位
３
回
目
（
グ
ル
ー
プ
が
赤
色
）

２
年
生
３
名

色
と
集
中
力
の
関
係
性

照
明
の
色
は
人
の
集
中
力
に
影
響
を
与
え
る
か
。

照
明
の
色
の
方
が
影
響
が
あ
り
特
に

寒
色
系
の
方
が
集
中
力
が
高
ま
る
。

①
適
性
検
査

②
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

③
対
象
：グ
ル
ー
プ
Ａ
照
明
の
色
を
変
え
る
。

グ
ル
ー
プ
Ｂ
照
明
の
色
を
変
え
な
い

。

黄赤青

通
常

正
答
率

グ
ル
ー
プ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
Ａ

正
答
率
（
グ
ル
ー
プ
）

１
位
黄
色

２
位
青
色

３
位
通
常

４
位
赤
色

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

通
常

青
赤

黄

通
常
６
４
％

青
２
４
％

赤
０
％

黄
１
２
％

ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
例

①
色
の
比
較

②
照
明
以
外
の
影
響
・照
明
の
濃
さ
・回
数
・検
査
の
難
易
度

色
の
照
明
の
中
で

番
解
き
や
す
か
っ
た
色
は
何
で
す
か
？

白
・赤
・青
・黄
（
１
番
解
き
や
す
か
っ
た
色
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。）

ア
ー
ト
で
熊
本
を
盛
り
上
げ
る

 

水
俣

高
等

学
校

２
年
生
２
名

背
景

今
、

私
た

ち
の

地
元

は
昔

に
比

べ
活

気
が

無
く

な
っ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
、

祭
り

が
小

規
模

に
な

っ
て

い
た

り
、

施
設

が
な

く
な

っ
た

り
し

て
い

る

目
的

映
画

や
漫

画
、

ア
ニ

メ
の

影
響

は
大

き
く

撮
影

地
や

作
品

の
舞

台
と

な
っ

た
と

こ
ろ

を
見

て
回

る
、

い
わ

ゆ
る

聖
地

巡
礼

が
大

き
な

経
済

効
果

を
も

た
ら

し
て

い
る

こ
と

が
調

べ
て

分
か

っ
た

。
そ

こ
で

、
地

元
熊

本
が

舞
台

の
映

画
な

ど
を

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
ま

と
め

て
紹

介
し
、

「
行

っ
て

み
た

い
」

と
思

っ
て

も
ら

い
た

い
。

Ｕ
Ｒ

Ｌ

朝
日

新
聞

0
20

40
60

80

女

い
い
え
男女

は
い
男聖
地
巡
礼
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
？

上
の

グ
ラ

フ
か

ら
女

性
の

方
が

聖
地

巡
礼

を
し

た
こ

と
が

あ
る

割
合

が
多

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
ま

た
、

今
後

行
っ

て
み

た
い

と
思

っ
て

い
る

割
合

も
女

性
の

方
が

多
か

っ
た

。
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
る

と
き

、
女

性
に

人
気

が
あ

る
も

の
を

中
心

に
作

っ
た

方
が

い
い

と
考

え
ら

れ
る

。

調
査

研
究

手
法

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ど

の
よ

う
な

作
品

が
ど

れ
だ

け
経

済
効

果
が

あ
る

か
調

べ
る

。
聖

地
巡

礼
を

な
ぜ

す
る

の
か

調
べ

る
。

ま
と

め
今

回
の

研
究

で
は

、
ど

の
よ

う
な

人
に

向
け

て
作

る
か

考
え

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

試
作

を
作

っ
た

。
約

万
人

が
映

画
の

聖
地

巡
礼

を
し

て
い

る
と

い
う

デ
ー

タ
も

あ
る

の
で

、
今

後
も

っ
と

工
夫

す
れ

ば
地

元
を

盛
り

上
げ

る
こ

と
が

出
来

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

る
。

84



実
質

で
見
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

日
本
・
外
国
経
済
へ
の
影
響
（
米
・
中
の
場
合
）

出
典

日
本
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

米
国
商
務
省
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

中
国
国
家
統
計
局
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

２
年
生
１
名

〇
目
的

新
形
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
を
予
測
し
、
多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
事

〇
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

新
形
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
日
本
・
米
国
・
中
国
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か

〇
仮
説

日
本
・
米
国
・
中
国
の
中
で
、
特
に
米
国
が
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
い
る

〇
方
法 年

度
の
四
半
期

前
期
比

ご
と
の
実
質

成
長
率
の
デ
ー
タ
と
、
当
時
の
感
染
者
状
況
、
感
染
症
・
経
済
対
策
を
踏
ま
え
、
比
べ
て
み
る

〇
用
語
解
説

・
実
質

GD
P…

物
価
の
変
動
に
よ
る
影
響
を
取
り
除
き
、
そ
の
年
に
生
産
さ
れ
た
本
当
の
価
値
を
算
出
し
た
も
の

・
四
半
期
…

年
を
四
等
分
し
た
期
間

月
～

月
を
第
１
四
半
期
、

月
～

月
が
第
２
四
半
期
、

月
～
９
月
を
第

四
半
期
、

月
～

月
を
第

四
半
期
と
い
う

・
前
期
比
…
今
期
と
前
の
期
を
比
較
し
た
と
き
の
割
合

【
日
本
】

【
累
計
感
染
者
数
】

万
人

【
経
済
対
策
】

万
円
給
付
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

各
助
成
金
・
支
援
金

【
感
染
症
対
策
】
緊
急
事
態
宣
言

外
出
自
粛
要
請

営
業
時
間
短
縮
要
請

各
対
策
の
簡
単
な
概
要

・
万
円
給
付
金
…
国
民
一
人
一
人
に
対
し
て
一
律

万
円
を
給
付
す
る

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
…
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ー
ト
・
イ
ベ
ン
ト
・
商
店
街
が
あ
り
条
件
を
満
た
せ
ば
割
引
や
支
援
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
る

・
各
助
成
金
・
支
援
金
…
失
業
手
当
や
経
営
悪
化
に
伴
う
損
失
補
填
な
ど
で
様
々
な
分
野
に
支
援
す
る

【
米
国
】

【
累
計
感
染
者
数
】

万
人

【
経
済
対
策
】

万
給
付
金

失
業
者
支
援
金

中
小
企
業
貸
付
金

【
感
染
症
対
策
】
外
出
禁
止
令

都
市
封
鎖

各
対
策
の
簡
単
な
概
要

・
万
円
給
付
金
…
国
民
一
人
一
人
に
対
し
て
一
律

万
円
を
給
付
す
る

・
失
業
者
支
援
金
…
失
業
者
に
対
し
て
一
定
の
支
援
金
を
支
給
す
る

・
中
小
企
業
貸
付
金
…
中
小
企
業
に
対
し
て
金
利

％
で
国
が
貸
し
付
け
る
も
の

【
中
国
】

【
累
計
感
染
者
数
】

万
人

【
経
済
対
策
】
消
費
券

関
連
事
業
投
資

【
感
染
症
対
策
】
都
市
封
鎖

各
対
策
の
簡
単
な
概
要

・
消
費
券
…
正
式
名
「
全
国
共
通
消
費
券
」
ス
マ
ホ
決
済
で
購
入
す
る
際
に
消
費
券
を
使
い
、
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

・
関
連
事
業
投
資
…

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
を
整
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
う

〇
結
果

予
想
通
り
、
米
国
が
全
体
的
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
い
た
が
、
第

四
半
期
で
ど
の
国
も
プ
ラ
ス
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

〇
今
後
に
つ
い
て
の
考
察

【
日
本
】
…
経
済
活
動
が
再
開
し
て
活
気
づ
い
て
き
て
い
る
が
、
感
染
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
感
染
症
対
策
と
経
済
活
動
を
ど
う
両
立
さ
せ
て
い
く
か
が

重
要
に
な
る
と
思
う

【
米
国
】
…
経
済
は
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
大
統
領
選
な
ど
の
影
響
で
コ
ロ
ナ
対
策
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
く
か
が

重
要
に
な
る
と
思
う

【
中
国
】
…
早
期
の
感
染
者
対
策
に
よ
っ
て
、
現
在
は
抑
え
込
み
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
状
況
の
た
め
、
現
状
維
持
を
続
け
れ
ば
特
に
問
題
な
い
よ
う
に
思
う

成長率

四
半
期
別
実
質

成
長
率
（
前
期
比
）

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
及
ぼ
す
影
響
と
そ
れ
を
効
果
的
に
伝
え
る
方
法

２
年
生
４
名

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て

調
査
・仮
説

〈
ポ
ス
タ
ー
掲
示
〉
〈
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・仮
説
〉

１
．マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
。

→
知
っ
て
い
る
人
の
ほ
う
が
多
い

２
．

・
の
ポ
ス
タ
ー
を
ど
こ
で
見
た
か
。

→
人
通
り
の
多
い
自
動
販
売
機
が
多
い

３
．

・
ど
ち
ら
の
ポ
ス
タ
ー
が
印
象
に
残
っ

た
か
。理
由
は
な
に
か
。

→
絵
が
多
い
Ａ
の
ポ
ス
タ
ー
の
方
が
印
象
に
残
り

や
す
い

４
．
今
後
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
が
あ
れ
ば
、

見
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。

→
タ
レ
ン
ト
や
有
名
人
が
載
っ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

考
察

結
果
か
ら
絵
が
多
い
ポ
ス
タ
ー
が
よ
く
目
に
つ
く
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
人
の
目
を
引
く
よ
う
な
明
る
い
色
だ
と
ど
う
な
る
の
か
調
べ
た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
多
く

の
人
が
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
で
は
な
く
直
接
訴
え
た
ほ
う
が

よ
り
多
く
の
人
に
危
険
性
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

＜
結
果
＞

１
、

 は
い
…
６
６
％

い
い
え
…
３
４
％

２ ３ ４見
て
い
な
い

事
務
室
前

自
動
販
売
機

体
育
館

図
書
館
前

職
員
室

生
徒
昇
降
口

Ａ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
場
所

見
て
な
い

自
動
販
売
機

事
務
室
前

図
書
館
前

体
育
館

職
員
室
前

生
徒
昇
降
口

Ｂ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
場
所

そ
の
他
・
無
回

答

何
を
伝
え
た
い
か
が
分

か
り
や
す
か
っ
た

絵
が
多
か
っ
た

文
字
が
多
か
っ

た

実
際
の
写
真
が
あ
っ
た

印
象
に
残
っ
た
理
由

文
字
が
多
い

有
名
人
が
載
っ

て
い
る

実
際
の
写
真
が

載
っ
て
い
る

絵
が
多
い

今
後
見
た
い
ポ
ス
タ
ー 引

用

・
千
葉
商
科
大
学

・
デ
ー
タ
の
時
間

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド

・
日
本
消
費
者
連
盟

・
岐
阜
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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～
牡
蠣
養
殖
を
通
じ
た
水
俣
湾
漁
獲
量
減
少
対
策
～

昨
年
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
不
振
の
原
因
を
調
査
す
る
た
め
に
水
俣
湾
の
栄
養
素
を
測
定
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
水
俣
川
の
栄
養
素
が
多
い
と
い
う
結

果
を
得
た
。
そ
こ
で
、
水
俣
川
の
河
口
で
牡
蠣
の
養
殖
を
行
え
ば
、
新
た
な
水
俣
の
売
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
本
研
究
で
は
、
水
俣
周
辺
の
丸
島
湾
、
袋
湾
、
水
俣
川

河
口
に
お
い
て
、
牡
蠣
の
養
殖
を
行
い
、
そ
の
成
長
過
程
の
観
察
を
中
心
に
考
察
し
た
。

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年
生
４
名

１
．
仮
説
（
目
的
）

【
昨
年
ま
で
の
先
輩
達
の
研
究
】

○
近
年
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
。

○
水
俣
の
海
は
栄
養
素
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
水
俣
川
の
栄
養
素
は
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
仮
説
】

○
水
俣
川
の
河
口
で
牡
蠣
の
養
殖
を
行
っ
た
ら
、
身
が

大
き
く
、
お
い
し
い
牡
蠣
が
捕
れ
る
。

○
養
殖
が
成
功
し
た
ら
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
増
加
す
る
。

○
「
水
俣
牡
蠣
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
。

○
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

２
．
調
査
方
法

①
測
定

・
３
か
所
の
養
殖
場
で
観
察
用
牡
蠣
を
設
置

（
袋
湾
湯
堂
漁
港
、
丸
島
漁
港
、
水
俣
川
河
口
）

・
各
場
所
で

10
0個
ず
つ
設
置

・
１
か
月
毎
に
牡
蠣
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
（
面
積
）
を
測
定

・
養
殖
終
期
に
中
身
の
質
量
を
測
定

・
通
年
で
水
の
分
析
（
国
水
研
）

②
期
間

令
和
２
年
２
月
～
令
和
２
年
２
月

【
２
月
】
仕
込
み

【
２
～
１
０
月
】
面
積
測
定

【
１
１
月
・
令
和
３
年
２
月
】
体
積
、
重
量
測
定

【
令
和
３
年
２
月
】
収
穫

③
方
法

・
養
殖
用
貝
殻
１
枚
に
つ
き
観
察
用
牡
蠣
２
個
体

（
写
真
参
照
）

・
養
殖
用
貝
殻

10
枚
を
ロ
ー
プ
に
挟
む

【
個
体
数
】

５
セ
ッ
ト
×
３
か
所
分
作
る
（
３
地
点
で
計
１
５
セ
ッ
ト
）

１
セ
ッ
ト
で
貝
殻
１
０
枚
×
２
個
体
＝
２
０
個
体

１
５
×
２
０
＝
３
０
０
個
体

【
操
作
】

・
３
０
０
個
の
個
体
を
写
真
で
記
録

・
写
真
デ
ー
タ
か
ら
大
き
さ
を
測
定
（
２
～
６
月
）

・
現
地
で
直
接
大
き
さ
を
測
定
（
７
～
２
月
）

・
現
地
で
重
量
を
測
定
（
１
１
月
・
２
月
）

【
そ
の
他
】

海
水
の
測
定
は
、
年
間
を
通
じ
て
国
水
研
に
依
頼

３
．
結
果
と
考
察

～
結
果
～

地
点
別
牡
蠣
面
積
平
均
値

(㎟
）

～
考
察
～

・
牡
蠣
の
成
長
速
度
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
牡
蠣
の
大
き
さ
は
あ
ま
り
変

わ
ら
な
か
っ
た
。

→
栄
養
分
が
多
い
水
俣
川
の
河
口
で
な
く
て
も
い
い
の
で
は
？

４
．
ま
と
め
・
展
望

〇
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。

→
牡
蠣
の
養
殖
に
栄
養
素
は
本
当
に
関
係
が
あ
る

の
か

…
？

○
今
後
、
栄
養
素
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
る

→
 D

IP
な
ど

〇
他
の
養
殖
方
法
を
考
え
る

→
 か
ご
を
利
用
し
た
養
殖
法

調
査
日

袋 丸
島

河
口

測
定
不
能
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3

地
点
別
牡
蠣
面
積
平
均
値
（
m
m

2 ）

袋
丸
島

河
口

養
殖
モ
デ
ル

展
望
〇
今
月
に
収
穫
し
、
最
後
の
測
定
を
行
い
、
食
べ
る

→
デ
ー
タ
が
増
え
、
さ
ら
に
深
い
考
察
が
で
き
る

〇
大
き
く
な
く
て
も
お
い
し
け
れ
ば
、
売
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か

→
お
い
し
さ
の
追
求

〇
他
の
養
殖
の
方
法
を
考
え
る
→

カ
ゴ
を
用
い
た
方
法
な
ど

Oy
st
er

Pr
oj
ec
t

要
旨

本
研
究
は
、
平
成
２
９
年
度
か
ら
の
継
続
研
究
で
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
原
因
の
究
明
が
起
源
で
あ
る
。
過
去
３
年
間
で
、
水
俣
湾
及
び
そ
の
周
辺

の
水
質
を
分
析
し
て
き
た
。
特
に
、
栄
養
分
の
指
標
と
な
る
溶
存
態
無
機
窒
素

DI
N(

Di
ss

ol
ve

d 
In

or
ga

ni
c N

itr
og

en
)に
注
目
し
て
き
た
。
そ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
海

水
域
で
は

DI
N値

が
小
さ
く
、
汽
水
（
淡
水
）
域
で
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
汽
水
域
で
牡
蠣
の
養
殖
が
成
功
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

本
研
究
は
、
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
水
俣
市
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
の
も
と
、
水
俣
湾
周
辺
３
カ
所
で
牡
蠣
の
養
殖
を
行
い
、
そ
の
成
長
を
調
査
し

た
。
調
査
結
果
か
ら
、
牡
蠣
養
殖
を
通
じ
た
水
俣
湾
漁
獲
量
減
少
対
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

２
年
生
４
名

仮
説

【
昨
年
ま
で
の
先
輩
達
の
研
究
】

近
年
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
。
→
結
果
、
栄
養
素
に
つ
い
て
水
俣
湾
は
少
な
い
が
、
水
俣
川
は
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
今
年
度
の
研
究
目
的
（
仮
説
）
】

水
俣
川
の
河
口
で
牡
蠣
の
養
殖
を
行
っ
た
ら
、
身
が
大
き
く
、
お
い
し
い
牡
蠣
が
捕
れ
る
。
→
成
功
し
た
ら
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
増
加
。

→
「
水
俣
川
牡
蠣
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
。
→
最
終
的
に
は
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

実
験

結
果

考
察
・
ま
と
め

〇
面
積
・
体
積
・
質
量
の
結
果
か
ら
総
合
的
に
見
る
と
、

袋
湾
の
牡
蠣
が
最
も
よ
く
成
長
し
て
い
た
。

〇
D
IN
値
に
つ
い
て
は
、
河
口
の
表
層
が
高
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
、
２
m
以
降
で
は
ど
こ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
漁
獲
量
不
振
の
原
因
は
D
IN
で
は
な
い
可
能
性

が
あ
る
。

〇
河
口
が
一
番
養
殖
に
適
し
て
い
る
と
い
う
結
論
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。

養
殖
モ
デ
ル

～
牡
蠣
養

殖
を
通

じ
た
水

俣
湾
漁

獲
量
減

少
対
策

～
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8/
28
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/2
3

11
/1
3

地
点
別
牡
蠣
面
積
平
均
値
（
m
m

2 ）

袋
丸
島

河
口

①
測
定

・
３
か
所
の
養
殖
場
で
観
察
用
牡
蠣
を
設
置

（
袋
湾
湯
堂
漁
港
、
丸
島
漁
港
、
水
俣
川
河
口
）

・
各
場
所
で

10
0個
ず
つ
設
置

・
１
か
月
毎
に
牡
蠣
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
（
面
積
）
を
測
定

・
養
殖
終
期
に
中
身
の
質
量
を
測
定

・
通
年
で
水
の
分
析
（
国
水
研
）

②
期
間

令
和
２
年
２
月
～
令
和
２
年
２
月

【
２
月
】
仕
込
み

【
２
～
１
０
月
】
面
積
測
定

【
１
１
月
・
令
和
３
年
２
月
】
体
積
、
質
量
測
定

【
令
和
３
年
２
月
】
収
穫

③
方
法

・
養
殖
用
貝
殻
１
枚
に
つ
き
観
察
用
牡
蠣
２
個
体

（
写
真
参
照
）

・
養
殖
用
貝
殻

10
枚
を
ロ
ー
プ
に
挟
む

【
個
体
数
】

５
セ
ッ
ト
×
３
か
所
分
作
る
（
３
地
点
で
計
１
５
セ
ッ
ト
）

１
セ
ッ
ト
で
貝
殻
１
０
枚
×
２
個
体
＝
２
０
個
体

１
５
×
２
０
＝
３
０
０
個
体

【
操
作
】

・
３
０
０
個
の
個
体
を
写
真
で
記
録

・
写
真
デ
ー
タ
か
ら
大
き
さ
を
測
定
（
２
～
６
月
）

・
現
地
で
直
接
大
き
さ
を
測
定
（
７
～
２
月
）

・
現
地
で
質
量
を
測
定
（
１
１
月
・
２
月
）

【
そ
の
他
】

海
水
の
測
定
は
、
年
間
を
通
じ
て
国
水
研
に
依
頼
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g
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【
共
同
研
究
】

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
様

水
俣
市
漁
業
協
同
組
合
様
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～
牡
蠣
養
殖
を
通
じ
た
水
俣
湾
漁
獲
量
減
少
対
策
～

水
俣
高
校

２
年
生
３
名

調
査

３
か
所
の
養
殖
場
で
観
察
用
牡
蠣
を
設
置

（
袋
湾
湯
堂
漁
港
、
丸
島
漁
港
、
水
俣
川
河
口
）

・
各
場
所
で
10
0個
ず
つ
設
置

・
１
か
月
毎
に
牡
蠣
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
（
面
積
）
を
測
定

・
養
殖
終
期
に
中
身
の
質
量
を
測
定

・
通
年
で
水
の
分
析
（
国
水
研
）

【
２
月
】
仕
込
み

【
２
～
１
０
月
】
面
積
測
定

【
１
１
月
】
脱
解
、
面
積
・
体
積
・
質
量
測
定

【
令
和
３
年
２
月
】
収
穫
、
面
積
・
体
積
・質
量
測
定

要
旨

近
年
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。
先
輩
方
の
研
究
か
ら
、
水
俣
湾
の
海
水
の
Ｄ
ＩＮ
値
は
低
い
が
、
水
俣
川
河
口
の
Ｄ
ＩＮ

値
は
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
現
在
、
水
俣
湾
で
牡
蠣
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
ＩＮ
値
が
低
い
た
め
、
大
き
く
育
た
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
Ｄ
ＩＮ
値
の
高
い
水
俣
川
河
口
な
ら
ば
、
身
が
大
き
く
、
お
い
し
い
牡
蠣
が
養
殖
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

研
究
を
始
め
た
。
研
究
結
果
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
と
め

１
１
月
に
脱
解
し
て
行
っ
た
体
積
・
質
量
測
定
で
は
、
体
積
で
は
河

口
が
、
質
量
で
は
袋
湾
が
身
の
成
長
が
よ
か
っ
た
。
大
き
さ
と
質
量
を

総
合
的
に
見
る
と
、
袋
湾
の
牡
蠣
が
最
も
よ
く
成
長
し
て
い
た
。

考
察

〇
大
き
く
な
く
て
も
お
い
し
け
れ
ば
、
売
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か

→
お
い
し
さ
の
追
求

〇
他
の
養
殖
の
方
法
を
考
え
る

→
か
ご
を
利
用
し
た
養
殖
法調
査
の
様
子

質
量
の
考
察

仮
設
（
目
的
）

•
水
俣
川
河
口
で
養
殖
し
た
牡
蠣
が
海
で
養
殖
し
た
も
の
よ
り
大

き
く
な
る
。

•
水
俣
川
河
口
で
本
格
的
な
養
殖
開
始
。

•
水
俣
湾
の
漁
獲
量
増
加
。

•
「
恋
路
牡
蠣
」
に
次
ぐ
「
水
俣
川
河
口
牡
蠣
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
。

•
地
域
活
性
化
。

0.
0

50
.0

10
0.
0

袋
(n
=3
5)

丸
島
(n
=3
9)

河
口
(n
=5
7)

地
点
別
牡
蠣
体
積
平
均
値
（
cm

3 ）
【
養
殖
9ヶ
月
】

全
体
積

cm
3

身
体
積

cm
3

身
割
合

%

〇
袋
湾
：
牡
蠣
全
体
と
し
て
普
通
だ
が
、
身
が
一
番
重
い

→
身
が
詰
ま
っ
た
牡
蠣

〇
丸
島
港
：
牡
蠣
全
体
と
し
て
一
番
重
い
が
、
身
が
一
番
軽
い

→
殻
が
重
く
、
身
が
あ
ま
り
な
い
牡
蠣

〇
河
口
：
牡
蠣
全
体
と
し
て
一
番
軽
く
、
身
が
普
通

→
殻
が
軽
く
、
身
が
詰
ま
っ
た
牡
蠣

結
果

体
積
の
考
察

〇
袋
湾
：
牡
蠣
全
体
と
し
て
小
さ
い
が
、
身
は
少
し
だ
け
小
さ

い →
小
さ
い
が
、
身
が
詰
ま
っ
た
牡
蠣

〇
丸
島
港
：
牡
蠣
全
体
と
し
て
大
き
い
が
、
身
は
普
通

→
大
き
い
が
、
身
が
あ
ま
り
な
い
牡
蠣

〇
河
口
：
牡
蠣
の
大
き
さ
は
普
通
で
、
身
が
一
番
大
き
い

→
普
通
の
大
き
さ
で
、
身
が
詰
ま
っ
た
牡
蠣

～
牡
蠣
養
殖
を
通
じ
た
水
俣
湾
漁
獲
量
減
少
対
策
～

熊
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４
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仮
説
（
目
的
）

【
昨
年
ま
で
の
先
輩
達
の
研
究
】

○
近
年
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
。

○
水
俣
の
海
は
栄
養
素
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
水
俣
川
の
栄
養
素
は
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
仮
説
】

○
水
俣
川
の
河
口
で
牡
蠣
の
養
殖
を
行
っ
た
ら
、
身
が
大
き
く
、

お
い
し
い
牡
蠣
が
捕
れ
る
。

○
養
殖
が
成
功
し
た
ら
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
が
増
加
す
る
。

○
恋
路
島
の
牡
蠣
に
次
ぐ
「
水
俣
川
河
口
牡
蠣
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
。

○
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

調
査

【
場
所
】
水
俣
川
河
口
・
袋
湾
・丸
島
港

【
時
期
】
令
和
２
年
２
月
～
令
和
３
年
２
月

【
測
定
】

・
３
か
所
の
養
殖
所
で
、
観
察
用
牡
蠣
を
設
置
。

・
各
場
所
で
１
０
０
個
ず
つ
設
置
。

・
１
か
月
毎
に
牡
蠣
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
（
面
積
）
を
測
定
。

・
養
殖
周
期
に
中
身
の
重
量
を
測
定
。

【
個
体
数
】

袋
湾
（
３
５
固
体
）
丸
島
（
３
９
固
体
）
河
口
（
５
７
固
体
）

昨
年
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
水
俣
湾
の
漁
獲
量
不
振
の
原
因
を
調
査
す
る
た
め
に
水
俣
湾
の
栄
養
素
を
測
定
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
水
俣

川
の
栄
養
素
が
多
い
と
い
う
結
果
を
得
た
。
そ
こ
で
、
水
俣
川
の
河
口
で
牡
蠣
の
養
殖
を
行
え
ば
、
新
た
な
水
俣
の
売
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
水
俣
湾
周
辺
の
水
俣
川
河
口
、
丸
島
漁
港
、
袋
湾
湯
堂
漁
港
の
３
地
点
に
お
い
て
、
牡
蠣
の
養
殖
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
考
察
し
た
。

要
旨

考
察

ま
と
め

結
果

調
査
の
様
子
（
袋
湾
）

牡
蠣
の
成
長

地
点
別
牡
蠣
面
積
平
均
値
（
m
m

2 ）

調
査
日

袋 丸
島

河
口

測
定
不
能

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

30
00

35
00

2/
27

3/
25

4/
24

5/
22

6/
23

7/
17

8/
28

10
/2
3

11
/1
3

地
点
別
牡
蠣
面
積
平
均
値
（
m
m

2 ）

袋
丸
島

河
口

〇
1ヶ
月
ご
と
に
行
っ
た
面
積
測
定
結
果
で
は
、
牡
蠣
の
成
長
す
る
過

程
は
見
ら
れ
た
が
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
離
脱
し
て
し
ま
っ
た
牡
蠣
が

多
く
、
ま
た
、
豪
雨
の
影
響
も
あ
り
、
河
口
が
一
番
養
殖
に
適
し
て
い

る
と
い
う
結
論
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

〇
１
１
月
に
脱
解
し
て
行
っ
た
体
積
・
質
量
測
定
で
は
、
体
積
で
は
河

口
が
、
質
量
で
は
袋
湾
が
身
の
成
長
が
よ
か
っ
た
。
大
き
さ
と
質
量
を

総
合
的
に
見
る
と
、
袋
湾
の
牡
蠣
が
最
も
よ
く
成
長
し
て
い
た
。

〇
DI
N値

に
つ
い
て
は
、
河
口
の
表
層
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、

２
m
以
降
で
は
ど
こ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
DI
Nが

原
因
で

な
い
可
能
性
が
あ
る
。

〇
最
終
的
に
は
3カ
所
で
大
き
な
差
が
見
ら
れ
な
い
。

→
河
口
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

〇
河
口
は
フ
ジ
ツ
ボ
と
7月
豪
雨
災
害
の
影
響
で
測
定
で
き
な
い
期
間

が
あ
っ
た
。
→
正
確
な
数
値
が
算
出
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

〇
面
積
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。

→
途
中
、
多
く
の
個
体
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
新
し
く
、
小
さ
な
個
体
も
測
定
し
た
。
そ
れ
ら
の
平
均
値
を
算
出
す

る
と
、
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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 要
旨

 
○
水
銀
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
と
処
理

方
法
に
つ
い
て

 
○
有
害
物
質
を
ど
う
安
全
に
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
る
の
か

 
○
四
大
公
害
病
の
う
ち
水
俣
病
の
原
因
と
な
っ
た
水
銀
と
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

の
原
因
と
な
っ
た
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
比
較
す

る
 

  水
銀

と
は

？
 

特
徴

：
液
体
の
金
属

 
使
用
例
：
蛍
光
灯

体
温
計
な
ど

 
公
害

：
熊
本

県
で
起
き
た
水
俣
病
の
原
因
と
な
っ
た
物
質
。
症

状
と
し
て
個
人
差
は
あ
る
が
、
言
語
障
害
や
手
足
の
し

び
れ
や
体
の
震
え
な
ど
が
あ
る
。

 

 
カ

ド
ミ

ウ
ム

と
は

？
 

特
徴

：
錆
び
に
く
く
、
軟
ら
か
い
（
展
性
を
も
つ
）
金
属

 
使
用
例
：
顔
料

ニ
ッ
カ
ド
電
池
な
ど

 
公
害

：
富
山
県
で
起
き
た
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
原
因
と
な

っ
た

物
質

。
症

状
と

し
て

体
全

身
が

痛
く

な
っ

た

り
、

骨
が

も
ろ

く
な

り
折

れ
や

す
く

な
っ

た
り

す

る
。

 
 結

果
 

水
銀

の
リ

サ
イ

ク
ル

方
法

 
回

収
さ

れ
た

も
の

か
ら

水
銀

を
取

り
出

し
、

水
銀

の
種

類
に

よ
っ

て
、
ろ
過
し
た
り
、
燃
や
し
た
り
し
て
不
純
物
を
取
り
出
し
、
混
合

物
の

な
い

高
純

度
の

水
銀

に
変

え
、

大
学

の
研

究
所

な
ど

で
使

う

試
薬

や
神

社
な

ど
に

使
う

塗
料

な
ど

に
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

る
。

塗

料
は

水
銀

朱
と

呼
び

、
厳

島
神

社
や

首
里

城
な

ど
に

使
わ

れ
て

い

る
。

 
乾

電
池

は
60

0～
80

0℃
の

高
温

で
あ

ぶ
り

水
銀

を
蒸

気
に

し
て

集
め

る
。

そ
の

後
蒸

気
と

な
っ

た
水

銀
を

冷
や

し
て

液
体

の
状

態

に
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
。
蒸
発
器
と
凝
縮
器
を
用
い
て
い
る
。
 

水
銀

の
処

理
方

法
 

ほ
と

ん
ど

リ
サ

イ
ク

ル
さ

れ
る

が
、

放
射

能
に

汚
染

さ
れ

て
い

る

場
合
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
。

 
埋

め
立

て
を

す
る

場
合

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

枠
で

覆
わ

れ
た

水
な

ど
が

つ
か

ず
入

っ
て

こ
な

い
場

所
で

硫
黄

と
混

ぜ
固

め
て

埋
め

立

て
る
。

 
カ

ド
ミ

ウ
ム

 
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で

現
在
リ
サ
イ
ク
ル
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る

。
 

ま
た
、
水
酸
化
カ
ド
ミ
ウ
ム
法
と
い
う
方
法
も
あ
り
、

C
ⅾ

(Ⅱ
)を

含
有
す
る
汚
水
に

ア
ル
カ
リ
を
加
え
て
、
㏗
を
約

～
に
し

て
水

酸
化

カ
ド

ミ
ウ

ム
を

沈
殿

さ
せ

る
方

法
。

沈
殿

は
凝

集
沈

降

し
さ
ら
に
清
浄
ろ
過
に
よ
り
分
離
す
る
。

 

 
 

 
結

論
 

有
害
な
物
質
で
あ
る
水
銀
や
カ
ド
ミ
ウ
ム
は
、
工
場
で
状
態
に

応
じ
て
処
理
を
し
、
毒
性
を
も
つ
有
害
物
質
か
ら
無
害
の
物
質

に
変
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
汚
染
な
ど
の
理

由
で
処
理
で
き
な
い
も
の
は
埋
め
立
て
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
が
安
全
に
住
み
、
製
品
を
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
前
に
高
純
度
に
変
え
、
埋
め

立
て

の
際

に
も

水
銀

を
固

め
る

な
ど

し
て

環
境

に
配

慮
し

な

が
ら
処
理
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

 
 

 
 

感
想

  
  

  
  

～
こ

の
学

習
を

通
し

て
～

 
○
今

回
調

べ
て

み
て
今

ま
で

知
ら
な

か
っ

た
処
理

方
法

を
知

る

こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
水
銀
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
良
か
っ
た

。
  

○
水
銀
は
有
毒
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
不
可

能
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
に
利

用
で
き
る
物
質
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

 

 
 

参
考

文
献

 
○
野
村
興
産
・
イ
ト

ム
カ
工
業
資
料

 
○
環
境
省
廃
棄
物
対
策
課

 
○
東
京
テ
ク
ニ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

 
○
水
銀
廃
棄
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
○

G
lo

ba
l M

er
cu

ry
 W

as
te

 A
ss

es
sm

en
t 

 

 目
的

 
有

害
な

水
銀

を
ど

の
よ

う
に

処
理

し
て

無
害

な
水

銀
に

変
え

て
い

る
の

か
を

知
り

、
そ

の
リ

サ
イ

ク
ル

方
法

と
埋

め
立

て
方

法
に

つ

い
て
知
り
た
い

。
 

 
調

査
方

法
 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

○
野
村
興
産
・
イ
ト
カ
ム
鉱
業
所
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
話

○
資
料

 

水
銀
の

処
理

方
法

と
安

全
対

策
 

熊
本
県
立

水
俣

高
等
学

校
２
年
生

３
名

背
景

と
目

的
 

私
た

ち
は

水
俣

病
に

つ
い

て
小

学
校

か
ら

高
校

に
か

け
て

学
習

を
し

て
き

た
。

今
回

の
調

査
に

取
り

組
み

、
水

俣
以

外
の

水
銀

被
害

に
つ

い
て

よ
り

深
く

知
り

た
い

と
思

っ
た

。
目

的
と

し
て

は
、「

水
銀

」
と

言
っ

て
も

多
様

な
種

類
が

あ
り

、
症

状
に

も
違

い
が

あ
る

こ
と

を
こ

の
ポ

ス
タ

ー
を

通
し

て

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

あ
る

。
 

 
 

有
機
水
銀
と
は

ex
.)メ

チ
ル
水
銀
，
ジ
メ
チ
ル
水
銀

 

【
不

可
逆

の
性

質
】

=症
状

の
改

善
が

で
き

な
い

 
 吸

入
経

路
が

主
に

食
物

連
鎖

等
で

あ
り

、
徐

々
に

体
内

に
蓄

積
さ

れ
る

こ
と

で
発

症
す

る
。
こ

れ
ら

の
水

銀
は

細
胞

を
直

接
壊

し
て

し
ま

う
た

め
、

機
能

の
再

生
は

不
可

能
で

あ
る

。
 

 
無
機
水
銀
と
は

ex
.)金

属
水
銀

 

【
可
逆
の

性
質
】

=症
状

の
改
善
が

見
ら
れ
る

 
 吸
入

経
路

は
主

に
肺

か
ら

で
あ

り
、
金

属
水

銀
が

熱
せ

ら
れ

た
蒸

気
を

 
吸

い
込

む
こ

と
で

発
症

す
る

。
こ

れ
ら

の
水

銀
は

、
一

度
体

内
に

入
っ

 
て

も
の

ち
に

代
謝

に
よ

っ
て

体
外

に
出

さ
れ

る
。

 
 

☠
有

機
水

銀
 (
メ

チ
ル

水
銀

) 
(1

)吸
入

経
路

 
食

物
連

鎖
等

 
(2

)症
状

 
・

中
枢

神
経

系
 

運
動

障
害

：
歩

行
障

害
 

講
音

障
害

：
言

葉
が

円
滑

に
話

せ
な

い
、

ス
ム

ー
ズ

に
言

葉
が

出
て

 
こ

な
い

※
連

発
、

難
発

、
延

発
 

視
野

狭
窄

：
視

野
が

狭
く

な
る

 
感

覚
障

害
：

手
足

の
末

梢
神

経
が

麻
痺

す
る

 
(3

)世
界

各
地

の
水

銀
被

害
 

【
イ
ラ
ク
】

 
原

因
→

殺
菌

剤
 

内
容

→
メ

チ
ル

水
銀

を
原

料
と

し
た

殺
菌

剤
を

使
用

し
た

 
穀

物
か

ら
パ

ン
を

作
り

食
べ

た
 

【
ア
メ
リ
カ
】

 
原

因
→

実
験

中
に

手
袋

に
付

着
 

化
学

教
授

が
手

袋
に

数
滴

の
ジ

メ
チ

ル
水

銀
を

 
こ

ぼ
し

て
水

銀
中

毒
に

な
り

、
五

か
月

後
死

亡
 

【
カ
ナ
ダ
】

 
原

因
→

水
銀

が
含

ま
れ

た
排

水
を

湖
に

流
し

た
 

カ
ナ

ダ
水

俣
病

と
呼

ば
れ

る
ほ

ど
、

症
状

や
原

因
が

水
俣

病
と

似
て

い
る

。
 

【
デ
ン
マ
ー
ク
領
フ
ェ
ロ
ー
諸
島
】

 
原

因
→

ク
ジ

ラ
を

食
べ

る
こ

と
 

ク
ジ

ラ
を

食
べ

る
食

習
慣

に
よ

り
食

物
連

鎖
を

経
て

人
間

の
体

内
に

水
銀

が
蓄

積
さ

れ
た

。
 

 
⚠

無
機

水
銀

 (
金

属
水

銀
) 

(1
)吸

入
経

路
 

蒸
気

の
状

態
で

肺
か

ら
吸

入
す

る
 

※
金

属
水

銀
は

高
温

に
な

る
と

蒸
気

に
な

り
や

す
い

 
(2

)症
状

 
腔

内
：

歯
肉

炎
、

口
内

炎
、

咽
頭

炎
、

唾
液

分
泌

亢
進

 
神

経
：

不
機

嫌
、

幻
聴

、
記

憶
力

低
下

、
焦

燥
感

 
不

眠
、

性
的

無
関

心
 

皮
膚

：
発

赤
、

皮
疹

、
浮

腫
、

粘
膜

の
刺

激
症

状
 

腎
臓

：
血

尿
、

タ
ン

パ
ク

尿
 

(3
)世

界
各

地
の

水
銀

被
害

 
【
コ
ロ
ン
ビ
ア
】

 
原

因
→
金

の
採

掘
、

直
接

接
触

、
吸

引
 

・
ゴ

ー
ル

ド
ラ

ッ
シ

ュ
に

よ
る

水
銀

汚
染

量
は

 
毎

年
最

大
１

４
０

０
ｔ

 
【
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
】

 
原

因
→
古

来
か

ら
の

盲
信

、
病

気
の

治
療

薬
と

し
て

使
用

し
た

 
・

永
遠

の
命

や
美

容
へ

の
効

果
が

あ
る

と
盲

信
さ

れ
、

 
水

銀
入

り
の

食
べ

物
や

薬
を

摂
取

し
た

 
・

水
銀

を
吸

入
薬

や
、

軟
膏

と
し

て
使

用
し

た
 

【
奈
良
】

 
原

因
→
大

仏
を

作
る

際
に

使
用

し
た

 
金

と
水

銀
を

混
ぜ

て
塗

布
し

た
後

、
加

熱
し

て
水

銀
を

 
蒸

発
さ

せ
る

方
法

で
行

っ
た

た
め

水
銀

中
毒

に
 

 
結

論
 

水
銀

は
、

大
き

く
分

け
る

と
有

機
水

銀
と

無
機

水
銀

の
2
種

類
に

分
か

れ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
吸

入
経

路
も

症
状

も
異

な
り

、
ま

た
、

世
界

で
は

水
銀

の
危

険
性

に
関

す
る

知
識

不
足

に
よ

り
、

多
く

の
被

害
が

出
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

小
学

生
の

頃
か

ら
学

習
し

て
き

た
私

た
ち

で
も

、
知

ら
な

か
っ

た

こ
と

が
た

く
さ

ん
あ

っ
た

の
で

今
回

調
査

し
た

内
容

を
正

し
く

伝
え

て
い

き
た

い
。

 

 
参

考
文

献
 

・
環

境
省

か
ら

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
・

環
境

省
国

立
水

俣
病

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

水
俣

病
情

報
セ

ン
タ

ー
 

・
環

境
科

学
会

誌
フ

ェ
ロ

ー
諸

島
に

お
け

る
出

生
コ

ホ
ー

ト
研

究
・

朝
日

新
聞

D
IG

IT
AL

20
17

/9
/2

5
5:

00
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テ
ー
マ
「

さ
ま

ざ
ま

な
も

の
づ

く
り

」
 

 ○
研
究
班
員

 
２
年
生
２
名
 

 ○
担
当
職
員

 
機
械
科
職
員
２
名
 

 ○
製
作
動
機

 

 
 
・
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
大
会
で

活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
す
る
。
水
俣
高
校
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
。

 

 
 
・

実
際
の
も
の
づ
く
り
・
修
理
等
を
通
し
て
実
践
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
る

。
 

 ○
目
標

 

 
 
・
自
ら
図
面
を
描
き
、
加
工
か
ら
組
み
上
げ
ま
で
行
う
。

 

 
 
・

今
後
も
学
校
に
残
り
、
役
に
立
つ
も
の
製
作
す
る
と
同
時
に
技
術
力
を
高
め
る
。

 

 
 

○
今
年
度
は
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
が
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
学
校
設
備
の
修
理
や
教
材
の
作
成
を
中
心
に
行
っ
た
。
 

①
コ
ー
ス
製
作
（
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
競
技
用
）

 

 
 
 

今
年
は
全
国
大
会
が
大
分
県
で
開
催
さ
れ
る
た
め
、
大
分
県
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
コ
ー
ス
が
設

 
 
 

定
さ
れ
、
木
材
の
加
工
か
ら
組
み
立
て
ま
で
行
っ
た
。

 

 

②
消
毒
液
を
置
く
台
の
製
作
 

 
 
 

こ
れ
ま
で
机
で
代
用
し
て
い
た
消
毒
液
置
き

を
新
た
に
製
作
し
た
。
 

 

③
扇
風
機
・
工
場
扇
の
修
理
 

 
 
 

猛
暑
が
続
く
中
、
工
場
内
を
見
る
と
故
障
し
た
工
場
扇
が
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
修
理
及

 
 

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
た
。
５
台
の
工
場
扇
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

④
旋
盤
の
教
材
製
作
 

旋
盤
実
習
で
用
い
る
教
材
を
製
作
し
た
。
各
部
の

名
称
を
覚
え
る
た
め
 

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
と
旋
盤
内
の
歯
車
の
構
造
が
見
て
理
解
で
き
る
よ
う
に

 

一
部
シ
ー
ス
ル
ー
の
加
工
を
行
っ
た
。

 

 

⑤
技
能
検
定
の
試
料
製
作
 

 
 
 

国
家
技
能
試
験
の
資
料
作
り
を
行
っ
た
。
高
校
で
学
ぶ
レ
ベ
ル
を
超
え
た
も
の
づ
く
り
に
挑

 

戦
し
、
こ
れ
ま
で
２
セ
ッ
ト
し
か
な
か
っ
た
検
定
試
料
を
１
０
セ
ッ
ト
ま
で
増
や
す
こ
と
が

 

で
き
た
。
 

 

⑥
マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
製
作
及
び
ロ
ボ
ッ
ト
の
作
動
実
験
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

 

 
 
 

マ
イ
コ
ン
カ
ー
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
及
び
エ
ア
シ
リ
ン
ダ
ー
、
エ
ア
 

バ
ル
ブ
な
ど
の
製
作
及
び
実
験
を
行
っ
た
。
こ
れ

ま
で
製
作
し
た
ロ
ボ
 

ッ
ト
に
も
改
善
を
施
し
た
。
 

 ○
感
想

 

 
私
た
ち
は
最
初
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に
携
わ
る
こ
と
が
目
的
で
活
動
に
参
加
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
大
会
は
中
止
に
。
そ
こ
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
の
様
々
な
も
の
づ
く
り
に

も
挑
戦
し
た
。
校
内
外
の
様
々
な
課
題
を

も

の
づ
く
り
で
解
決
さ
せ
る
も
の

だ
っ
た
。
た
だ
単
に
製
作
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
作
る
責
任

も
感
じ
た
。
旋
盤
で
は
、
各

部

の
名
称
を
覚
え
る
こ
と
が

最
初
の
こ
ろ
は
す
ご
く
苦
労
し

た
が
、
今
で
は
、
各
部
の
名
称
や
旋
盤
内
の
構
造
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
、
今
後
も
質
の
高
い
教
育
が
で
き
て
い

く
と
感
じ
た
。
こ
れ
ら
の
製
作
を
通
し
て
、
自
分
達
の
も
の
づ
く
り
が

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
、
ま

す
ま
す
や
る
気
に
な
っ
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
幅
広
い
視
野
を
持
っ
て
、
世
界
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
い
。

 

  

  
熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校
２
年

生
２
名

 
 目

的
・仮

説

水
俣

病
の

よ
う

な
水
銀

に
よ

る
公

害
が

世
界

各
地

で
起

き
な

い
よ

う
に
す
る

た
め
に
は
、
水

俣
条
約
を

批
准
し
て
も

ら
う
こ
と

が
、
必

要
だ

と
思

っ
た

。
そ

こ
で

、
批

准
し

て
い

る
国

と
、
し

て
い

な
い
国

と
で
は
水
銀

へ
の
見
解
が

違
う
の
で
は

な
い
か
と

考
え

た
。

 
 背

景

水
銀

に
つ

い
て

学
習

し
て

い
く

中
で

、
水

俣
条

約
が

全
世

界
に

批

准
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
を

知
り

、
そ

の
理

由
に

つ
い

て
調

べ
た

い

と
思

っ
た

。
 

～
水

俣
条

約
と

は
？

～
 

水
銀

の
使

用
製

品
お

よ
び

水
銀

そ
の

も
の

の
製

造
、

輸
出

入
を

規

制
す

る
国

際
条

約
の

こ
と

。
 

 
調

査
方

法

・
調

べ
て

分
か

ら
な

か
っ

た
こ

と
や

、
疑

問
に

思
っ

た

こ
と
に
つ

い
て

質
問
を

考
え
る
。

・
実
際
に

へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（

リ
モ
ー
ト
）
を

行

う
。

・
聞
い
た

こ
と
を
元
に

詳
し
く
調
べ

る
。

 イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

現
在

存
在

す
る

水
銀

は
ど

の
よ

う
に

処
理

し
て

い
る

か
？

焙
焼

炉
を

使
っ

て
い

る
。

→
水

銀
と

の
混

合
物

を
焙

焼
炉

で
熱

し
て

分
解

し
て

い
る

。

海
外

で
も

水
俣

病
と

同
じ

よ
う

な
公

害
が

起
き

て
い

る
の

か
？

水
銀

汚
染

が
起

き
て

い
る

。

→
金

の
採

掘
に

水
銀

を
使

っ
て

い
る

の
で

、
そ

れ
が

蒸
発

し
大

気

汚
染

に
つ

な
が

る
。

日
本

は
条

約
の

署
名

や
批

准
ま

で
二

年
か

か
っ

た
の

は
な

ぜ

か
？ 批

准
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

条
約

に
国

が
制

限
さ

れ
る

こ
と

に

な
る

。
だ

が
、
日

本
は
あ

ま
り

条
約

を
批

准
し

な
い

国
な

の
で

二

年
は

早
い

ほ
う

。
 

 
 

 結
論

 
・

U
N

EP
で

も
批

准
し

て
い

な
い

国
の

こ
と

は
問

題
と

し
て

い
る

が
、
日
本
と

他
国
の
問

題
の
た
め
、
国

全
体
と
し

て
は
あ
ま

り
問

題
視

さ
れ

て
い

な
い

。
 

・
水

銀
に

た
よ

っ
て

経
済

を
成

り
立

て
て

い
る

国
も

あ
り

、
水

銀
の

扱
い
方

を
理
解
し
て

も
ら
う
必
要

が
あ
る
。

 
 感

想
 

・
水

俣
条

約
に

つ
い

て
新

た
な

知
識

を
取

り
入

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
世

界
全

体
に

批
准

し
て

も
ら

う
こ

と
は

、
と

ら
え

方
が

国
に

よ
っ

て
違
う

の
で
、
難
し

い
と
感
じ
た

。
 

・
現

状
を

広
め

る
た

め
に

は
、

私
た

ち
が

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
が

大
切
だ

と
思
っ
た
。

 
 参

考
文

献
 

・
日
本

語
情

報
サ

イ
ト
→

・
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー
→

 

水
俣

条
約
が

全
世

界
に

批
准

さ
れ

な
い

理
由

と
は

？

Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ

と
は

？

〈
所

在
地

〉

本
部
・
ナ

イ
ロ
ビ

バ
ン
コ
ク
、
バ
ー
レ
ー

ン
、
パ
ナ
マ
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

、

ワ
シ
ン
ト
ン

〈
活

動
内

容
〉

環
境
分
野

を
対
象
に

、
国

連
活
動
、
国

際
協
力
活

動

を
行
う
。

〈
職

員
数

〉

国
際
職
員

人
の
う
ち

、
日
本
人
は

名
。

比
率
は

％
。
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〇
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
活
動
内
容
）

〇
目
的

夏
休
み

セ
ン
サ
ー
取
り
付
け

BA
SI
Cプ

ロ
グ
ラ
ム
学
習

〇
３
年
生
と
の
取
り
組
み

発
表
準
備

〇
マ
イ
コ
ン
カ
ー
に
つ
い
て

〇
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
つ
い
て

・
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
（
変
速
）

・
赤
外
線
セ
ン
サ

写
真

・
基
盤

〇
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
つ
い
て

・
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

〇
結
果
・
ま
と
め

・
ル
ン
バ
や
自
動
運
転
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。

・
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
が
白
の
ラ
イ
ン
テ
ー
プ
に
反
応
し
、
白
線
上
を
移
動
す
る
車
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
四
輪
で
旋
回
す
る
場
合
、
内
輪
差
に
よ
っ
て
タ
イ
ヤ
の
負
荷
が
大
き
く
、
車
が
無
理
を
し
て
い
る
音
が
し
た
の
で
ボ
ー
ル
キ
ャ

ス
タ
ー
で
改
善
し
た
。

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

　
　
　
　
　
　
　
←
ギ
ア
は

　
　
　
　
　
　
　
３
段
階
の

変
速
が
で
き
、
中
速
を
利
用

し
て
い
る
。

←
セ
ン
サ
は
４

つ
利
用

左
が
発
信
→

右
が
受
信

　
　
　
　
　
　
　
←
基
盤
全

　
　
　
　
　
　
　
体
。
電
源

モ
ー
タ
ー
、
セ
ン
サ
ー
が
配

線
さ
れ
て
い
る
。

休
校

ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
組
み
立
て

ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
カ
ー
作
成

・
BA

SI
Cプ

ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
考
え
、
マ
イ
コ
ン
カ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
ど
お
り
に
動
か
す
こ

と
が
で
き
た
。
実
際
に
作
っ
て
み
て
初
め
て
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
、
も
の
づ
く
り
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

マ
イ
コ
ン
を
使
っ
た
自
動
運
転

１
月

　
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
。
自
動
車
も
自
動
運
転
技
術
が

発
展
し
レ
ベ
ル
３
に
達
し
て
い
る
。
機
械
を
学
ぶ
上
で
ロ
ボ
ッ
ト
や
機
構

を
学
ぶ
こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
、
”産

業
と

技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
”を

目
的
と
し
、
今
回
の

自
動
運
転
に
取
り
組
ん
だ
。

　
３
年
生
と
一
緒
に
マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
（
変
速
機
）
を

作
っ
た
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
３
年
生
に
聞
き
な
が
ら
作
業
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
←
BA

SI
Cで

記
　
　
　
　
　
　
　
述
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
３
つ
保
存
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

◎
２
年
生
４
名

テ
ー
マ
「

Ｂ
Ｂ

Ｑ
コ

ン
ロ

の
製

作
」

 

 ○
班
 
員
：

２
年
生
２
名
 
 
担
当
教
員
：
機
械
科
職
員
１
名
 

○
課
題
研
究

製
作
動
機
 

１
．
Ｂ
Ｂ
Ｑ

が
し
や
す
い
コ
ン
ロ
を
製
作
し
た
い
 

２
．
去
年
と
は
違
う

Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ン
ロ
を
作
り
た
い
 

３
．
３
年
間
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
作
っ
た
製
品
で
人
を
喜
ば
せ
た
い
 

○
目
標
 

 
１
．
Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ン
ロ
の
製
作
工
程
を
学
ぶ
。
 

 
２
．
３
年
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ン
ロ
の
製
作
を
行
う

。
 

板
切
断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印
付
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

折
り
曲
げ
 
 
 
 
 
 
 
 

溶
接
練
習
 

溶
接
本
番
 
 
 
 
 
 
 
 

角
パ
イ
プ
足
制
作
 
 
 
 
 
 

角
パ
イ
プ
切
断

 
 
 
 
 
角
パ
イ
プ
バ
リ
取
り
 

角
パ
イ
プ
溶
接
 
 
 
 
 
 
 

グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 

ね
じ
加
工
 
 
 
 
 
 
 
 

組
み
立
て
 

Ｂ
Ｂ
Ｑ
組
み
立
て

 
 
 
 
 
 
 
 

取
手
溶
接

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｂ
Ｑ
製
品
完
成
！
！
（
５
台
）
 

○
考
察
・
感
想
 

今
回

の
Ｂ

Ｂ
Ｑ
コ

ン
ロ
製

作
を
通

し
て
、

今
ま
で

の
実
習

の
中
で

使
っ
て

な
か
っ

た
機
械

や
工
具

も
あ
り

、
分
か

ら
な
い

こ
と
が
た

く
さ

ん
あ

り
ま
し

た
。
先

輩
た
ち

や
先
生

か
ら
の

ア
ド
バ

イ
ス
を

受
け
う

ま
く
作

業
す
る

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

課
題
研

究
で
、
も
し

Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ン
ロ
製
作
に
な
っ
た
ら
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
て
頑
張
り
ま
す
。
 

今
回

の
Ｂ

Ｂ
Ｑ
コ

ン
ロ
製

作
を
通

し
て
、

今
ま
で

の
経
験

を
生
か

し
、
ま

た
新
た

な
知
識

を
得
る

こ
と
が

で
き
て

よ
か
っ

た
と
思
い

ま
す
。
先
輩
方
の
コ
ン
ロ
を
よ
り
良
い

作
品
に
で
き
る
よ
う

学
ん
だ
こ
と
を
課
題
研
究
や
実
習
で

生
か
し
て
い
き
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
技
術
の
伝
承

 
電
気
建
築
シ
ス
テ

ム
科

建
築
コ
ー
ス
 
２
年
生
２
名
 
 
 

１
．

 
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
伝
承
に
つ
い
て

 

今
問
題
に
な

っ
て
い
る
の
が

後
継
者
不
足
に
よ
る
技
術
や

知
識
の
喪
失

で
す
。そ

こ
で
、
私
た
ち
は
こ
れ

か

ら
の
技
術
の
伝
承
が

よ
り
よ
く
な

っ
て
い
く
た
め

に
、
ど
ん
な

こ
と
に
注
目
し
、
気
を
付
け
て
い
け
ば

良
い
か
を

考
え
ま
し
た
。
 

 

(
1
)
 
な
ぜ
後
継
者
が
で
き
な
い
の
か

 

①
生
産
者
の
高
齢
化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
②
技
術
職

就
業
者
の
減
少
 

 
 

③
地
方
の
過
疎
化
の
進
行

 

 （
２
）
そ
の
解
決
策
（
地
方
で
行
っ
て
い
る
こ
と
）
 

〇
後

継
者
候
補
を
教
育
す
る
 

〇
事
業
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用

 

〇
後
継
者
募
集
の
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
を
利
用

 
〇
M
＆
A
事
業
承
継
の
専
門
家
に
相
談
 

〇
親
族
や

従
業
員
に
引
き
継
ぐ
 
 
 
 
 
 

 〇
外
部
か
ら
招
へ

い
・登

録
を
行
う
 

〇
技

術
や

ノ
ウ
ハ

ウ
を
外
部

に
ア
ピ
ー
ル
 
 

 
〇
株
式
公
開
を
行
う
 

 

（
３
）
建
築
コ
ー
ス
の
技
術
の
伝
承

 

 
 

〇
W
o
o
d
 
C
o
n
n
e
c
t
 
P
ro

je
c
t
 

 
 

 
３
年

生
（
木

製
ベ

ン
チ

・シ
ゲ

ン
箱

・み
な

ま
ち

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
 

 
 

 
２
年

生
（
総

合
的

な
探

究
の

時
間

・こ
ど
も
セ

ン
タ
ー

の
遊

具
作

成
・小

学
校

で
の

出
前

木
工

授
業

）
 

 ★
地

元
の

１級
技

能
士

（
建

築
大

工
）
に
よ
る
木

材
加

工
の

技
術

伝
承

 

      
 

 
写

真
：技

能
士

に
習

い
な

が
ら
木

工
に
取

り
組

む
様

子
 

 ★
地

元
小

学
校

で
の

出
前

木
工

授
業

 

      
 

 
写

真
：身

に
つ

け
た

技
術

を
活

用
し
地

元
小

学
校

で
木

工
を

教
え

て
い

る
様

子
 

ま
と
め

 

 
自
分
た
ち
の
取

組
が

技
術
の
伝
承
に
役
立
つ

こ
と
が

分
か
っ
た
。少

し
で
も
多
く
の
技
術
を
身
に
つ

け
た
い
。 

ゴ
ミ
と
植
樹

 
電
気
建
築
シ
ス
テ

ム
科
建
築
コ
ー
ス
 
２
年
生
２
名
 
 
 
 

①
 資

源
ご

み
に
つ

い
て

（
W
oo

d
 
C
on

n
e
ct
 
P
ro
je
ct

の
シ
ゲ

ン
箱

よ
り
）
 

・資
源

ご
み

 
＝

 
一

般
に
再

資
源

化
が

可
能

な
ご

み
の
総
称

 

〇
主

に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・缶

・ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・瓶

・紙
類

・電
池

・金
属

塊
な

ど
 

〇
資

源
ご

み
は

特
定

の
業

者
に
持

っ
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て

換
金

で
き
る
 

〇
ホ
ー

ム
レ
ス
の
生

活
費

稼
ぎ

に
も
な

っ
て

い
る
 

〇
学

校
や

地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で

持
ち
込

み
募

金
・車

椅
子

寄
贈

な
ど
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
 

        ★
分

別
が

不
十

分
だ

と
、
後

で
不

適
切

な
も
の
を
取

り
除

く
の
に
手

間
が

か
か
っ
た
り
、
汚

れ
た
り
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
に
悪
影

響
 

・ど
ん
な

効
果
が

あ
る
の
？

 

ご
み

減
量

・3
R
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご

み
処

理
に
係

る
経

費
を
大

幅
削
減

で
き
ま
す
。
 

  ②
 植

樹
に
つ

い
て

（
W
oo

d
 
C
on

n
e
ct
 
P
ro
je
ct

よ
り
）
 

・植
樹

と
は

…
 

 
一

般
に
は

造
林

と
ほ
ぼ

同
じ
意

味
で

使
わ

れ
る
こ
と
も
あ

る
が

、
専

門
的
に
は

造
林
は

人
工

造
林
と
天

然
更
新
に
分
け
ら
れ

て

お
り
、
植

林
は

人
工

造
林

の
意

味
で

用
い

る
べ

き
で

あ
る
。
樹

木
を
植
え
る
こ
と
を
植

樹
と
い

う
が

、
人

工
造

林
の
う
ち
で

最
も
広

く
行

わ
れ

て
い

る
方

法
に
植

樹
造

林
が

あ
る
。
 

・植
樹

の
デ

メ
リ
ッ
ト
 

…
 

「
結

果
が

見
え
に
く
い

」
 

・植
樹

の
メ
リ
ッ
ト
 

 
…

 
ユ
ー

カ
リ
や

ア
カ
シ
ア
な

ど
の
早

生
樹

を
植

林
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
の
保
全

を
早

め
る
 

       ま
と
め

 

資
源

ご
み

は
分

別
な

ど
に
よ
っ
て

経
費

が
削

減
さ
れ

る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
 

植
樹

は
緑

を
増

や
し
山

の
保

全
を
す
る
役

割
が

あ
り
、
木

が
伐

採
さ
れ

た
山
や

土
地
に
は
植
樹

が
重
要
で
あ

る
。
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③
成
果

・
様
々
な
発
電
方
法
に
つ
い
て
そ
の
発
電
の
特
徴
、
現
状
、
今
後
の
課
題
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
こ
と
で
、
日
本
が
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
ま
な
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

（
脱
炭
素
化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
原
子
力
発
電
の
安
全
性
、
省
エ
ネ
な
ど
）

・
発
電
方
法
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
２
０
３
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
考
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
上
で
の
観
点

⇒
「

＋
」

④
今
後
の
課
題

・
日
本
が
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
（
脱
炭
素
化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
原
子
力
発
電
の
安
全
性
、
省
エ
ネ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
更
に
学
習
を
深
め
て
い
く
。

・
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
（
※
「

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

削
減
す
る
」
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
）

「
安
全
性
（

）
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
（

）
」

「
経
済
効
率
性
（

）
」
の
向
上
、

「
環
境
へ
の
適
合
（

）」

・
脱
炭
素
化

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大

・
原
子
力
発
電
の
安
全
性
、
必
要
性

・
省
エ
ネ
の
推
進

脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
今
後
さ
ら
に
化
石
燃
料
の
使
用
を
減

ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
化
石
燃
料
に
大
き
く
依

存
す
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
を
変
え
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
今
ま
で
以
上
に
削
減
す
る
こ
と
は
簡
単
で
な

い
。

年
に
発
表
さ
れ
た
「
第

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
」
で
は
、
「

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
」
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
達
成
に

向
け
て
、
新
方
式
の
石
炭
火
力
発
電
、
天
然
ガ
ス
の
利
用
を
増

や
す
、
老
朽
化
し
た
火
力
発
電
設
備
の
撤
廃
な
ど
段
階
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

再
エ
ネ
は
発
電
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
自
給
率
に
も
貢
献
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
世
界
的

に
も
、「

脱
炭
素
化
」
の
流
れ
を
受
け
て
、
再
エ
ネ
を
積
極
的
に

導
入
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ス
ト
の
高
さ
の
問
題
、
安
全
性
な
ど
の
問
題
、
電
力

系
統
へ
つ
な
ぐ
際
の
問
題
、
発
電
量
が
不
安
定
で
あ
る
な
ど
主

力
電
源
化
に
向
け
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

原
子
力
発
電
は
、
安
定
的
に
電
力
が
供
給
で
き
、
電
力
コ
ス
ト

が
低
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
も
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

る
。
資
源
に
と
ぼ
し
い
日
本
で
は
、
原
子
力
発
電
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
電
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
停
止

中
の
原
子
力
発
電
を
再
稼
働
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
規
制
基

準
に
適
合
さ
せ
る
な
ど
、
安
全
性
を
最
優
先
に
考
え
て
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
可
能
な
か

ぎ
り
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度
を
低
減
す
る
方
向
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

液
化
天
然
ガ
ス
（

）
は
石
炭
よ
り
発
電
効
率
が
良
く
、

排
出
量
が
少
な
く
、
火
力
発
電
の
主
力
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

化
石
燃
料
依
存
度

５
６
％

                         

③
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
（
電
源
構
成
：
年
間
電
力
発
電
量
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
（
電
源
構
成
）
と
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、
液
化
天
然
ガ
ス
（

）
、
石
炭
、

石
油
な
ど
、

様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
電
気
を
作
り
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
資
源
に
乏
し
い
日
本
に
お
い
て
「

」

の
観
点
か
ら
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
特
定
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
変
遷
を
見
る

と
日
本
は
、
石
油
・
石
炭
・

（
液
化
天
然
ガ
ス
）
な
ど
の
化
石
燃
料
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

年
に
起
こ
っ
た
東
⽇
本
⼤
震
災
の
前
年
、
化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
は

％
（
⼀
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
ベ
ー
ス
）
で

し
た
が
、
原
⼦
⼒
発
電
所
の
稼
働
停
⽌
に
と
も
な
う
電
⼒
の
不
⾜
を
火
⼒
発
電
所
の
焚
き
増
し
に
よ
っ
て
お
ぎ
な
っ
た
こ
と
か

ら
、

年
の
化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
は

％
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
時
点
で
、
「
化
石
燃
料
（

・

石
炭
・
石
油
）」

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
占
め
る
割
合
は
全
体
の

％
、
発
電
時
に

を
ほ
と
ん
ど
排
出
し
な
い

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
占
め
る
割
合
は

％
で
す
。
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
は
急
ぐ
べ
き
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
石
油
・
石
炭
・

（
液
化
天
然
ガ
ス
）
な
ど
化
石
燃
料
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
多
く
排

出
す
る
た
め
、
化
石
燃
料
を
使
う
電
源
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
電
気
コ
ー
ス
が
取
り
組
ん
だ
こ
と

電
気
コ
ー
ス
で
は
「
電
力
技
術
」
の
授
業
で
発
電
方
式
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
等
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
重
要
な
こ
と
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「

＋
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
＋

」
と
は
、
安
全
性
（

）」
を
前
提
と
し
た
上
で
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
（

）
」
を
第
一
に
考
え
、

「
経
済
効
率
性
（

）
」
の
向
上
、
つ
ま
り
低
コ
ス
ト
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
実
現
し
、
同
時
に
「
環
境
へ
の
適

合
（

）
」
を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

「
」
の
観
点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た

具
体
的
な
取
組
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
様
々
な
発
電
方
法
に
つ
い
て
、
調
べ
ど
う
活
用
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
。

（
各
発
電
方
法
に
つ
い
て
の
サ
ブ
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
）

・
ｓ
の
ゴ
ー
ル
の
年
で
あ
る
２
０
３
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
「

」
の
観
点
か
ら
考
え
る
。

（
メ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
に
考
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
発
表
す
る
）

①
は
じ
め
に

電
気
コ
ー
ス
で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
る
水
俣

１
「

－
未
来
へ
の
提
案
を
探
る
ー
」
に
お
い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
を
目
標
に
掲
げ
、「

植
物
工
場
」
、「

環
境
発
電
」
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
人
類
、
地
球
環
境
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
に
向
け
た
目
標
で
あ
る
、「

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
」
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
課
題
を
考
え
る
う
え
で
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
の
が

で
す
。
そ
の
目
標
７
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
⇒
「
全
て
の
人
が
、
安
く
て
安
全
で
現
代
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ず
っ
と
利
用
で
き
る
社
会
」
の
実
現

改
め
て
、
私
た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
し
、
人
々
の
健
康
を
保
護
し
、
「
命
を
大
切
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
作
り
方
」
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
今
、
世
界
は
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
：

持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
で
す
。
そ
の
目
標
３
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
以
下
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。

「
年
ま
で
に
、
有
害
化
学
物
質
、
な
ら
び
に
大
気
、
水
質
及
び
土
壌
の
汚
染
に
よ
る
死
亡
お
よ
び
疾
病
の
件
数
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
。
」

水
俣
条
約
を
起
点
と
し
、
持
続
可
能
な
社
会
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
引
き
起
こ
す
様
々
な
事
象
に
よ
り
人
々
の
命
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
に
す
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ

と
が
、

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
命
の
発
信
」
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

環
境
首
都
水
俣
に
学
ぶ

命
の
発
信

年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
る

～
環
境
・
人
・
生
物
全
て
の
命
を
大
切
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
く
り
方

～

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科
電
気
コ
ー
ス

２
年
生
７
名

図
日
本
国
内
の
電
源
構
成

年
間
発
電
電
力
量

出
所
：
資
源
エ
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ル
ギ
ー
庁
「
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力
調
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統
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①
 原
子
力
発
電
に
つ
い
て
（
Ｓ

３
Ｅ
の
観
点
か
ら
考
え
る
）

（
安
全
性
）

☆
異
常
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
対
策

＜
フ
ェ
イ
ル
・
セ
イ
フ
＞

シ
ス
テ
ム
の
一
部
に
故
障
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
制
御
棒
駆
動
装
置
用
の
電
源
が
な
ん
ら
か
の
原
因
で
切
れ
た
場
合
に
は
、

制
御
棒
そ
の
も
の
の
重
さ
に
よ
り
制
御
棒
が
自
動
的
に
炉
内
に
落
下
し
、
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＜
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
＞

運
転
員
が
誤
っ
て
制
御
棒
を
引
き
抜
い
た
と
し
て
も
、
出
力
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
る
出
力
以
上
で
は
制
御
棒
の
引
き
抜
き
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
誤
っ
た
操
作

に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

＜
自
己
制
御
性
＞

伊
方
発
電
所
の
原
子
炉
は
、
水
の
密
度
効
果
と
ウ
ラ
ン

の
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
出
力
に
お
い
て
も
、
「
出
力
が
上
昇
す
る
と
、
自
然
に
出
力
の
上
昇
を
抑
え
る
」

と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
自
己
制
御
性
と
い
い
ま
す
。

３
（
安
定
供
給
、
経
済
性
、
環
境
）

                         

②
２
０
３
０
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
原
子
力
発
電
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
乏
し
い
日
本
で
は
、
資
源
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
と
と
も
に
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
経
済
的
に
、
長
期
的
に
安
定
し
て
電
気
を
つ
く
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
価
格
は
世
界
の
資
源
消
費
量
の
増
加
、
中
東
で
の
政
情
不
安
、
投
機
活
動
等
に
よ
り
、
今
後
も
大
き
く
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
火
力
発
電
は
発
電
コ
ス
ト
に
占
め
る
燃
料
費
の
割
合
が
高
く
、
資
源
価
格
の
変
動
に
よ
り
発
電
コ
ス
ト
が
大
き
く
変
動
し
、
発
電
時
の

排
出
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
発
電

時
に

を
排
出
せ
ず
、
価
格
安
定
性
や
備
蓄
性
に
優
れ
た
原
子
力
発
電
の
活
用
も
大
切
で
す

③
原
子
力
発
電
の
こ
れ
か
ら
の
課
題

☆
「
安
全
性
の
確
保
」

福
島
原
発
の
事
故
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
原
子
力
発
電
所
が
事
故
を
起
こ
す
と
大
気
中
に
放
射
能
を
ま
き
散
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

放
射
能
は
人
間
へ
も
他
の
動
植
物
へ
も
健
康
上
の
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
を
稼
働
す
る
の
で
あ
れ
ば
徹
底
的
な
安
全
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

☆
「
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理
」

原
子
力
発
電
を
行
う
と
必
ず
発
生
す
る
の
が
使
用
済
み
核
燃
料
で
す
が
、
そ
の
管
理
や
処
理
に
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

最
終
的
に
ど
こ
で
処
分
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
て
、
処
分
場
の
新
設
に
は
地
域
住
民
の
大
き
な
反
対
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
的
に
も
な
か
な
か
見
つ
け
に
く
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

年
に
お
け
る
原
子
力
発
電

～
環
境
・
人
・
生
物
全
て
の
命
を
大
切
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
く
り
方

～

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科
電
気
コ
ー
ス

２
年
生
２
名 震

災
の
影
響
で
多
く
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
が
停
止
さ
れ
て
い
た
中
、
政
府

は
年

月
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
今
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
指
針
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
原
子
力
発
電
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
」
と
し
て
お
り
、

年
時
点
で
の
原
子
力
発
電
の
比
率
を

～

に
す
る
と
定
め
て
い
ま
す

 

☆
経
済
性

原
子
力
の
発
電
コ
ス
ト
は
、

円
程
度
と
他
の

発
電
方
法
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
水
準
で
す
。
ま

た
、
原
子
力
発
電
は
化
石
燃
料
に
比
べ
て
発
電
コ
ス

ト
に
占
め
る
燃
料
費
の
割
合
が
小
さ
い
で
す
。

☆
安
定
供
給

原
子
力
発
電
の
燃
料
と
な
る
ウ
ラ
ン
は
、
石
油
に
比
べ
て

政
情
の
安
定
し
た
国
々
に
埋
蔵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資

源
の
安
定
確
保
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
ウ
ラ
ン
は
石
油
や

石
炭
に
比
べ
て
少
な
い
燃
料
で
発
電
で
き
る
た
め
、
輸
送

や
貯
蔵
が
容
易
で
す
。

☆
環
境

原
子
力
発
電
所
で
は
、
ウ
ラ
ン
を
核
分
裂
さ
せ
て
発
生
す
る
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
発
電
の
過
程
で
は

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
（

）

排
出
量
は
、
石
炭
火
力
、
石
油
火
力
、

火
力
に
比
べ
大
幅
に

少
な
く
、
太
陽
光
、
風
力
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
程
度
で
す
。

                        

②
２
０
３
０
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
火
力
発
電

２
０
３
０
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
か
た
を
描
い
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」
で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
お
け
る
電
気
構
成
の
内
、
石
炭
火
力
発
電
の
比
率
は
２
６
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
、
石
炭
火
力
発
電
の
新
設
計
画
が
増
え
て
お
り
、
計
画
さ
れ
て
い
る
石
炭
火
力
発
電
の
す
べ
て
が
建
設
さ
れ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
や

О
２
削
減
目
標
が
達
成
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
注
意
し
た
い
の
は
、
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
石
炭
火
力
発
電
だ
け
で
な
く
、
ガ
ス
火
力
発
電
も
同
様
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
、
す
で
に
発
電
設
備
を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
た
な
発
電
設
備
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
日
本
全
体
で
火
力
発
電
の
高
効
率
化
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。
古
く
て
発
電
効
率
の
悪
い
火
力
発
電
に
代
え
て
「
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
」
を
活
用
し
た
、
新
し
く
発
電
効
率
の
高
い
火
力
発
電
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
火

力
発
電
設
備
の
新
陳
代
謝
を
お
こ
し
、

О
２
排
出
量
も
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
、
小
売
電
気
事
業
者
に
は
、
２
０
３
０
年
度
に
販
売
す
る
電
力
量
の
４
４
％
を
、「

非
化
石
電
源
」
、
つ
ま
り
化
石
燃
料
で
は
な
い
電
源
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
省
エ
ネ
法
」
に
よ
っ
て
、
発
電
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
実
質
的
に
新
し
く
建
設
す
る
火
力
発
電
の
高
効
率
化
を
義
務
づ
け
、
ガ
ス
火
力
発
電

の
活
用
を
う
な
が
し
、
石
炭
火
力
発
電
を
火
力
発
電
全
体
の
半
分
未
満
に
お
さ
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
火
力
発
電
の
こ
れ
か
ら
の
課
題

・
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
え
る

①
 火
力
発
電
に
つ
い
て
（
Ｓ

３
Ｅ
の
観
点
か
ら
考
え
る
）

・
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

・
現
状

火
力
発
電
に
お
け
る

＋
の
観
点
か
ら
み
る
。

          現
在
、
日
本
の
電
力
は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
多
い
火
力
発
電
が
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
は
火
力
発
電
の
割
合
は
、
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
な
ぜ
日
本
が
火
力
発
電
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
多
い
か
と
い
う
と
、
安
定
的
に
発
電
で
き
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
が
高
い
、
出
力
の
調
整
が
容
易
に
で
き
る
、
な
ど
の
点
が
ほ
か
の
発
電
方
式
に
比
べ
て
、
火
力
発

電
が
優
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

年
に
お
け
る
火
力
発
電

～
環
境
・
人
・
生
物
全
て
の
命
を
大
切
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
く
り
方

～

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科
電
気
コ
ー
ス

２
年
生
２
名

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
→
資
源
に
乏
し
い
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
安
定
し
て
輸
入

で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
経
済
効
率
性
→
火
力
発
電
の
費
用
の
ほ
と
ん
ど
は
燃
料
費
で
あ
り
、
そ
の
燃
料
は
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
燃
料
価
格
は
そ
の

時
の
情
勢
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
の
で
価
格
が
高
騰
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

 
環
境
→
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
も
の
を
多
く
排
出
す
る
。

 
安
全
性
→
燃
料
の
種
類
に
よ
っ
て
、
発
が
ん
性
物
質
で
あ
る
窒
素
酸
化
物

や
、
硫
黄
酸
化
物

等
の
有
害
物
質
を
多
量
に
排
出
す
る
。

 こ
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
提
案
し
た
い
の
は
、
ガ

ス
発
電
で
す
。
ガ
ス
発
電
は
、
石
炭
を
ガ
ス
化
し
て
生
成
ガ
ス

を
タ
ー
ビ
ン
の
動
力
と
し
て
用
い
る
使
用
す
る
発
電
方
式
で

す
。
ガ
ス
化
方
式
に
よ
っ
て
酸
素
吹
き
空
気
吹
き
の
２
方
式
が

あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
発
電
効
率
が
向
上
す
る
こ
と
、
従
来
の
火
力
発
電
に
比
べ
て
有
害
物
質
の
排
出
が
抑
え
ら
れ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
コ
ス
ト
が
高
い
、
こ
の
発
電
所
は
、
複
雑
で
建
設
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
各
国
は
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
下
図
の
よ
う
に
石
炭
を
用
い
る
こ
と
で

₂を

石
油
と
同
じ
く
ら
い
削
減
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
価
格
が
石
油
よ
り
も
安
価
な
石
炭
を
利
用
し
た
ほ
う
が
良
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

は
、
さ
ら
に
排
出
量
が
抑
え
ら
れ
高
効
率
に
な
る
と
も
っ
と
排
出
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
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①
 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
（
Ｓ

３
Ｅ
の
観
点
か
ら
考
え
る
）

風
力
発
電

Ｓ
燃
料
を
使
わ
な
い
発
電
方
式
の
た
め
、
有
事
の
際
の
爆
発
の
危
険
が
少
な
い
。

建
造
コ
ス
ト
は
高
く
、
天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
た
め
、
安
定
供
給
は
難
し
い
。
温
室
効
果
ガ
ス
を
排

出
す
る
こ
と
な
く
発
電
が
で
き
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

ご
み
固
形
燃
料
適
正
管
理
検
討
会
を
設
置
し
、
燃
料
の
適
切
な
利
用
、
製
造
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
い
る
。

専
用
の
チ
ッ
プ
を
使
う
た
め
コ
ス
ト
が
高
い
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
考
え
に
準
じ
て
い
る
。

地
熱
発
電

地
下

～
の
マ
グ
マ
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
安
全
。

自
然
の
熱
を
使
う
た
め
燃
料
が
い
ら
ず
、
一
年
を
通
し
て
発
電
で
き
、
安
定
し
て
い
る
。
自
然
の
熱
の
た
め

温
室
効
果
ガ
ス
は
出
な
い
。

※
植
物
の
よ
う
に

の
排
出
と
吸
収
が
±

に
な
る
考
え
方
。

②
２
０
３
０
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
風
力
発
電

           ・               ③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
こ
れ
か
ら
の
課
題

☆
風
力
発
電

・
建
設
と
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
高
い

・
輸
送
の
た
め
の
広
い
道
路
が
必
要

・
洋
上
風
力
の
海
洋
生
物
や
漁
業
へ
の
影
響

・
適
地
は
送
電
線
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
場
所
に
多
い

☆
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

・
資
源
減
少
に
よ
る
持
続
的
な
燃
料
調
達
へ
の
懸
念

・
発
電
効
率
の
改
善
が
必
要

・
燃
料
の
配
達
や
加
工
の
時
に

を
排
出
す
る

・
燃
料
の
出
所
証
明
が
必
要
で
時
間
的
コ
ス
ト
が
発
生

☆
地
熱
発
電

・
発
電
所
の
建
設
に
よ
り
観
光
資
源
を
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

・
地
熱
資
源
の
８
０
％
以
上
が
国
立
公
園
に
存
在
し
、
法
律
に
よ
っ
て
開
発
が
制
限
さ
れ
て
い
る

・
大
規
模
な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
１
１
～
１
３
年
か
か
る

年
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
②

風
力
バ
イ
オ
マ
ス
地
熱

～
環
境
・
人
・
生
物
全
て
の
命
を
大
切
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
く
り
方

～

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科
電
気
コ
ー
ス

２
年
生
２
名

陸
上
で
の
設
置
場
所
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
洋
上
に
建
設
す
る
計
画
が
立
っ
て
い
る
。

 

発
電
量
が
全
体
の
わ
ず
か

で
あ
り
、
コ
ス
ト
面
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

削
岩
費
用
の
削
減
、
補
助
金
支
援
、
国
立
公
園
の
開
放
な
ど
、
地
熱
発
電
を
普
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
 

大
規
模
な
施
設
を
必
要
と
し
な
い
風
力
発
電
は
今
後
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
Ｓ

３
Ｅ
の
観
点
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
洋
上
風
力
発
電
で
は
海
上
に
設

置
す
る
こ
と
も
可
能
な
た
め
、
陸
上
の
土
地
を
占
有
す
る
こ
と
な

く
発
電
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
風
の
強
さ
な
ど
、
天
候
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
発
電
は

と
低
い
状

況
で
あ
り
、
火
力
に
頼
っ
た
面
が
多
く
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
発
生
が
著
し
い
た
め
「

」
の

観
点
か
ら
見
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

点
が
大
い
に
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
未
だ
に
発
電
量
が
多
く
安
定
供
給
の

で
き
る
発
電
方
法
が
編
み
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
火
力
の
割
合
を
減
ら
し
、
そ
の
分
を
原
子

力
で
補
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
技
術
を
高
め
て
い

き
、
将
来
的
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
量
を

割
以
上
ま
で
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
理
想
で
あ
る
。

以
下
の
表
の
よ
う
に
洋
上
風
力
発
電
は
海
の
深
さ
に

よ
っ
て
形
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
、
短
所
も
あ
る
。

洋
上
風
力
発
電
の
大
ま
か
な
仕
組
み
と
し
て
、
洋
上
で
発
電
し
た

電
力
を
洋
上
で
高
電
圧
に
変
圧
し
、
陸
上
の
施
設
で
送
電
網
に
適

し
た
電
圧
に
変
圧
し
て
送
電
を
行
う
。

 

                         

②
２
０
３
０
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
水
力
発
電
・
太
陽
光
発
電

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
！

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
実
現
に
向
け
て
大
切
と
な
る
方
針
は
下
記
の
通
り
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
化

原
子
力
発
電
の
安
全
や
使
用
済
み
燃
料
対
策

低
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
強
化

省
エ
ネ
強
化

そ
の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
構
成
は
右
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
よ
り
）

①
 水
力
発
電
・
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
（
Ｓ

３
Ｅ
の
観
点
か
ら
考
え
る
）

・
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

・
現
状

③
水
力
発
電
・
太
陽
光
発
電
の
こ
れ
か
ら
の
課
題

年
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
①
（
太
陽
光
、
水
力
）

～
環
境
・
人
・
生
物
全
て
の
命
を
大
切
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
く
り
方

～

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科
電
気
コ
ー
ス

２
年
生
２
名

水
力
発
電

・
経
済
産
業
省
が
挙
げ
た
再
エ
ネ
構
成
比
率
は
総
発
電
電
力
量

～
％
で
、
水
力

発
電
は
、

分
の

程
度
（

～
％
）賄

う
こ
と
が
経
済
産
業
省
で
目
標
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
き
い
ダ
ム
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
中
小
水
力
発
電
を
よ

り
多
く
作
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

太
陽
光
発
電

・
天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
た
め
よ
り
多
く
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
は

設
置
し
や
す
い
の
で
、
よ
り
多
く
設
置
し
て

％
程
度
賄
う
こ
と
を
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

・家
庭
用
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

・蓄
電
池
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
天
候
が
悪
い
時
で
も
、
電
力
量
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

水
力
発
電

Ｓ ・水
の
力
で
発
電
す
る
の
で
有
毒
ガ
ス
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い

〇

Ｅ ・
水
は
タ
ダ
な
の
で
、
低
コ
ス
ト
で
安
定
し
て
い
る

〇

Ｅ ・
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
８
０
％
変
換
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

〇
・降

水
量
が
減
少
す
る
と
発
電
で
き
な
く
な
る

×

Ｅ
ａ
ｌ

・ダ
ム
を
建
造
す
る
に
は
膨
大
な
面
積
が
必
要
と
な
る

×

太
陽
光
発
電

※
〇
が
メ
リ
ッ
ト
・
×
が
デ
メ
リ
ッ
ト

Ｓ ・他
の
発
電
と
違
い
事
故
に
よ
る
環
境
汚
染
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
少
な
い

〇

Ｅ ・天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定
性
が
不
安
定

×

Ｅ ・パ
ネ
ル
の
設
置
、
点
検
な
ど
で
の
雇
用
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

〇
・パ

ネ
ル
の
一
枚
あ
た
り
の
単
価
が
高
い

×

Ｅ
ａ
ｌ

・温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
な
い
の
で
地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
な
る

〇
・破

損
し
て
し
ま
っ
た
ら
廃
棄
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
×

水
力
発
電
の
課
題

初
期
投
資
金
額
が
大
き
く
、
投
資
額
の
回
収
期
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
経
済
的
な
課
題
が
あ
り
、
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
比
較
的
小
さ
い
、
大
規
模
に
発
電
す
る
に
は
ダ
ム
式
で
の
発

電
と
な
る
た
め
地
域
的
な
環
境
破
壊
や
動
植
物
に
対
す
る
生
態
系
へ
の
影
響
調
査
が
必
要

運
用
今
ま
で
の
発
電
方
法
に
加
え
て
、
小
規
模
水
力
発
電
、
波
力
発
電
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

太
陽
光
発
電
の
課
題

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
削
減
が
必
要

・電
力
供
給
を
安
定
さ
せ
る

・蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
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（２）令和２年度（２０２０年度）水俣高校 SGH 成果発表会における水俣 ACTⅠスライド資料枠

ア ３年生普通科

空き家プロジェクト
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（２）令和２年度（２０２０年度）水俣高校 SGH 成果発表会における水俣 ACTⅠスライド資料枠

ア ３年生普通科

空き家プロジェクト
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イ ２年生探究活動

Oyster Project ～牡蠣養殖を通じた水俣湾漁獲量減少対策～
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イ ２年生探究活動

Oyster Project ～牡蠣養殖を通じた水俣湾漁獲量減少対策～
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ウ ２年生機械科課題研究

私たちの Society5.0 ～箱罠システムの研究～
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ウ ２年生機械科課題研究

私たちの Society5.0 ～箱罠システムの研究～

102



103



104



エ ３年生電気建築システム科建築コース
Wood Connect Project 
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エ ３年生電気建築システム科建築コース
Wood Connect Project 
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オ 海外研修報告

州立モンタナ大学オンライン学習プログラム報告
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科　　目 標準単位 文系 理系 文系 理系 文系 理系

学校設定科目（数学発展）

ビ ジ ネ ス 実 務 2～4

■2■2■2

学校設定科目（実践数学Ⅰ）

学校設定科目（実践数学Ⅱ）

●3

○5

外
国
語

※　３学年特進クラス理系の☆と★は、☆から１科目選択または★２科目選択。

※　３学年普通クラスの○と●は、○１科目選択または●２科目選択。

※　２年次芸術を選択していない者は、３年次に芸術選択は原則不可。

※　普通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」あるいは「工業」科目「情報技術基礎」で代替する。

理
科

科 学 と 人 間 生 活

英 語 表 現 Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

国 語 表 現

令 和 ２ 年 度 入 学 教 育 課 程 表　（平成３０年度入学生）（全体図）

普通 特進
教
科 普通

普通

特進 特進商業

普通 電気建築ｼｽﾃﾑ

電気 建築

普通

商業 機械

電気建築ｼｽﾃﾑ 電気建築ｼｽﾃﾑ

普通建築
商業 機械

電気 建築

普通電気建築ｼｽﾃﾑ

普通
特進 商業 機械

電気 建築

学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

機械
電気

学科・類型（コース）

国 語 総 合

古 典 Ｂ

現 代 文 Ｂ

△2
地
理
歴
史

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

地 理 Ａ

日 本 史 Ｂ

日 本 史 Ａ △2△2△2

△4

△2 △2

△4 △4

△4

☆4

△2 △2△2 △2

倫 理

地 理 Ｂ

現 代 社 会

△4 △4 ☆4

★2

★2

数
学

数 学 Ⅰ

公
民

政 治 ・ 経 済

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ⅱ

◎7

化 学 基 礎

□2

保健 体 育 7～8

□4

生 物 基 礎

芸
術

音 楽 Ⅰ ○2 ○2

体育 保 健

○2 ○2 ○2

音 楽 Ⅲ ○2

音 楽 Ⅱ ○2

美 術 Ⅰ ○2 ○2 ○2 ○2 ○2

○2美 術 Ⅱ

○2 ○2 ○2 ○2書 道 Ⅰ

美 術 Ⅲ ○2

書 道 Ⅱ

○2○2

書 道 Ⅲ

○2

○2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

英 語 会 話

英 語 表 現 Ⅱ

家 庭 基 礎

●2

情報 社 会 と 情 報

家 庭 総 合

家
庭

各 学 科 教 科 計

工
業

工 業 技 術 基 礎 2～6

課 題 研 究 2～6

製 図 2～18

実 習 4～20

情 報 技 術 基 礎 2～6

機 械 工 作 2～8

原 動 機 2～4

機 械 設 計 2～8

2～8自 動 車 工 学

2～8 ■2

電 気 機 器 2～4

電 気 基 礎

電 子 技 術 2～6

電 力 技 術 2～6

■2

建 築 構 造 2～6

電 子 計 測 制 御 2～6

2～8

建 築 構 造 設 計 2～8

建 築 計 画

2～5

学校設定科目（実践建築製図） ■2

建 築 施 工

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4

マ ー ケ テ ィ ン グ 2～4

総 合 実 践 2～4

課 題 研 究 2～6

経 済 活 動 と 法 2～4

簿 記 2～6

2～4

原 価 計 算 2～4

財 務 会 計 Ⅰ

情 報 処 理 2～6

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

専　門　教　科　計

特別活動 ホームルーム活動

総合 水 俣 Ⅰ 3～6

※　工業科「総合的な学習の時間」は１年次で１単位、２年次で１単位、あとの１単位は「課題研究」で代替する。

合　　　　計

○2

○2

□2

物 理

数 学 Ⅲ

生 物

学校設定科目（実践理系数学）

物 理 基 礎

化 学

□4

☆4

△2 △2△2

△2

熊本県立水俣高等学校　　全日制  

◎7

建 築 法 規 2～4

オ 海外研修報告

州立モンタナ大学オンライン学習プログラム報告
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科　　目 標準単位 文系 理系 文系 理系 文系 理系

■2 ■2 ■2 ■2■2家庭 子どもの発達と保育 2～6

◎7

熊本県立水俣高等学校　　全日制  

■2

△2 △2△2

☆4

△2

■2

□4

■2 ■2 ■2学校設定科目（実践生物）

学校設定科目（実践理系数学）

物 理 基 礎

化 学

数 学 Ⅲ

物 理

○2

○2

合　　　　計

総探 水 俣 Ⅰ 3～6

特別活動 ホームルーム活動

専　門　教　科　計

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

情 報 処 理 2～6

財 務 会 計 Ⅰ

原 価 計 算 2～4

■2 ■2 ■2 ■2

2～4

簿 記 2～6

■2経 済 活 動 と 法 2～4

課 題 研 究 2～6

総 合 実 践 2～4

マ ー ケ テ ィ ン グ 2～4
商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4

建 築 施 工

■2 ■2 ■2学校設定科目（実践建築製図）

建 築 計 画

2～5

建 築 構 造 設 計 2～8

2～8

電 子 計 測 制 御 2～6

建 築 構 造 2～6

■2 ■2

電 力 技 術 2～6

■2電 子 技 術 2～6

電 気 機 器 2～4

電 気 基 礎

学校設定科目（実践機械製図）

2～8

■2 ■2■2

機 械 設 計 2～8

原 動 機 2～4

機 械 工 作 2～8

情 報 技 術 基 礎 2～6

製 図 2～18

実 習 4～20

工
業

工 業 技 術 基 礎 2～6

課 題 研 究 2～6

家
庭

各 学 科 教 科 計

情報 社 会 と 情 報

家 庭 基 礎

■2

英 語 表 現 Ⅱ

英 語 会 話

■2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

○2

○2

書 道 Ⅲ

○2 ○2

書 道 Ⅱ

○2

美 術 Ⅱ

○2 ○2 ○2 ○2書 道 Ⅰ

美 術 Ⅲ

○2

○2

○2

美 術 Ⅰ ○2 ○2 ○2 ○2

○2

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

○2 ○2 ○2

体育 保 健

芸
術

音 楽 Ⅰ ○2 ○2

生 物 基 礎

保健 体 育 7～8

□2

化 学 基 礎

◎7

数 学 Ⅱ

■2

数 学 Ｂ

数 学 Ａ
数
学

数 学 Ⅰ

公
民

政 治 ・ 経 済

★2

★2

△4 ☆4△4

現 代 社 会

倫 理

地 理 Ｂ

△2 △2△2 △2

△4

△4

☆4

△2 △2

△4

△4

△2△2△2

世 界 史 Ｂ

地 理 Ａ

日 本 史 Ｂ

日 本 史 Ａ △2
地
理
歴
史

世 界 史 Ａ

古 典 Ｂ

現 代 文 Ｂ

国 語 総 合

電気

学科・類型（コース）

■2

商業 機械
電気 建築

学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

機械
建築

商業 機械
電気 建築

普通電気建築ｼｽﾃﾑ

普通
特進

普通 電気建築ｼｽﾃﾑ

電気 建築

普通

商業 機械

電気建築ｼｽﾃﾑ 電気建築ｼｽﾃﾑ

普通

令 和 ２ 年 度 教 育 課 程 表　（平成３１年度入学生）（全体図）

普通 特進
教
科 普通

普通

特進 特進商業

国 語 表 現
国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

■2 ■2 ■2英 語 表 現 Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

科 学 と 人 間 生 活

理
科

外
国
語

※　商業科・工業科の■は１つを選択する。

学校設定科目（実践数学Ⅰ）

学校設定科目（実践数学Ⅱ）

●3

○5

学校設定科目（数学発展）

ビ ジ ネ ス 実 務 2～4

■2■2■2

現 代 文 Ａ ■2■2■2■2

生 物 □2 □4

家 庭 総 合

建 築 法 規 2～4

※　２年次芸術を選択していない者は、３年次に芸術選択は原則不可。

※　３学年特進クラス文系は、原則２年次特進クラスの文系からの継続のみ。

※　普通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」あるいは「工業」科目「情報技術基礎」で代替する。

※　「総合的な探究の時間」は１年次で１単位、２年次で１単位、あとの１単位は「課題研究」で代替する。

※　３学年普通科の○●■は、■１つと●、または、○1つを選択する。　　　　

※　特進理系３年次の☆と★は、☆から１科目選択または★２科目選択。

※　３学年普通クラスは、原則２年次普通クラスからの継続のみ。

※　３学年特進クラス理系は、原則２年次特進クラスの理系からの継続のみ。
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科　　目 標準単位 文系 理系 文系 理系 文系 理系

　　ただし、２年次に「簿記」を履修した生徒は３年次も連続履修する。※　３学年の特進クラスの文系は、原則２年次特進クラスの文系からの継続のみ。

※　３学年の特進クラスの理系は、原則２年次特進クラスの理系からの継続のみ。

※　３学年の普通クラスは、原則２年次普通クラスからの継続のみ。 ※　商業科および工業科の■、▲は総合選択科目でそれぞれ１つを選択する。　

※　商業科および工業科は「総合的な探究の時間」は１年次で１単位、あとの２単位は

※　２年次芸術を選択していない者は、３年次に芸術選択は原則不可。 　　「課題研究」で代替する。

▲2

▲2 ▲2

▲2▲2▲2▲2

▲2 ▲2 ▲2

■2 ■2 ■2

学校設定科目（生物探究）

　　および「工業」科目「情報技術基礎」で代替する。

※　普通クラス２年次の■は総合選択科目で１つを選択する。　　　　

※　普通クラス３年次の○、●、■、▲は総合選択科目で、○１つか●と■１つ、

　　および▲１つを選択する。ただし、２年次に「簿記」を履修した生徒は３年次も連続履修する。

※　特進理系クラス３年次の☆と★は、☆から１科目選択または★２科目選択

建 築 法 規 2～4 ▲2

家 庭 総 合

□2 □4生 物

現 代 文 Ａ ■2■2■2■2

学校設定科目（数学発展）

ビ ジ ネ ス 実 務 2～4

■2■2■2

学校設定科目（実践数学Ⅰ）

学校設定科目（実践数学Ⅱ）

●3

○5

外
国
語

※　商業科および工業科は普通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」

理
科

科 学 と 人間 生活

英 語 表 現 Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

▲2 ▲2 ▲2

国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

国 語 表 現

令 和 ２ 年 度 教 育 課 程 表　（令和２年度入学生）（全体図）

普通 特進
教
科 普通

商業

普通 電気建築ｼｽﾃﾑ

電気 建築

普通

商業 機械

電気建築ｼｽﾃﾑ 電気建築ｼｽﾃﾑ

普通建築
商業

電気

普通

特進 特進 機械
電気 建築

普通電気建築ｼｽﾃﾑ

普通
特進 商業 機械

電気 建築

学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

機械
学科・類型（コース）

▲2

国 語 総 合

古 典 Ｂ

現 代 文 Ｂ

△2
地
理
歴
史

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

地 理 Ａ

日 本 史 Ｂ

日 本 史 Ａ △2△2△2

△4

△2 △2

△4 △4

△4

☆4

△2 △2△2 △2

倫 理

地 理 Ｂ

現 代 社 会

△4 △4 ☆4

★2

★2

数
学

数 学 Ⅰ

公
民

政 治 ・ 経 済

■2数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ⅱ

■2■2

◎7

化 学 基 礎

保健 体 育 7～8

生 物 基 礎

芸
術

音 楽 Ⅰ ○2 ○2

体育 保 健

○2 ○2 ○2

音 楽 Ⅲ ○2

音 楽 Ⅱ ○2

美 術 Ⅰ ○2 ○2 ○2 ○2 ○2

○2美 術 Ⅱ

○2 ○2 ○2 ○2書 道 Ⅰ

美 術 Ⅲ ○2

書 道 Ⅱ

○2○2

書 道 Ⅲ

○2

○2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

▲2

英 語 会 話

英 語 表 現 Ⅱ

家 庭 基 礎

■2■2 ■2 ■2 ■2

情報 社 会 と 情 報

家
庭

各 学 科 教 科 計

工
業

工 業 技 術 基 礎 2～6

課 題 研 究 2～6

製 図 2～18

実 習 4～20

▲2 ▲2▲2

情 報 技 術 基 礎 2～6

機 械 工 作 2～8

原 動 機 2～4

機 械 設 計 2～8

■2 ■2 ■2

家
庭 フ ー ド デ ザ イ ン 2～10

学校設定科目（実践機械設計）

2～8

電 気 機 器 2～4

電 気 基 礎

電 子 技 術 2～6

電 力 技 術 2～6

■2 ■2 ■2

■2 ■2 ■2

建 築 構 造 2～6

電 子 計 測 制 御 2～6

2～8

建 築 構 造 設 計 2～8

■2■2 ■2建 築 計 画

2～5

学校設定科目（実践建築施工） ■2

建 築 施 工

■2 ■2

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4

マ ー ケ ティ ング 2～4

総 合 実 践 2～4

課 題 研 究 2～6

経 済 活 動 と 法 2～4

■2

■2

簿 記 2～6

2～4

■2 ■2 ■2 ■2■2 ■2 ■2 ■2

原 価 計 算 2～4

財 務 会 計 Ⅰ

情 報 処 理 2～6

2～6ビ ジ ネ ス 情 報 ▲2

子どもの発達と保育 2～6 ■2■2 ■2 ■2 ■2

専　門　教　科　計

総探 水 俣 Ⅰ 3～6

合　　　　計

特別活動 ホームルーム活動

○2

○2

□2物 理

数 学 Ⅲ

学校設定科目（実践生物）

学校設定科目（実践理系数学）

物 理 基 礎

化 学

▲2

□4

▲2 ▲2■2

☆4

△2

△2 △2△2

▲2

熊本県立水俣高等学校　　全日制  

◎7

生産システム技術 2～8

学校設定科目（実践機械製図）
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F A X 096-351-4303 
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平成２８年度指定

スーパーグローバルハイスクール

研究開発実施報告書

第５年次

令和３年３月 熊本県立水俣高等学校




